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　どう考えても「変な人」というのがみんなの結論だった。

　軽いジョギングと柔じゆう軟なん体操はまだいいとして、問題はそこからだ。

　腹に手をあてて、深呼吸。何やら息がちゃんと出ているかどうかを確認しているようだ。普通に生きていればそんなもの確認する必要もないのに。

「やっぱり変だよ、あのひと」

「うん……何やってるんだろうね」

　どこにでもある普通の公園の草むらから、その人物の様子をうかがっている子供が、五人。全員まだ小学生だ。近づかないのは、危ない人に近寄ってはいけません、という先生の教えを忠実に守っているからである。

　しかし危ない人でも面おも白しろい人ならば、近寄りたくなるのも道理。

「あ、あー、あー！」

　とうとうその人物は変な声を出し始めた。

「ねぇ、どこか苦しいのかな」

　子供達の紅こう一いつ点てんが、心配そうな声を上げる。

「救急車とか呼ぶ？」

「でも、その割には気合い入ってるよね」

　危険な人だったら警けい察さつを呼ばなくてはならない。でも、どこか苦しいのだったら救急車を呼んで助けてあげなくてはならない。だけど危険な人だったら怖いので、近寄って確認することもできない。

　五人の子供達は無い知恵を振ふり絞しぼり、ジャンケンで負けた二人を偵てい察さつに行かせる作戦に出た。

　公正なジャンケンの結果、勝ち気な男の子と気弱そうな女の子が決死隊に選ばれた。

　男の子は自分が選ばれたと知るやいなや、さっそくその人物の元へと歩き始めた。その後ろに隠れるようにして、おっかなびっくりついてくる女の子。残った三人は草くさ葉ばの陰かげから見守っていた。

「あー……あ、あー！　えーと、すまないが……」

　突然、独ひとり言ごとを言い出す件くだんの人物。

　女の子は一瞬ビクッと震ふるえ、そしてその人物を恐る恐る見た。

　髪の長い女の人……いや違う、男の人だ。ジャージを着て、視線はフラフラしておらず、それどころか常にどこかに定まっている。まるで幽ゆう霊れいと会話しているようにも見える。

「ねーねー、兄ちゃん何やってんの？」

　先手必勝。男の子がそのお姉さんみたいなお兄さんのそばに近づき、ストレートに質問をぶつけた。女の子はいつでも逃げられるように心の準備を整ととのえている。

「え、あっ、見てたの？」

　するとその怪あやしいお兄さんは、顔を真っ赤にして焦あせりだした。

「うん、ばっちり。なぁ？」

　男の子が振り向くので、女の子も慌あわててうなずく。

「え、そ、そんな見るほどのものじゃ、あの……」

　手をパタパタ振って弁解するお兄さん。

　その面白い姿に、女の子の緊きん張ちようも和やわらいだ。この人は大丈夫、という確信が持てた。

「さっきから独り言ブツブツ言ってさ、『あー！』とかデッカイ声出して」

「う、うん……その」

　お兄さんは情なさけなく頭を掻かき、

「あの……演劇の練習なんだ。発声練習と、台詞せりふの練習……」

　その答えに、男の子も女の子も手をポンと叩たたいて納得した。

　演劇。

　なるほど、それならば大きな声で独り言を叫さけんでいても仕方がない。

「学校の部活の練習でね……僕、ヘタだから自じ主しゆ練れん増やさないとダメなんだ……」

「へぇー」

　そう言って、男の子はちょこんとその場に座った。

　それにならい女の子も座る。

　女の子が振り返ると、残った三人の子供達も走り寄ってきた。

「えーと……」

　お兄さんは集まった五人の子供を前に当とう惑わくする。

「もしかして、見せて欲しいの？」

　曇くもりのない瞳ひとみで、五人が同時にうなずいた。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　僕、そんな見せられるものじゃ……ていうか見せられないから一人で練習してるんだよ！」

　そんなお兄さんの主張はまるっきり無視して、子供達は大きく拍はく手しゆする。

　お兄さんがいくら止めても、拍手は止やまない。

　一分ほど子供達に拍手させて、お兄さんは観念したように肩を落とした。拍手がより一層大きくなって、お兄さんはあきらめて台本を手に取った。

「わかったよ……それじゃあ最初のシーンから行くね。まだセリフ完かん璧ぺきに覚えてないから、台本見ながらだけど」

「がんばれー！」

「待ってましたー！」

　子供達の野や次じ にかき消されるように、女の子も小さく口を動かした。

「が、がんばって……」

　その声が届いたのだろう。お兄さんは女の子に向かって小さく微笑ほほえみかけた。

　女の子の頰ほおが微かすかに赤くなる。

　そしてお兄さんは大きく息を吸いこみ、台本に目を向ける。

　一瞬で、真剣な瞳になった。

　子供達も野次を止め、お兄さんの演技に集中する。

「――すまない。一夜の宿と、食事を頂けないだろうか……」

　少し低くなったお兄さんの声に、子供達が小さく息を呑のんだ。

「僕……じゃなかった、俺は保ほ釈しやく中ちゆうでこの町には頼る者も――」

「おーい！　か・ず・みぃ――――！　そんなところで練習やってたのか！」

　突然横からかかった大きな声に、子供達が一いつ斉せいにコケた。

　お兄さんは慌てて周囲を見る。そのお兄さんの真後ろの茂みから出現した、おそらく同級生と思われる制服姿のお兄さんに、あっという間に首を絞しめられた。

「おー！　なんだなんだ！　子供達に演技見せてたのか!?」

「見せてたっていうか……見られたっていうか……」

「いいじゃねーか！　続けろよ！　俺も見てやるからよ！」

　そう言って、新しいお兄さんは子供達の後ろに体育座りする。

「さぁ子供達！　お兄さんの演技に拍手だ！」

「わー！」

　新しいお兄さんの拍手に合わせて、子供達も拍手する。

　お兄さんは恥ずかしさで顔を真っ赤にして、声も出せないようだ。

「おいおい、本番はもっと大勢の客に見られるんだぜ！　緊張を解とく練習にもなるだろうが！」

「……そう思うよ。そう思わないとやってられないって言った方が正しいけど……」

　情けなく笑うお兄さんに、

「が、がんばってね……！」

　女の子が、もう一度同じ応援をした。

　その声は小さかったが、お兄さんの胸に響いたのだろう。お兄さんは女の子に手を振ると、もう一度台本を開いた。

　ハスキーな声が公園の一角に流れ始める。

　六人の観客を前に、お兄さんが別の人間に変身してゆく――

「俺は保釈中で、この町には頼る者もいない………………そうか、ありがたい。神に感かん謝しやするよ。僕……いや、俺の名前は――」







































　図書室に差しこむ西日に、吉よし永なが和かず己みは軽く顔をしかめた。そろそろ家に帰った方がいいのだろうけど、最後まで読んでから帰りたかった。あとほんの十数ページだから。

　ぺらり、と薄いＡ４のコピー用紙をめくる和己。

　それは小説でも漫まん画がでもなかった。人の名前と台詞せりふと、少ないトと書がきしか書かれていない、演劇の台本である。ワープロで打たれたその台本は、角のあちこちが曲がっており、印刷してから数日が経たっていることが見て取れた。

　時計の音が図書室に響ひびいている。

　今、この県立菜な々な色しき高等学校の図書室には、和己と数人の生徒しかいない。そのほとんどは受験勉強に勤いそしんでいる真ま面じ目めな生徒だ。まだ四月の始めだというのに、がんばっているなぁ、と和己は思う。

　いや、思うだけではダメなのだ。和己だって今年から三年生。大学受験のことも考えなければいけない。いけないのだが……やっぱりもう少し遊んでいたいと感じるのは、受験生としての自覚がないのだろうと、少し反はん省せいする。

「ふぅ……」

　最後のページを読み終えて、和己は軽く息をついた。

　面おも白しろかった。プロっぽくないが、それでも台本を読んだだけで役者が舞ぶ台たいの上を走り回っている光景が想像できた。

「ほんと……ガーくんみたいだよなぁ」

　内容は――平ひらたく言えば、法の名の下もとに悪人を追う警察官と、逃げる犯罪者との対決だ。主人公はその警察官であり、その一貫した正義は、和己の家族の門番を思い出す。そう思うと、なんとなくこの警察官に感情移入できてしまうのだ。

『呼んだか』

「うわぁっ！」

　椅い子すから転ころげ落おちる和己。ノートにペンを走らせていた受験生やよだれを垂たらしてカウンターで寝ていた図書委員が一いつ斉せいに和己と――その背はい後ごに座っている黒い犬の石像を見た。

「す、すいません、すいません！」

　倒れた椅子を直しながら和己が頭を下げる。

『和己よ。勉学の場では静かにするのだ』

「誰だれのせいだと思ってるんだよ！」

　するとその犬の石像はしばらく沈ちん黙もくしたあと、

『……我われのせいか？』

「……リアクション強すぎる僕のせいだね。ごめんガーくん」

　石像にぺこりと頭を下げる和己。

「ところで、どうしたの？　ここ御ご色しき町ちようじゃないから、来るの大変じゃなかった？」

『うむ。ママ殿から言こと付づけを頼まれてな。帰りに洗剤を買ってきて欲しいそうだ』

「うん、わかったよ」

　この犬の石像、名をガーゴイルという。

　吉永家の門番である。門番といえば槍やりなどで侵しん入にゆう者しやを撃げき退たいする職業だが――ガーゴイルの場合、まさにそれが当てはまる。目から光線や光撃武器を出して、日にち夜や悪と戦う最強の石像である。しかし日本国内でそれほど強い武器が必要な相手はいないので、もっぱら近所の人々の悩みなどを聞いてあげる毎日である。

　最近では町の祭りのシンボルになったりと、町に溶とけこんでいるその姿を見て和己は嬉うれしく感じている。これからももっと世間のことを学んでくれたらいいな、と願っている。

『して、何が我に似ているのだ？』

「ん、これ、この台本」

　和己はコピー用紙に印刷された台本をガーゴイルに見せる。

「これの主人公の警察官が、ガーくんそっくりだったから。悪人には容よう赦しやしないってところが」

『うむ。我は悪人には容赦しないぞ』

「じゃあ……訊きくんだけど、何か事情があって罪つみを犯おかしてしまった人も、容赦しない？」

　和己は台本の内容を思い出す。主人公の警察官が追っている犯罪者は、罪を犯したまま町の実力者になったのだ。その男のおかげで町が潤うるおった。しかし主人公は「悪は悪」とその男を捕とらえようとする。

『罪は罪だ。裁さばかれなければならない。どのような理由があろうとも、だ』

　ガーゴイルの言葉は、その主人公と同じだった。

「そっか……ガーくんならそうするよね」

『それでは我は警けい邏らに戻る。和己も早く帰宅するのだぞ』

「うん、ありがと」

　和己はカバンに台本を入れて席を立った。

　ガーゴイルはいつの間にか消えている。この犬の石像は、いつも移動方法が謎なぞなのだ。

　ちなみにここ菜々色高校は、和己たちが住む御色町から電車で三駅ほど行った場所にあり、ガーゴイルが簡単に来られる場所ではない。ガーゴイルの知覚範囲は御色町全体を網羅しているが、隣町までは届かないのだ。

　御色町の外までガーゴイルが来ることは珍しい。だから出現した時、和己は転げるほど驚いたのだ。

　とはいえ、ガーゴイルが学校に来ることも、ごくたまにある。最初のうちは生徒も先生も驚いていたが、今ではみんなフツーに対処している。図書室にいる生徒達もすでに自分の作業に戻っていた。なんとものんびりした校風である。

「さてと……僕も帰ろうかな」

　カバンを持って、図書室を出ようとした時。

　ごちん。

　机の下からそんな音が聞こえた。

「いったぁ……！」

　何事かと机の下を見てみると、女生徒が這はいずり回まわっているではないか。

　しかもその女生徒、和己のよく知っている子だった。

「も、桃ももちゃん!?　何やってるのそんなトコで！」

「あう、和己センパイ……どもども」

　頭をおさえながら笑っている女生徒。音からして、かなり大きくぶつけたと思われる。笑っている場合ではないだろうに。

「とにかく桃ちゃん、そこから出よう、ね？」

　和己は桃という名の後輩を机の下から引っ張り出す。ガーゴイルの次は変な女生徒が机の下から出てきて、図書室の住民も次第にざわつき始める。

「あ～……頭いたい」

　頭をさすりながらのそのそと起きあがり、近くの椅子に座る桃。髪の毛についたゴミを手で振り払う姿は、とても高校二年生とは思えないほど幼おさない。髪型はポニーテールなのだが、和己の妹とは違って柔らかい髪質なので、本当に馬の尻尾しつぽのようだった。

　タレ目で柔にゆう和わな顔をしていて、実際に優しい女の子なのだが、すわ本気になると恐ろしいほどのパワーを見せつける一面を持つ。気分も含ふくめて、コロコロとよく変化する子というのが和己のイメージだった。

「いやー、まさか和己センパイに見つかっちゃうとは、片かた桐ぎり桃、まだまだ修行が足りません！」

「修行しなくていいよ、そんな技術……でもホント、何やってたの？」

　和己がたずねると桃は肩を落として首を振る。まるで役者のようなオーバーアクションだ。基本的に桃は何事もパワフルで、このあたりからも和己の妹を想起してしまう。もっとも和己の妹は豪ごう快かいで片づけられる次元の話ではないのだが。

「探し物ですよー。さっきから学校中探してるんです。台本なんですけどね、Ａ４のコピー用紙に印刷してあって」

「あ」

　すぐに思いついた和己。さっきまで読んでいた台本は……。

「なんですかセンパイ今の『あ』は！」

「い、いや……これ、図書室に落ちてたんだけど……」

　和己がカバンをごそごそと漁あさり始はじめる。

　ファスナーの開いたカバンから、何かがちょろっとはみ出た。朝に買ったペットボトルについていたオマケだ。

「……パワーウサギのストラップがどうしたんですか？」

「いや、これじゃなくて……」

　アメコミのヒーローみたいな筋肉ムキムキのウサギのストラップを脇わきにどけ、和己は先ほどまで読んでいた台本を取り出した。その瞬間、桃はエサを見た動物のように飛びかかり、即そく座ざに紙かみ束たばを奪って中身を確認し始める。

「これですセンパイ！　この台本ですよー！」

「そう。よかった」

「センパイが泥どろ棒ぼうさんにならなければ、もっと良かったんですけどね……」

「違うよ！　これから事務室に届けようと思ったんだよ！」

「…………」

　恨うらめしそうに和己を睨にらむ桃。と、思ったら視線はカバンからはみ出たパワーウサギのストラップに釘くぎづけだった。

「……はい」

　和己がパワーウサギのストラップを手渡すと、桃はニッコリと笑う。

「まぁいいです。これで勘かん弁べんしてあげましょう」

「だから盗んだわけじゃないのに……」

　和己の主張はまるっきり無視して、桃は台本をカバンにしまいこむ。全部読んでしまった後だし、ちょっとは罪悪感があったのでそれ以上追及はしなかったが。それにしてもあんな悪趣味なストラップ、本当に欲しいのだろうか。

「その台本、桃ちゃんが書いたの？」

「えー、あたしは舞ぶ台たい監かん督とく専門ですよー。台本はお兄ちゃんの仕事ですっ」

　この娘、片桐桃は菜々色高校の演劇部に所属しているのだ。そして彼女が言う「お兄ちゃん」が、和己のクラスメイトなのである。二人は御色町に住んでおり、前にボヤ騒さわぎがあった時にガーゴイルに助けられて以来の仲だ。

　去年、和己が文化祭の時に観た演劇部の公演は、なんというか……よくわからない内容だった。その時の台本は「お兄ちゃん」が書いたらしい。

　さっきまで和己が読んでいた台本は、その雰ふん囲い気きがまるでなかった。だから誰が書いたのか気になったのである。

「あたしも拾ったんです、この台本」

「そうなんだ。なかなか面白いよね、それ。今度演劇部でやってみたら？　お兄さんは悔くやしがるかもしれないけど」

　和己と桃が同時に笑う。

「そうだ、お兄ちゃんで思い出した！　あたしこれから部活のミーティングなんですよ！」

「あの、桃ちゃん、ここ図書室だから静かに……ね？」

「ということなので、すいませんセンパイ！　台本ありがとうございました！」

　和己がなだめるのも聞かず、桃は嵐あらしの如ごとく図書室から出て行ってしまった。

　すると、必然的に受験生達の恨うらみがましい視線は和己一人に集中するわけで。

「あ……失礼しましたー！」

　和己も逃げるように図書室を出て行くしかなかった。




　人ひと気けの少なくなった廊ろう下かをぺたぺた歩きながら、和己はなんとなく疲れ果てていた。

「みんな元気だなぁ、いつもいつも……」

　別に和己が陰いん気きなわけではないのだが、どうも彼の回りにはパワーの有り余っている女性が多く存在している。相対的に見れば和己の元気が足りないように感じられるのだ。

　いや、それでも桃は例外かもしれない。

　彼女の兄を見ているとわかるのだが、演劇をやっている人間はスポーツマンやガリ勉や政治家タイプの人間とは違うオーラが感じられるのだ。あれが彼女の力の源みなもとだとすると、演劇とはなかなか侮あなどれない芸術である。やろうとは思わないが。

「あ、しまった」

　借りたＣＤを机の中に置きっぱなしにしていたのを思い出した。

　慌てて引き返し、階段を上って三年生のクラスがある二階へたどり着く。

　和己のクラスは３－Ａ組。階段のすぐ隣にある教室だ。

　特に気にせず、和己は普通に教室の扉を開く。




　どよ～ん……とした空気が教室中に漂ただよっていた。




　丸く並べた机を囲んで、生徒が七、八人ほど。全員、あらぬ方向を向いてぐったりしていた。一人は頭を掻かきむしりながら何事かをブツブツつぶやいている。

　そのブツブツつぶやいていた男が、ぐるりと視線をこちらに向け、

「……おぅ…………和己か……」

　虫の息で笑うその顔は、病人よりも死人に近い形ぎよう相そうだった。ボサボサ頭で丸眼鏡をかけており、まるで昔の売れない小説家のようだった。

　この男が桃の兄にして演劇部部長、片桐林りん吾ごである。

　外見で言えば、まるで似ていない兄きよう妹だいだ。

「ど、どうしたの林吾？　うわ、桃ちゃんまで！」

　林吾の隣では、元気が取とり柄えの桃までが机に突つっ伏ぷしていた。

「あぅ～……センパイ、帰ったんじゃ……？」

「う、うん、ちょっと忘れ物。それよりどうしたの？　保健の先生呼ぶ？」

「あー……気にするな和己。毎年のことだ」

　林吾がユラユラと立ち上がり、黒板に向かって歩く。その黒板には何やらタイトルらしい文字がずらっと並んでいた。

「今年の新入生歓迎のための公演の演目が決まらなくてな……」

「新入生歓迎？」

　和己も去年のことを振り返ってみる。この時期はどの部活も新入生の勧かん誘ゆうで忙しい。勧誘時期には校庭に机を並べて全部活が大声を張り上げている。しかし演劇部の勧誘は、ほかの部とは違うのだ。

　芝しば居いを見せる。これだけだ。

　運動部ならばその場でパフォーマンスもできるが、演劇部は時間と場所を取って、じっくりやるのが伝統となっている。そのおかげか、新入生以外にも芝居好きの在校生が四月末の講堂にやってきたりする。

　部の存続にも関かかわる行事だ。おろそかにはできないのだが……。

　その時、唐突に林吾が教卓を叩き、部員達が跳はね起おきる。

「だから俺の書いた『タナトスの死』でやろうって言ってるじゃねーか！」

　すぐに反論したのは桃で、

「誰が観たがるのよ、そんなアングラ芝居！　お兄ちゃんの書く台本って、みんなわけのわからないものばかりじゃない！」

「わけがわからなくはない！　あの陰いん々いん滅めつ々めつとしたダークサイド満点の、虚きよ無むと破滅に満ちた世界を理解しようとしない奴がいけねーんだよ！」

「今回は理解させなきゃダメなの！　相手は新入生なのよ！　意味のわからない芝居しかしない演劇部、誰が入ろうと思うのよ！」

「俺も桃ちゃんの意見に賛成！　部長の台本はわかりません！」

「もっとわかりやすく、あと演やりやすいの書いてくださーい！」

　桃を筆頭に林吾を責める後輩達に、林吾は少しずつ教室の隅すみに追いやられていく。

「くぅっ、おまえら数で勝負か！　これだからマジョリティは……！」

「マイノリティ気取って部費を無む駄だ遣づかいしてる人に言われたくないわよ！　そもそもアングラやりたいからマイノリティになるのって、本末転倒じゃないのよ！」

　和己に言わせれば、桃もかなりの天然キャラなのだが、こと兄が相手だとえげつない物言いを平気でするようになる。もちろんタフな林吾の性格を知った上でのことなのだろうが、兄を攻撃する妹というのは、なんだか既視感テジヤ・ヴユを感じていたたまれなくなる。

「だいたい高校生ごときが書くアングラなんて、本人の自己満足じゃないの！　心の師し匠しようだかなんだかの唐から十じゆう郎ろう先生を見習ったらどうなの？　これだからエヴァ世代は……」

「待て待て待て、俺はそこまで年寄りじゃないぞ！　エヴァに影響されて意味不明な言葉を乱発する奴らと一緒にするな！　俺に言わせりゃあんなのはアングラじゃねえ！　それに心の師匠は唐十郎先生だけじゃない！　寺てら山やま修しゆう司じ先生や佐さ藤とう信まこと先生だっている！」

「全部アングラ脚本家じゃないのよ！」

「ていうかそういう桃はどうなんだよ！　おまえだって人当たりのいい演劇ばかりやりやがって、将来はキャラメルにでも入るつもりか、このエセ商業主義が！」

　ばん、と机を叩く林吾に対し、

「なんですって！　演劇集団キャラメルボックスの夢と希望とロマンにあふれる世界をバカにするのは許さないわよ！　このアングラ気取りのオタク！」

　がたん、と椅子を蹴けって林吾に飛びかかりそうな桃を演劇部全員で止める。

　どこも兄妹って同じなのかなぁ……と感動に近いものを和己が嚙かみしめていると、ケンカが終わったのか、兄妹も演劇部員も並んだ席に戻ってグッタリし始めた。

「ずーっと、これの繰り返しなんですよ……」

　ひとりの演劇部員が和己につぶやいた。

　会議が終わらないのも納得できる。林吾や桃よりも、周りの部員達が哀あわれに見えた。

「困ったなぁ……今月末なんですよ、公演は」

「今月末って言ったら、半月くらいじゃない！」

　それは急がないとマズイだろう。

　和己は黒板に書かれたタイトルを見てみる。

　タナトスの死（片桐林吾作）、ＣキＡヤＴツＳツ、髑どく髏ろ城じようの七人、超・シンデレラ（片桐林吾作）、破壊ランナー、ライオンキング、超・ライオンキング（片桐林吾作）、ｅｔｃ……。

　全部無理だ。色々な意味で。

　これでは会議が難なん航こうするのもわかる。

　ふと、和己は思っていることをぽろりと口にしてしまった。

「あのさ、さっき桃ちゃんが拾ったっていう台本は？」

「え？」

　演劇部全員の顔が和己の方を向いた。

「今なんと言った和己！」

「あれ、林吾も知らないの？　だからホラ、桃ちゃんが持ってた台本……」

　全員の視線が和己から桃に移る。

「えっと、あの、これはダメよ、ほら――ってああ！」

　桃がカバンをコッソリと背中に隠そうとした時には、すでにカバンの中の台本は林吾の手に渡っていた。桃が気づいた時にはすでに数ページ読んでしまっている。

「お兄ちゃん！　人のカバン漁るなんてサイテー！」

「ふむふむ、これはなかなか面白いな……役者も今いる人数で大丈夫そうだ」

「本当ですか!?」

　林吾が読み終えたページを、別の部員が拾って読み始める。

「……これいいな、使えるかも」

「たしかに。ちょっと古典的だが、それがかえって斬ざん新しんかもしれない」

「ちょっとみんなまで！　やめてよ、これあたしの台本じゃないんだからね！」

　桃が台本を必死で奪うばおうとするが、すでに演劇部の全員にあらかた読まれてしまっていた。特に林吾の速読術は目を見張るものがあり、桃が全部の台本を回収した頃には、すでに読み終えてしまっていた。

「フッ……こんなところで通信教育の速読術が役に立つとは」

　丸眼鏡を指で直して鼻を鳴らす林吾の顔面に、桃のカバンが投げつけられた。

「いばらないでよ！　この変態！」

　泣きそうな桃だったが、林吾はそのくらいではへこたれない。

「というわけでみんな！　この台本に決定する！　いいな！」

　教室から満まん場じよう一いつ致ちの拍手。

「部長、サイテーでサイコーです！」

「さすが部長、汚い仕事ならプロ並みだ！」

　ほめてるんだか、けなしてるんだかわからない賞賛が林吾に浴あびせられる。

　しかし桃だけがこの台本を使うのに反対なようで、

「ちょっとみんな、ホントにダメよこれは！」

「なんでだよ？　いい話じゃねーか」

「だって、この台本――」

　桃が抗議しようとした時、教室の扉がまた開いた。

「おお、なんだなんだ、会議終わったのか？」

　ギターケースを担かついだ先生だった。

「あ、先生！　たった今決まりましたっ！」

　桃が抱きしめている台本を指で指さす林吾に、ギターを持った先生も満足そうにうなずく。

　彼は六ろく山やま雅まさ之ゆき先生。服装はスプリングセーターにジーンズという普通の恰かつ好こうだが、いつでもアコースティックギターを持ち歩いているので「フォーク先生」などと呼ばれている。ギターは謎だが、授業はわかりやすく生徒のウケはいいらしい。二十代後半で顔も悪くないので、密ひそかな人気があるそうだ。

「それじゃあ、演目を学校に提出しなきゃならないから、タイトルと作者を教えてくれ」

　六山先生はポケットからメモとペンを取り出すと、林吾にたずねた。林吾は六山先生の言葉をそのまま流すように桃の方を向く。

「おい桃、この台本誰が書いたんだ？」

「だから拾ったって言ってるでしょ！　なんであたしの話聞かないのよ！」

　ふくれっ面つらの桃。

「ん、どうした？」

　会議に参加していなかった六山先生が、周りを見る。

　そして教室の隅っこでいたたまれない気持ちでいる和己に目をとめ、

「ん、吉永。おまえ演劇部だったか？」

「イヤ、なんというか、なりゆきで……」

　先生に情けなく頭を下げる和己だった。

「それじゃ片桐、ちょっと台本見せてくれ」

　六山先生がたずねたのは、兄の方だ。林吾は桃の胸の中にあるはずだった台本を素す早ばやく先生に渡す。

「ああっ！　いつの間に！」

　桃が取り返そうとするが、もう遅い。六山先生は台本をペラペラとめくり、興味深そうに顎あごに手をあてる。どうやらお気に召したらしい。

　しかし、序盤の途中で、六山先生は急に顔をしかめた。

「ん？　この事件、どっかで……」

　顔が険けわしくなる六山先生。しかしすぐ納得したのか、

「ああ、これはレ・ミゼラブルを改編したのか……現代風のアレンジが面白いな」

　楽しそうに台本を読む六山先生を尻しり目めに、数人の演劇部員が顔を見合わせる。誰がどう見ても「レ・ミゼラブルってなんだ？」という目だ。

　それを察した六山先生、すかさず指し摘てきする。

「おまえら演劇部員なんだからそれくらい勉強しろよ……名前くらいは聞いたことあるだろ。ヴィクトル・ユゴーの傑けつ作さくだぞ」

　実は和己も原作を読んだことはなかった。ただ、この台本に登場する「ジャン・バルジャン」「ジャベール警けい部ぶ」の名前くらいは記憶にある。

　この台本も、その二人の対決がメインだった。演劇らしくギャグなども織おり交まぜているが、基本的には真面目な正義と悪の対決物語だ。原作はジャン・バルジャンの波乱に満ちた生しよう涯がいを描いているはずだが、この台本では対決のみに焦しよう点てんを絞しぼったようだ。

「まぁ、それはこの台本と一緒に勉強すればいいか。で、これは誰が書いたんだ？」

　六山先生の問いに答えられる者はいない。

「あの、それ誰が書いたかわからないんです……だから私はやめようと思うんですけど」

　小さく発言する桃だったが、

「いや、これでいきます！　作者はあとで見つけてみせます！」

　机の上に乗って拳こぶしを振る林吾。

「ちょっと、お兄ちゃん！」

　桃が抗議するが、もう演劇部の中ではこれで決定してしまっているらしい。誰も桃の意見には耳を貸さなかった。

「まぁ、ちゃんと見つかるんならいいけど……」

　と、六山先生も同意してしまっている。

　桃はそれでも抗議しようとしたが、その前に林吾がたずねる。

「ところで桃、この台本どこで拾ったんだ？」

「えっ、それは……」

　桃は一瞬口ごもったが、

「…………焼しよう却きやく炉ろ」

「なんだ、この台本捨てられそうだったのか？　そりゃ危ないところだった」

「だから書いた人は捨てようと思ってたのよ！　そんな台本を使っちゃったら、その人に悪いでしょ！」

「バカ言え！　せっかくいい台本なのに、使わなかったら台本に悪いだろう！」

「あーもう！　センパイ、お兄ちゃんに何か言ってくださいよ！」

「ええっ、僕!?」

　いきなり桃が和己の身体からだを林吾の方に向けるが、和己はなんと言っていいかわからない。

「えーと……その作者にちゃんと相談すれば、僕もいいかなって思ったんだけど」

「センパイのバカーッ！」

　桃の両手が和己の背中をブッ叩く。

「やったー！　台本決まったぞー！」

　３－Ａの教室の中はお祭り騒ぎになっており、部員達は長い会議の呪じゆ縛ばくから解放された喜びに小こ躍おどりしていた。

　そんな中で和己は場の流れに抗あらがえず、ただ流されるだけだった。




　その後、桃の恨うらめしい視線を背中に受けつつ、なぜか和己が部員全員のために台本をコピーした。

「おう、和己！　ありがとな！」

　林吾が紙束を受け取り、机の上に並べ、ページごとにホッチキスで留める。これは部員全員の流れ作業でやった。

　出来上がった一部を六山先生に渡す。これは事務室に届けるためらしい。面倒くさい決まりがあるものだ。

「たぶん事じ後ご承しよう諾だくで大丈夫だと思うけど、作者のほう、ちゃんと探しといてくれよ」

　そう言い残し、六山先生はギターケースを背負って帰っていった。

「いやぁ、一時はどうなるかと思ったけど、よかったよかった」

　ほがらかに笑う林吾に、

「良くないわよ！　誰が書いたのかもわからない台本なんて！」

「桃もこだわるなぁ……作者とちゃんと交渉すれば丸く収おさまるじゃねーか」

「それはそうだけど……」

「まぁまぁ、公演ができなくなるよりはいいじゃない、ね、桃ちゃん？」

　和己が桃をなだめる形でフォローする。それでも桃は口を尖とがらせてブツブツ言っていたが、林吾たちの勢いづいた姿を見て、抗議するのをやめたようだ。

「……じゃあ一応、あたしが事務室にオリジナルの台本を遺失物として届けておくから、みんなもクラスメートとかにあたってみてよ」

　敗北宣言を出す桃に、みんなの顔が明るくなる。

「よーし、公演までがんばろうぜ！」

　林吾に同調する演劇部員を見て、和己は先月末のお祭りを思い出した。

　みんなが一いち丸がんとなって目的に走る姿は、いつ見てもいいものだ。

　しかしこの時、和己はまだ自分がどんな立場でいるか知らなかった。




　　　　　[image: ]




　レ・ミゼラブル。

　一八六二年に発表された、ユゴーの代表作である。

　不幸な男、ジャン・バルジャンの一生を綴つづった物語。

　ちなみに邦ほう題だいは「ああ無む情じよう」だが、レ・ミゼラブルを直訳すると「哀れな人々」という意味である。

　簡単に説明すると、パンを盗んだ罪で十九年間の懲ちよう役えきに服していたジャン・バルジャン。彼が仮かり釈しやく放ほう中ちゆうに、一軒けんの教会に身を寄せる。しかしジャン・バルジャンはそこでも盗みをはたらき、捕つかまってしまう。

　だが、教会の神しん父ぷさんは「それは私が彼にあげたものだ。この銀の燭しよく台だいも持って行かないのか？」と、銀の燭台を差し出すのだ。

　神父さんの太ふとっ腹ぱら具合に感動したジャン・バルジャンはその後、仮釈放をブッチギって逃亡。逃げはしたが、悔くい改あらためたのだろう。名前を変え、九年後にとある町の市長として君臨する。なんという大出世。

　そこへやってくるのは、ジャン・バルジャンを知っている男、ジャベール警部。彼は市長をジャン・バルジャンではないかと疑い始める――




「……っていうお話なんだ」

　台本をペラペラめくりながら、和己が説明した。

「へぇー、なんかそれだけ聞くと刑事と犯罪者の知的バトルみたいで楽しそうだな」

　ここは和己が暮らす吉永家の、三階。子供達の共有部屋だ。

　目を輝かせて和己の話を聞いているのは、妹の双ふた葉ば。

　十歳とは思えないほどの暴言と暴力を自在に操あやつり、髪型は桃と同じポニーテールなのだが、髪質のせいでロケットノズルのようにとんがっている。本人も気にしているようなので、和己はあまり言わないが。

『ふむ……それで、最後にはどうなるのだ？』

　低いテーブルの上に座っているガーゴイルが尋ねるが、和己は苦笑して、

「結末を教えちゃったら面白くないでしょ」

『しかし気になるぞ』

「そーだよ！　あたしも気になるぞ！」

　ガーゴイルと双葉が和己を責め立てるが、

「だったら今月末に演劇部が公演やるから、観みに来たら？」

「えー」

　双葉が思いっきりつまらなさそうな顔をする。

「どうしたの双葉ちゃん」

「なんか芝居って退屈そーじゃん」

「そんなことないよ。アクションとかもあるし」

「それに、それって古典だろ？　なんか難しい台詞とか多そうじゃん」

「あ、それは大丈夫。現代風にアレンジしてるから。内容もかなり変わっちゃって、本物のレ・ミゼラブルとは似ても似つかないものになってるけどね」

　和己の持っているレ・ミゼラブル（現代版）は、ジャン・バルジャンとジャベール警部の立場がまるっきり正反対になっている。市長の名を借りて悪あく逆ぎやく無む道どうの限りを尽くすジャン・バルジャンを追いつめる正義の刑事ジャベール、という話だ。

『そちらのほうが我としては理解しやすいのだが』

　ガーゴイルの意見に、和己もうなずく。

　本当は善良な犯罪者と、冷れい徹てつな警部の対決。こんがらがってしまいそうな人物関係である。作者はそれをわかりやすく書き換えたつもりなのだろうか。

『主人公の行動理念は理解できないでもないが、やはり罰ばつは受けるべきだ。どのような法であれ』

「でも、ジャベール警部って悪役なんだぜ。いくらジャン・バルジャンが犯罪者っつっても、更こう生せいしてるんだしさ」

『だとしたら、なおさら罰を受けるべきだ。むしろ我はその警部の方が共感できるぞ。職務に忠実な男ではないか』

「まぁ、こっちの台本もジャベール警部が主役だし、ガーくんも観に来たら？」

『うむ。時間ができたら観に行こう』

　答えるガーゴイルの声は、どことなく楽しそうだった。

　そんな声に触しよく発はつされたのか、

「あ、じゃああたしも行く！　ガーゴイルだけ楽しませねーぞ！」

「なに対たい抗こう意い識しき燃やしてるんだか……」

　苦笑しつつも、そんなやりとりを微笑ほほえましく思う和己。

　改めて台本をめくって、中身を読んでみる。レ・ミゼラブルの内容は、六山先生に聞いたものだが、そんなうろ覚えの情報でもいくつかの違いが見つかった。

　まず、この台本のジャン・バルジャンは逃亡してから九年ではなく、八年経ってから市長になっている。たった一年の違いだが、作者はわざと間違えたのだろうか。

　それにジャン・バルジャンの悪っぷりも冴さえている。原作のジャン・バルジャンはパンを盗んだ罪で投獄され、仮釈放中も盗みをはたらいたが、こっちの台本のジャン・バルジャンは人殺しの罪で裁かれ、仮釈放中に泊めてもらった神父さんまでをも殺している。同情の余よ地ちのない悪人だ。

　そのくらい悪くした方が、感情移入できるからだろうか。

「うーん、なんでだろ……作者は何か考えがあって変えてるのかな……」

「あたしも気になってるんだけどさ」

　和己の後ろから、双葉がひょっこりと顔を出す。濡ぬれたポニーテールの先っぽから、シャンプーの香りが漂ただよってくる。匂においだけは可か愛わいい妹である。

「なんで兄貴がその台本読んでるんだ？　演劇部でもねーのに」

「……そう言えば、なんでだろう」

　よくよく考えてみれば、林吾に台本を渡された時にもまったく疑問を感じなかった。

　ひょっとして、林吾の頭の中では和己も頭あたま数かずに加えられているのではなかろうか。

「まさか、ね」

　笑おうとして、笑えない和己だった。
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　そして翌日、日直なのでいつもより早く登校した和己が教室で目にしたものは、黒板に書かれた配役だった。

「何……これ」

　和己の手からカバンがずり落ちる。

「おー和己！　おはよう！　昨日はサンキューな！」

　手についたチョークの粉を払って、清すが々すがしい笑顔を浮かべているのは、言うまでもなく演劇部部長片桐林吾。和己の席に座っている桃も、困った顔で手を振っている。

「うん、おはよう林吾……で、これ何？」

　和己が黒板の配役を指さす。

　一番最初に書かれてある、「超・ミゼラブル」。このタイトルは絶対に林吾のセンスだ。

　そして次の行。ジャベール警部、遠とお野の瞬しゆん。

「フッフッフ、やっぱりボクが主役ですね……美しい男には華はな々ばなしい役が必要なんですよ……」

　教室の隅で手鏡を見ながら髪型を直している優やさ男おとこが、遠野だ。二年生だったはず。去年の文化祭ではホストの役だったと和己は記憶している。彼がジャベール警部とは、なかなか大胆な配役だが、これはこれで面白いかもしれない。

　問題は――そう、一番の問題は次の行だ。

「……なんでジャン・バルジャンが僕なの？」

　ジャン・バルジャン、吉永和己。

　見間違いようのない字でそう書いてあった。それに吉永和己と間違えそうな名前の人間は演劇部にいない。

「センパイ、ごめんなさい」

　軽く手を合わせる桃は、それほど悪いとも思っていないようだ。

「うちの部、人手不足なんです。猫の手も借りたいの！」

「だ、だって桃ちゃん、こんなに人がいるじゃない！」

　和己は教室にいる人間を指で数えてみるが、九人もいる。それだけいれば芝居だって打てるだろう。しかし林吾は数人のメンバーを指で示し、

「いや、そこの小こ森もりは大道具担当だ。それに三み宅やけが照明、市いち川かわが音響担当。これでもう役者は三人削られてる。俺だって演出の仕事があるしな」

「それであたしが舞台監督。これでもう五人しか舞台に立てないんです」

　桃が頭を下げる。

　昨日読んだ台本では、どう頑張っても五人以上は役者が必要だ。それにしたって、和己を使うとはどういう了見だろうか。もっとふさわしい人材がいるのではないだろうか。

「いや和己。お前が今何を考えているかはわかる」

　林吾が和己の肩に優しく手を置く。

「どーせネガティヴァーなお前のことだ。『僕みたいなダメダメ人間が林吾様の偉大な演技指導を受けて、舞台に立つなんて』とか思ってるんだろう？」

「そこまで思ってないよ！　ていうかネガティヴァーってなんだよ！」

「ネガティヴな奴のことだよ。チン○ついてるかどうか本気で怪あやしいお前にピッタリじゃないか」

「怪しまないでよ！」

「そう、和己！　それだ！」

　息を荒くする和己の鼻先に、林吾が指を突きつけた。

「その華か麗れいなツッコミ技術！　俺はそれを求めてるんだ！」













　教室がシーン、となった。

「……は？」

「いいか和己！　ツッコミとはボケの対極に位置するものだ！」

　きょとんとしている和己に、林吾がたたみかけるように説明し始める。

「相方がボケたら、ツッコむのは当然！　しかし、そのタイミングは高度な技術が必要とされる！　熟練の芸人でもマスターできないほどだ！」

「……で？」

「ボケとツッコミってのは、つまり会話のタイミングの究極なんだよ！　客に見せられる最高のタイミングで相づちを打てるって事だ！　和己、お前はその素質があるんだ！」

「ツッコミの素質なんていらないよ！」

「違う、ツッコミだけじゃない！　会話のタイミングが読めるって事は、役者にとって何より必要なことなんだよ！　恰かつ好こうや声が良くても、それができなきゃダイコンなんだ！」

　和己の顔面に唾つばを吐はきかける勢いで力説する林吾は、それだけで弁論大会に出られるほどの力のある声を持っていた。和己もついついうなずいてしまう迫力だ。

　しかしこのまま林吾にほだされては、芝居に出ることになってしまう。

　それだけはイヤだった。

「も、桃ちゃん、林吾に何か言ってやって！」

　藁わらにもすがる想いで桃を見るが、

「ごめんなさいセンパイ、その状態になったらお兄ちゃん、もう止められないんです」

　と、申し訳なさそうに謝るのだった。

　もしかして昨日の恨みだろうか。

　しかしここで引き下がったら、林吾の術中にはまってしまう。

「お願い！　桃ちゃんにしか止められないんだよ！」

　命いのち綱づなを離さないくらいの気持ちで懇こん願がんしたのだが、

「センパイ、そんなにあたしたちと演劇やるのイヤですか……」

　泣きそうな瞳でこちらを見上げる桃。普段見せない憂うれいを帯びた儚はかなげな表情に、和己はコロッと騙だまされた。

　それから数分後。

　黒板の配役表の二行目に、大きなハナマルが描かれた。

「やったぞ桃！」

「これで芝居やれるね、お兄ちゃん！」

　頭上で手を叩き合う兄妹を見て、和己はもう二度と誰も信じないと固く誓ったのだった。




　騙されたとはいえ、約束は約束だ。

　和己はその日のうちに気持ちを切り替え、ジャン・バルジャンになることに決めた。

　決めたはいいが、何をどうすればいいのか和己にはまだわからない。何しろ昨日まで客席側の人間だった男に、舞台のノウハウなんてわかるはずもない。

　とりあえず授業の合間を縫ぬって、台本を覚えることにした。林吾はすでに演出家の目になって、台本に色々と書き込んでいる。その堂々とした態度は、先生の恰好の的となり、結果的に林吾が怒られている間、和己は台本を覚える事に専念できた。

　そして放課後になり、日直の仕事を終わらせると、林吾に連れられて校庭に出た。

　ジャージに着替えた林吾は、普段の偏へん屈くつなアーティストっぽい感じが消えていた。身体を動かす時には、明るいオーラが出る体質なのだろうか。

「よーし、練習始めるぞー！」

「おーっ！」

　公演は四月末の土曜日。今が第二週の金曜日だから――ちょうど十五日。半月の猶ゆう予よしかない。急がなければならないが、クオリティも犠ぎ牲せいにできない。

　林吾の指示のもと、ランニングと柔じゆう軟なん体操。そして発声練習が行われる。特に和己は新入りなので、林吾が付きっきりで指導することになった。

「よーし、いくぞ和己！」

　地面に座った和己の背中を林吾がゆっくりと押す。身体が真っ二つに折れそうになるほどの激痛が股から響いてきた。

「うぐぐぐぐ……いたたたたた……！」

「おまえ、身体固いなー」

　呆あきれ顔の林吾。

「身体が柔らかい方が演技の幅が出るし、バランス感覚も良くなるからな。これから毎日、風呂入ったあとに柔軟しろよ」

　そう命令する林吾だが、彼は足を伸ばしたまま顔を膝ひざにくっつけられるほどの柔軟な身体を持っている。そんな姿を見せられたら、和己としても従わざるを得なかった。

　さて、柔軟体操の次は発声練習。

　和己はこれが一番苦手そうだった。

　何しろ人前で大声を出すのに抵抗があるからだ。

「アーエーイーウーエーオーアーオー！　よし和己、ハァ～って息を吐く要領で声出してみろ」

　ものすごく恥ずかしかったが、ほかの演劇部員は全員やっている。

　そんな中で、桃がこちらに向かって手を振っていた。さらに恥ずかしくなったが、ここで声を出さないと林吾にチキン呼ばわりされるのは目に見えている。

　半なかばやけくそで和己は声を出した。

「あ……あーえーいーうーえーおーあーおー」

「おう、なかなかいい声だな！　ハスキーでいいじゃんか！」

「そ、そうかな……」

　一度声を出してみたら、なんだかスッキリした。やってみると意外とできるものだ。

「ところで林吾。どうして僕のお腹に手をあててるの？」

「いい質問だ。腹式呼吸って知ってるか？」

「う、うん……演劇ではそうやって声出すんだよね。でも僕はやったことないし……」

「まぁそうだろうな。和己、ちょっとそこに仰あお向むけに寝てみろ」

　言われた通りに寝てみる和己。下は芝生だったので、ちょっと気持ちよかった。

「ほれ」

　横になった和己のお腹に、林吾が手をあてた。

「あっ、すごい！」

　自分のお腹が上下していることに気がついた。今まで意識していなかったが、寝ている時はお腹で呼吸しているのだ。

「な。人間、自然と腹で息してる時があるんだ。その時のコツをちょっと覚えれば、誰だって腹式呼吸できるんだぜ」

「へぇー……」

　自分の知らなかった人体のフシギ。

　新しい世界を勉強している気分だった。

「なんか林吾カッコイイ……演劇のことならなんでも知ってるんだね」

　和己は素直にほめたつもりだったが、

「トーゼンよ！　俺は演劇界のプリンスだぜ！」

「その情熱を受験にも使えってことでしょ」

「うう、それは言わないでくれ、桃……」

　桃が鋭いツッコミを入れ、林吾は膝を抱かかえて落ちこんでしまった。彼も一応受験生なのだから、そろそろ考える時期なのだ。そんな兄妹のやりとりを見て、部員達が大爆笑する。そういう仲の良さも、演劇部のいい所だと和己は思った。




　基本トレーニングが終了して、さて、次はお待ちかねの舞ぶ台たい稽げい古こ――というわけにはいかない。何しろ全員、昨日初めて台本に触れたのだ。まずは台本を読みこんで、自分のものにしなければならない。

　朗読ならば誰だってできる。それを演技にするのが役者の仕事なのだ。

　３－Ａの教室に机を並べ、役者達が座る。

　演劇部にもまっとうな練習場所や部室があればいいのだが、演劇部の部室は事実上、倉庫と化しているし、講堂のステージは決められた日でないと使えない。だから部長の林吾のクラスである３－Ａが普段の練習場所になることが多いのだ。

「それじゃあ遠野。最初の台詞から読んでいってくれ」

「わかりました。まぁボクにかかればこんなものお茶の子サイサイといった所ですか」

「いーから早く読めっての！」

　気取って前髪を掻かき上あげる遠野の後ろ頭を小突く林吾。

「はいはい、わかりましたよ……それじゃあ吉永先輩。覚えてる所は台本見ないで言ってみましょう。その方が早く頭に残りますから」

「う、うん……」

　遠野は主役のジャベール警部。和己は宿敵ジャン・バルジャン。必然と、二人が絡からむシーンは多くなる。お互いの意思疎通をハッキリさせておかねばならないのだ。

　何しろ、最初のシーンから二人の出番なのだ。スタートダッシュは二人の名演にかかっていると言っても過言ではない。

「じゃあいきますね――動くな！　その袋に入っているものを見せろ！」

　突然、遠野の声が変わった。

　演技に入ったのだ。その目は真剣に台本を見つめている。

　普段はヘラヘラしているナルシストのような男だったが、少なくとも主役を張るだけの気迫と声はあるように感じた。

「え、えっと……何をする！　これは俺がもらったものだ！」

「もらったもの？　卑いやしい身分のお前が、誰から施ほどこしを受けたというのだ!?」

　遠野の語調が強まる。警察官の役なのだから当然だが。

「こ、これは、そこの教会だ。そこの教会のミリエル司教様が――あうっ」

　突然、和己の肩に変な力が加えられた。

　誰かが肩を揉もんでいるのだ。

「和己センパイ、肩にパワーはいりまくりですよー」

　桃だった。

「もっとダラーッと力抜いて。まぁ人生まで力抜いたら遠野みたいになりますけどね」

「だれが人生力抜いてるんだよっ」

　遠野の情けないツッコミに教室が和なごんだが、一人、和己だけがしゅんとしてしまった。そんな和己に林吾がフォローを入れる。

「気にすることないぞ和己。今回は演技じゃなくて、台本の読み合わせが目的だからな。みんなで読んで、内容を理解するんだ」

「う、うん……」

「だから気合い入れることないって言ってるんですよ、センパイ」

　桃はまだ和己の肩を揉んでいる。かなり痛いのだが、それは力を入れすぎていたということだろう。反省する和己だった。

「おー、みんな頑張ってるかー」

　その時、六山先生が教室に入ってきた。あいかわらずギターを担いでいる。

「まだ始まったばかりッスよ」

「お、読み合わせか」

　と、六山先生はギターケースから台本を取り出し、教師の癖くせなのか、教卓に立って部員達を見下ろす。そして台本を楽がく譜ふのように立て、もの悲しいメロディを奏かなで始はじめる。

「よし、いいぞ」

　部員達を手で示す六山先生。

「先生、ヒマな時はＢＧＭ係なの」

　と、桃が耳打ちする。

「でもなかなかシーンに合ってたりして、俺も曲選びの参考になったりするんですよ」

　音響担当の市川もそんなことを言う。

　多少の違和感はあったが、和己は気を取り直して読み合わせを始めた。

　最初のシーンは、ジャベール警部がジャン・バルジャンを捕らえるシーンから。しかし警部が目を離したスキにジャン・バルジャンは逃亡してしまう。その後、警部は教会でミリエル司教の死体を発見するのだ。司教は窓から突き落とされていた。

　そして八年の月日が流れ、ジャン・バルジャンは名を変え、市長になるのだが……。

「これって……もしかして」

　六山先生のギターの音が止まった。

「どうしたんですか？」

　和己がたずねても、しばらく六山先生の返事はなかった。

「先生？」

「どうしたんスかー？」

　部員達が次々に呼びかけるが、六山先生は台本を真剣な目で読んでいる。

「……転落死…………八年……そして、レ・ミゼラブル……」

　ブツブツとつぶやく六山先生の肩を、林吾が揺すり始めた。

「先生！　大丈夫ッスか!?」

「あ、ああ……」

　我に返った六山先生。顔が青ざめている。

「ごめん、みんな。ちょっと変なことを考えてた」

　無理に笑顔を作る六山先生だが、彼が平気でないことは全員知っている。

「何かあったんですか？」

「ん……ちょっと、八年前の事件のことを思い出したんだ」

「八年前？」

　部員達が顔を見合わせる。もちろん、和己も八年前の出来事なんて知っているわけがない。ざわつき始める教室。

「いやいや、こっちの話。個人的な問題だよ。さ、読み合わせを続けてー」

　と、六山先生はギターを弾き始める。無理に明るい曲を弾いて場を紛まぎらわそうとする。

　読み合わせはすぐに再開され、最初は六山先生のことを心配していた部員も、曲がフラメンコに変わった時点で激しいツッコミを入れるようになり、最終的には楽しい雰囲気で読み合わせは終了した。

「おつかれさまー！　明日から稽古頑張ろうぜ！」

　という林吾の号令で、その日は解散することになった。

　六山先生も終始笑顔だったが、どうしても和己には先ほどの真剣な顔がちらつくのだった。




　すっかり暗くなった帰り道。和己は桃と一緒に帰き路ろについていた。桃の家は御色町にあるので、和己が送っていくことになった。桃の兄は何をしているのかといえば、学校近くの喫茶店で舞台装置のプランを考えているのだそうだ。

「センパイ、大丈夫ですか？」

「台本読むだけでこんなに疲れるとは思わなかったよ……」

　今日の練習は、台本の読み合わせだけだった。しかしそれでも役者達は自分の演技を作ろうと真剣になって台本を読んだ。それに倣ならって和己も精一杯頑張ったつもりだったが、やっぱり棒読みになってしまう。

　相方の遠野の演技もさることながら、演出兼役者の林吾の演技が群を抜いて上う手まかった。今までアングラ演劇一筋の熱血野郎としか思っていなかったのに、綺き麗れいな声でジャベール警部の上司役をやってのけたのだ。

　そんな上手な役者達に囲まれれば、劣等感の一つや二つ感じない方がおかしいのだ。

「センパイ、ごめんなさい」

　急に桃が頭を下げる。

「なんか……ゴタゴタに巻きこんじゃったみたいで。いや、実際に巻きこんじゃったんですけど」

「ううん、その事ならいいんだ」

　和己は笑って手を振る。

　疲れはしたが、楽しかったのだ。ランニングから発声練習、そして読み合わせも。普段の生活とは違う世界に、あっという間に引きこまれていく自分を感じるのだ。むしろ感謝すらしている。

「明日も頑張るよ、練習」

「ホントですか!?」

　桃は本当に嬉しそうな顔だった。そんな笑顔で訊かれれば、誰だってハイと答える。

「僕にできることであれば……」

　ひかえめだが、和己は演劇部の力になる決意を固めていた。

　今日、みんなと練習してわかったのだが、もう和己は歯車の一つに組みこまれているようだ。役者、舞台、音響、照明、そのどれが欠けても成立しないのが演劇なのだ。団体スポーツと一緒である。いきなりスタメンなのはどうかとも思うが。

　それに公演まで日がない。和己が断ったら、演劇部はまた役者を捜さなければならない。そうなったら、最悪、公演を中止しなくてはならない。それは不ふ憫びんだ。

「ありがとうございます、センパイ！」

　住宅街に響くほどの大声で、桃は大おお袈げ裟さに頭を下げた。

　顔を上げた桃の明るい笑顔は、和己の疲れを癒いやしてくれそうだった。

「センパイが手伝ってくれると、あたしもすっごい嬉しいです！」

「そりゃ、手伝いは多い方がいいからね」

「それだけじゃないんですけどね……」

　ゴニョゴニョと小さな声でつぶやく桃に、和己は首をかしげる。

「そういえばさ、桃ちゃんって役者やらないの？」

　可愛いのに――とは、和己も口に出せなかったが。

「あたしは舞台監督ですから」

　舞台監督とは、文字通り舞台を監督する人である。演出やスタッフと話し合い、舞台作りをまとめるのだ。スケジュールを組んだり、みんなの荷物や貴重品を管理したり、講堂を使うための書類を出したりと、マネージャーに近い仕事をするため、この舞台監督の動き一つに公演の成功がかかっている。演出の林吾よりも立場は上なのだ。

「演劇をがんばってるみんなを見るのが好きなんです」

　今も桃のカバンには書類やらスケジュール帳が詰まっている。かなりの苦労人であるはずなのだが、それをおくびにも出さない所は賞賛に値あたいする。

　彼女の場合は舞台監督という仕事を楽しんでいるので、精神的な疲れも少ないのだろう。

「やっぱり桃ちゃんは林吾の影響で芝居が好きになったの？」

「えー、逆ですよー。お兄ちゃんがあたしの影響で芝居に目覚めちゃったんです」

「そうなの!?」

　あの林吾のことだから、てっきり桃を強引に引きこんだとばかり思っていたのだ。かくいう和己も、林吾に芝居のビデオを借りたのがきっかけだったのだが。

「ずーっと小さな頃なんですけどね。役者さんがカッコイイなって思って。それで、お芝居見始めたら、これが楽しくて。子供らしくない趣味だったなぁって、今でも思います」

　今でも演劇というジャンルは映画やテレビと比べてマイナーだ。しかしテレビとのタイアップも多いせいか、最近ではミュージカルや歌劇など、様々な演劇が一般的な趣味として認知され始めている。

「あ、ここです、ここあたしの家」

「へぇ、こんな近くだったんだ」

　桃が指すのは、和己の家から数百メートルほどの場所にある一軒家だった。ここからだと、東ひがし宮みやの家まで歩いて十分くらいか。中学まで学区が違うから知らなかったが、結構近い。

「それじゃ、送ってくれてどうもです」

「いやいや、当然だって」

　明日から本格的な練習だ。

　桃の期待に応こたえねば、と心の中で気合いを入れる和己。

「センパイは暴漢に襲われた時にイケニエに差し出せますから、エスコート役としては適任なんですよね」

「差し出さないでよっ！」

「あはは、冗談ですよー」

　クスクスと笑う桃を見ていると、なんだか妹がもう一人できたように感じる。

　どちらの妹も厄やつ介かいな性格をしているのだが。

「――センパイ、また明日」

　門の前で手を振る桃に、和己も手を振り返した。




　少しだけ――

　ほんの少しだけ、手を振る桃の笑顔が寂しそうに見えた。
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　帰宅したあとは、ご飯を食べる気力もなかった。しかし明日からの辛つらそうな練習を考えると、ムリヤリでも体力をつけなくてはならない。強引にご飯をかきこむ和己を、家族全員が心配していた。

「つーか、なんで兄貴が芝居するんだ？」

　いつも通り元気に夕飯を食べている双葉がたずねるが、その理由は和己も知りたい。もっとほかに適役がいるんじゃないかと疑ってしまう。

『むう……そこまでしてやる価値はあるのか？』

　テレビの上に乗っかったガーゴイルも悩んでいる様子。

　たしかに演劇の練習はハードだ。体力もさることながら、声を出すという作業がカロリーを使うのだと林吾が言っていた。そうまでして得うるものがあるから、彼らも演劇をやっているのだ。

「だいじょぶだから……心配しないで」

　右手に持った茶碗に突っ伏してしまいそうなほど疲ひ弊へいした和己。

　そんな辛い顔で言われても、家族は納得しないだろう。

　しかし和己にだって意地がある。

「一度やるって言ったからには……最後までつきあわないとね」

「うむ！　和己は漢おとこの生いき様ざまを貫いているな！」

　身長はともかく身体の幅は和己の二倍はあるんじゃないかと疑われる吉永家のパパが、和己の背後に回ってその肩を揉んだ。

「あうう……」

　読み合わせの時に桃に揉んでもらった時と比べて数段痛いが、それ以上に気持ちよかった。

「どうだ和己！　パパの指圧は会社でも人気があるんだぞ！」

「うん……ありがと、パパ」

　やがて痛みも快感に変わり、肩以外の全身から力が抜けそうだった。パパの指は肩から頭にも移り、気合いの入った頭の指圧は目の疲れが飛んでいく。

　そんな和己の皿に、ママが無言で料理を置いた。

　赤い料理――としか形容できなかった。

「お、ママ！　これは私が疲れた時に作ってくれるスタミナ料理だな！」

　パパが嬉しそうに訊くと、ママは親指を立ててうなずいた。

　肩を揉まれながら、一口食べてみると――

「うわ、カラっ！」

　熱いと表現した方が的確なほどに辛からかった。

「唐とう辛がら子しやニンニクなんかもたくさん入ってるからな。パワーつくぞ！」

「あーいいなー、あたしもちょっとちょうだい」

　双葉が和己の皿から赤い料理をおいしそうに食べ始める。吉永家で辛いものがダメなのは和己だけだ。ある意味イジメに近いが、ママは和己のためを思って速攻で作ったのだ。食べないわけにはいかない。

「そうだママ、月末は休みだから、みんなで和己の芝居を観みに行くか！」

「ええっ！」

　驚く和己を無視して、ガッツポーズを取るママ。

「おう、あたしとガーゴイルも行くぜー！」

「ちょっと、やめてやめてやめて！」

「なんだよ兄貴、観に来いって言ったじゃん！」

「あの時は僕が出るなんて思わなかったからだよ！」

　自分の恥ずかしい演技を家族に見られる気恥ずかしさは耐えがたいものがある。これが熟練の役者だったら誇らしげにチケットの一枚くらい送るだろうが、和己は初めての経験なのだ。

「ていうか、父ふ兄けいは見に来れないよ、たぶん！」

「なに、そうなのか……」

　ちょっと残念がるパパ。

「えー、じゃああたしとガーゴイルも観に行けないじゃん！」

『では我が兎と轉てん舎しやに赴おもむき、父兄でも見られる道具を借りてこよう』

「やめてーっ！」

　芝居の稽古とはまた違った疲労感が和己の両肩にのしかかった。これはパパの指圧でも取れそうになかった。
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　その夜は新しい刺激による興奮で、なかなか寝つけなかった。

　おかげで次の日の朝は目の下にクマをつくって登校することとなる。

　電車の手すりにぶら下がるようにして登校した和己は、後ろから走ってきた林吾にそのまま腕を引っ張られて校門の中に飛びこんだ。

「ど、どうしたの林吾!?」

「和己、お前聞いてないのか？」

　ボサボサ頭にさらに磨みがきがかかった状態の林吾。

　聞けば、ゆったりのんびり遅刻ギリギリで登校していたところを、桃にケータイで呼び出されたのだという。

　果たして、その理由は――

「桃！」

　演劇部の練習場所兼ダベり場所である３－Ａ。林吾と和己が教室に入った時、そこには全すべての演劇部員が青ざめた顔で立ちつくしていた。片づけられた机の上に、いくつかのクリアボックスが置いてある。

「お兄ちゃん……センパイ」

　振り向いた桃は、目に涙を浮かべていた。

　何があったのか訊く前に、ジャベール警部役の遠野が一枚の紙を差し出してきた。

「これ……衣い装しようケースに入っていたんです」

　林吾がそれを受け取り、和己も後ろから文面を読む。

　静まりかえった教室。

　林吾の息を呑む音がはっきり聞こえた。

　その紙に書かれた内容が、事態の全てを物語っていた。




　――シバイ　ヲ　チュウシ　セヨ


　　　　　　　　　８ネン　マエ　ノ　ジャンバルジャン　ガ　ミテイル






「ウッ…………」

　桃のすすり泣く声が聞こえてきた。

　しかし彼女を支える余裕がある者は、誰もいなかった。































　思い出すのは、あの時の惨さん劇げき。

　当時、電話のベルが鳴らない時間は一秒もなかった。

「先生！　また電話です！」

　叫んだのは事務員か誰だれかだろうか。しかし叫びに答える余裕のある者は誰もいなかった。人の数が電話のそれより少ないのだ。今この場に電話を取れる者は誰もいないのだ。

「はい、その件につきましては早急に連絡を――」

「ほかの生徒への被害はございませんので――」

「いえ、そのような不備はございませんので、どうか安心なさって――」

「校長はいま不在ですので――」

「申し訳ありませんが、そのようなことは当校といたしましても――」

　電話を置くと、また次の電話が鳴り響く。まるで拷ごう問もんだった。

　しかし、生徒達はよりいっそう辛つらい状況にあるはずだ。校門前には雑誌記者やＴＶリポーターが殺到しており、彼らは登校しているだけで好奇の目に晒さらされている。助けてやりたいのは山々なのだが、こちらも手が離せない。

　軽い頭痛に顔をしかめる。

「大丈夫ですか、先生？」

　隣の席の教師が問いかけてくる。彼も相当疲れた表情だ。そんな顔を見ながら「無理です」とは、とても言えなかった。

　平気ですと答えると、その教師はまだ何か言いたそうだったが、すぐに電話が鳴ったので応対に戻らざるを得なくなった。

　生徒が一人、死んだ。

　文に直すとなんとあっけないものか。

　一人の命と引き替えに学校が得たものは、熾し烈れつな取材と管理体制に対する批判、それと頭痛の種だけだった。

「申し訳ございません、早急に対処いたしますので――」

　機械のように繰り返した言葉を告げ、電話を切る。

「くそっ……！」

「どうしたんですか？」

　誰かの悪態に、誰かが反応する。

「なんだか噂うわさが流れているらしい……校内暴力だとか、殺人事件だとか」

「そんなわけないだろう！」

　何も知らない人間は、想像力の分だけ口がきける。

　それが、何かを知っている人間をどれだけ困らせるか知りもせずに。

　また、電話のベルが鳴る。

「もしもし――菜な々な色しき高校です」

　言い終わらないうちに、激しい罵ば声せいが飛んできた。

　両目の間に激しい痛みが走った。
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「……それで、誰がやったかはまだわかっていないんだね？」

　菜々色高校の生徒指導室に、和かず己みと林りん吾ご、そして六ろく山やま先生が報告に来ていた。部長の林吾と顧こ問もんの六山先生はいいとして、なぜ和己が来ているのかというと、もしもの時に林吾を止めるためだ。

「それがわかってりゃ苦労はないッスよ！」

　憤ふん慨がいして机を叩たたく林吾。泣き出した桃ももとは対照的に、彼は怒り狂っていた。

　彼が叩いた机の向こうには、生徒指導の大おお場ば先生が冷静な顔で座っている。細っこいオヤジという外見だが、不良生徒には容よう赦しやしない。その反面、生徒の良い所はきちんと見抜く公正な先生だった。

「ふむ……イタズラならまだ理解できるんだがねぇ……」

　大場先生は脅きよう迫はく状じようを見ながら難しそうな顔でつぶやく。

「そもそも演劇部の公演を邪魔して、誰が得するって言うんだい？」

「きっとアングラ推進委員会の連中ッスよ！」

「誰だよそれは！」

　林吾にツッコむ和己を、大場先生はおかしそうになだめる。

「まぁ、今言ったのは冗談だよ。本当は得をする――というか、損をしない人間を、私は知っているんだけどね」

　そういって大場先生が指さしたのは、脅迫状の文面。

　８ネン　マエ　ノ　ジャンバルジャン。

「八年前に……何かあったんですか？」

　和己が尋ねると、大場先生も六山先生も苦しそうな顔で小さくうなずく。

　八年前と言えば、和己たちは小学生だ。子供の八年間と、大人のそれでは時間の長さが違う。この学校で長いこと教師をやっている大場先生にとっては、まだ最近のことなのだろう。

「あまり……言いたくないんだけどね。実は、生徒が一人亡くなったんだよ」

「ええっ？」

　和己も林吾も大声を出してしまう。

「もちろん、事故だよ。詳しく話すと……屋おく上じようから転落したんだね」

　菜々色高校の屋上には高いフェンスが設置されている。屋上からの景色を阻そ害がいするので生徒から邪魔者扱いされていたが、それを聞くとフェンスの正しい役割を否いや応おうなく思い出してしまう。

「でも、それってそんなに大きな事件だったんですか？」

　事故にしては騒ぎが大きすぎないか、と和己は思う。

　もちろん事故を軽かろんじているわけではないが、昨日の六山先生の表情やこの脅迫状は、事故以外にも何かあったのではないか、と考えさせられてしまうのだ。

「うん、君がそう思うのも無理はないよ。自殺でもない、殺人でもない、学校の施設に不備があったわけでもない――。それがどうしてここまで大きくなってしまったのか……」

　当時を思い出した大場先生の顔には、年齢以上の疲れが見えた。よほど大変な時期を過ごしてきたのだろう。

　そんな時代を振り返りながら、大場先生は語った。

「というのも……実は、その事故は故こ意いに引きおこされたものではないかという噂が立ってね……つまり誰かがその生徒を突き落としたんじゃないかと」

　和己も林吾も大場先生の話を真剣に聞いている。

　蕩とう々とうと語る大場先生は、時折優しそうな顔を見せる。その死んだ生徒の事を思い出しているのだろうか。それとも別の人物のことだろうか。

「たしかに生徒が落ちた時には周囲に彼の友達がいた。しかしその生徒の誰が突き落としたのか、どういう経緯で突き落としたのか、まるでわかっていないから、結果的に事故という形になっているんだ」

　うやむやになったのだろう。

　その方が、誰にとっても都合が良いから。

「六山先生は、その時のこと知ってるんスか？」

　林吾が六山先生に訊きくと、

「いや、彼は新任だからね。教師歴も浅いから、知らないだろう」

　と代わりに大場先生が答えた。

　するとそれまで黙っていた六山先生が台本を取り出し、

「でも事件のあらましは、この学校の教師なら大体は知っていると思う。それで……僕も台本を読んで気づいたんだ。今回の台本のジャン・バルジャンと、この事件の繋つながりに」

「そうか……そういうことだったんだ」

　超・ミゼラブルのジャン・バルジャンが逃げたのは八年前。

　それだけならば事件との繋がりは薄い。

　しかしそのジャン・バルジャンの罪は――――司教を転落死させたこと。

　つまりこの脅迫状を書いた人間、さらには台本を書いた人間は八年前の事件を知っているのだ。

「だとすると……この台本は、告発状ということになるのかな？」

　六山先生が示す台本。

「それじゃあコレは、その作者に対する挑戦状かな」

　大場先生が見せる脅迫状。

　どちらも書いた人間はわからない。この学校の生徒か、それとも先生か。その人間はなんのつもりで八年前の事件を持ちだしてきたのだろうか。

「とにかく」

　大場先生は机の上に脅迫状を置き、厳げん正せいに告げた。

「こんな事があるようでは、上演は許可できないね」

「そんな！　なんでですか!?」

　林吾が食い下がるが、

「当然だろう。何が起こるかわからないんだからね」

「だけど、これじゃあ部員が獲かく得とくできないッスよ！」

「片かた桐ぎり！　おまえは新入部員と今の部員の安全と、どっちを取るつもりだ！」

　生徒指導の先生としては、生徒を危険から守る役割を果たさなくてはならない。

　大場先生の立場を理解していても、部長として林吾は言いたいのだ。

「林吾。大場先生の方が正しいよ。部員だけじゃなくて、お客さんにまで危険があったら辛いでしょ？」

　和己が林吾の肩に手を置く。林吾の気持ちは痛いほどわかるが、和己が止めなかったら林吾は演劇人として真まっ向こうから抗議するに違いない。体制に反対するのがマイノリティなのだから。

「それに、この台本の作者もわからないんだろう？　見つかったのか？」

「いえ、事務室の人も、まだ見つからないって……」

「変な誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようがあったら、困るのはその作者じゃないのか？　勝手に台本を使われる以上に迷惑だろう」

　大場先生の言葉にも一理ある。作者がどういった理由であの台本を書いたか知らないが、脅迫されるために書いたわけでもないだろう。

　早いところ作者を見つけなければ。謝罪をして、上演許可を取らなくては。

「学校側としても、安全が確認できれば上演を許可するから、それまで待っていてくれ」

「……わかりました」

　みんな林吾の心中は察していたが、どうすることもできないのだ。

　恨うらめしげに脅迫状を睨む林吾を、和己は見守ることしかできなかった。
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　当然の事ながら、演劇部で会議になった。放課後を待つのもじれったいのか、昼休みに集まることになった。

　場所は多目的室Ａ。よく六山先生の世界史の授業でスライドを見たりするのに使っているせいか、彼の巣というイメージが定着してしまっている。机が動かせないため、役者が気分を変えて一人で練習する時などに使っている。

「ダメよ、当然！　何かあったら、演劇部の評判はガタ落ちよ！」

　桃が気き丈じように主張する。朝はあんなにしおらしかったのに、双葉並みの回復の早さである。

　彼女に同意する者が数名。ほかは桃と林吾の顔を見比べている。

　すでに八年前の事件のことは部員全員に話した。部員は最初に恐怖し、次に台本のことについて考え始める。そんなに大きいテーマを扱った台本だとは誰も思わなかったので、萎い縮しゆくしている。

「これでやめたら向こうの思うツボだろうが！　むしろ八年前、本当に突き落とした奴がいるんなら、そいつを断罪する意味でも上演すべきだろ！　それに来月に公演やったところで、もう新入生はとっくにほかの部に入ってらぁ！　間に合わねえよ！」

　桃に負けじと反論する林吾。

　しかし賛同者は桃より少ない。やはり今朝の脅おどしが効きいているのだ。

「それに、話題性だってある！　今朝の脅迫状のことは学校中に知れ渡ってる！　それを逆さか手てにとって客を呼べば、もっと部員が入ってくるかもしれねーだろ！」

　熱弁する林吾に、考えこむ者がわずかに出てくる。

　さっきから林吾の隣で話を聞いていた和己としては、危険なことがないのならば上演すべきだと思う。しかし脅迫者がどんな手を使うかわからない以上、お客さんだって観に来ないだろう。

　すると、それまで腕を組んで押し黙っていた巨漢の男子が、ゆっくり手を挙げた。

「……俺は、反対する」

　大道具担当の小こ森もりだった。

　普段無口な分、その重い声はインパクトがあった。

「……脅迫してくる奴が、舞台に何かするかもしれない。俺にとって、舞台は世界だ。世界の危機を無視することはできない」

　芝居かがった台詞せりふは個性なのか演劇人特有のものなのか和己には判断がつきにくかったが、その重苦しい声で言われると妙に説得力が湧わく。

　そんな小森の前にはノートが一冊。舞台装置のプランを書きこんだノートだ。彼も今回の公演を楽しみに、プランを練っていたに違いない。それでも彼の言う「世界」を守るために断念したのだろう。

「……俺も照明の設置には気を遣つかいます。命綱一本切れただけでも、怖いです」

　照明担当の三み宅やけもぼそりとつぶやいた。

　舞台に立つのは役者だけではない。その背後にひかえる裏方の努力があってこそなのだ。彼らこそ舞台を作り上げる者達。そんな彼らの意見を聞き入れないほど、無む謀ぼうな部長ではない。

「……わかったよ」

　拳を握り、うつむく林吾。

「じゃあ、俺一人でもやってやるよ！」

　握った拳を机に叩きつけ、林吾は教室から出て行く。

「お兄ちゃん！」

　すぐに桃が立ち上がり、教室を出る。

　それを追って和己が廊ろう下かに出た時には、もう林吾も桃もいなかった。




　自分の教室にも帰っていなかったので、和己は学校中を探してみることにした。

　とりあえず林吾が行きそうな所を考えて、そういえば昼食をまだ食べていなかったことを思い出し、購こう買ばいに行ってみたら、一発で林吾を発見した。

「よう、和己」

　購買前のベンチでパンを頰ほお張ばっていた林吾は、もう片方の手でノートに色々なものを書きこんでいた。よく見れば、それは舞台装置のプランだった。本当に一人でやるつもりだったのだ。

「あークソ、やっぱり小森と三宅じゃねーとダメだ。あいつらの舞台は大学生でも真ま似ねできねぇセンスだからなぁ……俺にゃかなわねぇよ」

　頭を掻かきむしる林吾。

「林吾。どうしてそこまでして上演したがるの？」

「あ？」

　パンをくわえたままマヌケな顔でこっちを見る林吾。

「決まってんだろ。部員を獲得するためだよ」

「部員だったら、フツーに勧誘すればいいじゃない」

「まあな。なかなか鋭いところを突くじゃねーか」

「……？」

　林吾はパンを一気に口の中に押しこみ、牛乳で流しこむと、軽くゲップをしてノートを閉じた。ボサボサの頭を掻きながら、照れくさそうに話し始める。

「部員獲得ってのもそうなんだけどな。俺は演劇のエの字も知らない新入生に芝居を観てもらいたいんだよ。いくら勧誘公演するっつったって、観た客全員が入るわけねぇだろ？　だけど、部には入らなくても『面白かった』って思ってもらえれば、俺はそれでいいんだよ。部員獲得は、あくまでついでだな。ついでだからって言っても、獲得しなきゃ部が潰つぶれちまうけどな」

　立ち上がり、近くの自動販売機に向かう林吾を追う和己。

　和己はかける言葉がない。

　そうしているうちに、林吾は自動販売機からジュースを二本買う。

「ほれ」

　林吾は和己にジュースを差し出すと、またベンチに腰掛ける。今度はノートは開かない。和己に全部話すつもりなのだ。

「……僕、抹まつ茶ちやオレ嫌いなんだけど」

「贅ぜい沢たく言うな。俺がジュースおごるのなんて、彗すい星せい見るよりレアだぞ」

　そう言われると嫌いなジュースでもなんとなく価値が出てきた。ストローをパックに突き刺し、和己も林吾の隣に座る。

「安全のために公演できないってのもわかるんだよ、俺だって危ねーと思うし」

「じゃあ、どうして？」

「演りたいからだ！」

　自信満々に叫ぶ林吾を、道行く生徒達が振り返る。

　そこに山があるから、みたいなものなのだろう。

「それが芝居人ってもんだろ！」

「……ジャーナリズムのようなものじゃないの？」

　八年前の事件を広める云うん々ぬんはどこへ行ったのか。

「ああ、あれは話題のためだ。今、こんなに盛り上がってる話題を使わないなんて、もったいないだろ。それに学校で起きた身近な事件の方がお客も親しみやすいし。ほれ、今だって俺達、注目の的じゃねーか」

　そういえば、今日は道行く生徒達がこちらをよく見ている気がする。本当に話題になっているらしい。こちらを見ている女子生徒に林吾が手を振ると、なぜか逃げ去っていってしまう。

「さっき横よこ山やまにインタビューされたし。きっと来週の頭は、俺達メチャクチャ有名になってるぜ」

　横山というのは新聞部の部長だ。彼にかかればどんな小さな事件も一大スクープにされてしまう。それでなくても脅迫状は大事件だ。

「なるほどねぇ……」

「だからあの台本はウチの学校でやるのに絶好のシナリオなんだよ！　アレ書いた奴は尊敬に値あたいするぜ！　それを脅迫状書いたどっかのバカのせいで台無しにされるのは許せねえんだよ！」

「それは――」

　それはきっと、ほかの部員達もそうなのだ。

　上演したいに決まっている。和己だってそうなのだから。

　ただ林吾ほどの熱血演劇バカには誰もなれないだけで。

　しかし林吾の真ま面じ目めな主張を聞いて、和己の気持ちも熱くなってくるのを感じた。バカバカしいほどの熱血が、和己の何かにも引いん火かしたようだ。

「せめて……お客の安全だけでもなんとかできたらなぁ……どっかに正義の味方でもいねぇかなぁ……」

　頭を掻きむしる林吾。

　そして和己は、ふと、思いつく。

「ねぇ林吾」

「ん、どした、バカッ面つらして」

「バカは林吾には負けるけど……あのさ、もしかしたら正義の味方連れてこられるかも」

「はぁ？」

　本当にバカッ面で和己を見る林吾だったが、

「あ！　そうか、おまえ！」

　豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔の林吾を見て、和己はニマーッと笑うのだった。
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　放課後、帰宅した和己は真っ先にその用件を伝えた。

『……して、汝なんじはそれで何を得るのだ？』

　吉よし永なが家けの門もん柱ちゆうの上で、いつものようにたたずんでいるガーゴイル。

　その雄お々おしい姿を見上げながら両手を合わせる和己。

「うーん……何かを得るって事はないんだけど……」

　どちらかといえば、失うことから守るために頼んでいるのだ。

　見えない脅迫者から部員と客を守るには、和己はこの方法しか思いつかなかった。

　しかしその方法はどんな防衛手段よりも勝まさっていると思う。

　ガーゴイルの力があれば、どんな犯罪者にだって負けないのだから。

『我には吉永家及び御ご色しき町ちようの守護という職務がある。一方にかまけていては、もう片方が手薄になる恐れもある』

　ガーゴイルの知ち覚かく範はん囲いは御色町までだ。隣町にある菜々色高校を守護するためには、そちらへ赴おもむかなければならない。だからガーゴイルは渋っているのだろう。

「ガーくんでも……だめ？」

『駄目ではない。しかし一刻の猶ゆう予よを争う事態もあろう』

　今日のガーゴイルはいつになく厳しい。普段だったら、大抵の頼みは引き受けてくれるのに。

『……和己の台本を見て思ったのだが、主人公の警部は、なんのために法を守っているのだろうな』

　なんの前触れもなく、ガーゴイルがそんなことを言ってきた。

「うんと……原作では、職務が人生みたいな感じだった。でも僕達がやる台本のジャベール警部は、正義のために戦ってた」

　役作りのためもあり、昨日と今日でレ・ミゼラブルの原作を読んでいた和己。

『我もそうだ。門番としての仕事が全すべてであり、また正義のためでもある』

「違うよ！　ガーくんはもっと、こう、なんていうか……みんなを守るために門番やってるじゃない！」

『そうだ。我は御色町を守るために門番をやっている』

　誇らしげに語るガーゴイル。

　ガーゴイルはこれまでに数々の危機から町民を守ってきた。双葉が誘ゆう拐かいされた時も、怪かい盗とうが来た時も、植物にまつわる事件が起きた時も、過去に時空移動した時も、お祭りの時も。

　それでガーゴイルが得たものは、原作のジャベール警部には理解できないものなのだろう。彼は仕事のために仕事をしているから。

『そこで和己に今一度問う。それで汝は何を得る？』

「……僕は」

　口に出すのは、すごく恥ずかしかった。

　しかし演劇部を守ってもらうため、ガーゴイルの問いに答えなければならない。

「桃ちゃんと林吾、あと演劇部員とお客さんの笑顔……かな」

『そのためならば、他ほかの者が犠ぎ牲せいを払うことになってもいいというのか？』

　ガーゴイルの辛しん辣らつな問い。

　しかし和己は迷わなかった。

「うん。僕は何があっても公演を成功させたい」

『そうか』

　口に出してから、自分のしていることが正しいのか疑問になってきた。

　上演するということは、八年前の事件をもう一度掘り返すことだ。

　それで困る人達もいるかもしれない。

　しかしそれで救われる人もいるかもしれない。

　和己は後者を取っただけだ。そちらには桃や林吾達もいるから。

『実を言えば、我も先程から天てん秤びんにかけていたのだ。和己の晴れ舞台を観たいが故ゆえ、僅わずかでも職務を疎おろそかにしていいものかと。しかし決めたぞ。我は和己を手伝おう』

　ガーゴイルの口く調ちようが柔らかくなっていた。

『我は警部と違って利り己こ的てきなのでな。家族の笑顔が最優先と決めている』

「ガーくん……ありがとう！」

『任せるがよい。和己の前に立ちふさがる悪は、我がなぎ払おう』

　瞳を光らせて燃え上がるガーゴイル。何かわからないが、スイッチが入ったようだ。

　威勢のいいガーゴイルだったが、和己は苦笑する。

「前に立ちふさがらないから、みんな困ってるんだよねぇ……」
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　次の日は日曜日。公演まであと十三日。

　ガーゴイルに護ご衛えいを依頼したはいいが、昨日の有あり様さまでは、また部員が集まるのかどうか――と和己が危き惧ぐしたのも杞き憂ゆうだった。あれから部員達は個人の判断で自主練を続けていたそうだ。林吾が招集をかけた時には、全員が万ばん全ぜんの体制で揃そろった。

　そんな団結力の強さを、和己はカッコイイと思う。

　願わくば、自分もその中に少しでも入れたらいいな、と――




　春の日差しを受けて、軽トラックが走る。

　ガタガタと揺れる荷台に乗っているガーゴイル。その周りに、演劇部員が全員這はいつくばっていた。まるで死体を運んでいるようだが、当人達の目は生き生きしていた。

「ガーゴイルさん、ありがとう！」

　石像のそばで寝そべっているのは、作業着姿の桃。

「マジ助かります！」

「吉永先輩ん家ちって、スゲーなぁ……」

　桃以外の部員も、口々にガーゴイルをほめたたえる。御色町に住んでいない者はガーゴイルのスペックを知らないが、桃や林吾がガーゴイルの偉大さを説明すると、部員達も納得し、そして感謝し始めた。

『むう……何なに故ゆえ、汝らは這いつくばっているのだ？』

　かねてからの疑問を口にするガーゴイル。

「それはですね、軽トラの荷台は本当は乗っちゃいけないんですよ。おまわりさんに見つかると、六山先生怒られるから」

　寝っ転がったまま、桃は運転席を指さす。

　運転手の六山先生は何も考えていない顔でハンドルを握にぎっているが、実はもう一回捕まると免停というスリリングな状態であった。

『犯罪はいかんぞ』

「ごめんなさい。でも、人手が必要なの」

　本来なら罰ばつするべきなのだろうが、和己の手前もある。

『よいか汝ら、道路交通法というのはだな――』

　乗ってしまった手前、降ろすこともできないので、厳げん重じゆうに注意することにとどめた。それから軽トラがＤＩＹショップに着くまで、ガーゴイルのお説教を皆楽しそうに聞いていた。

　ＤＩＹショップの駐車場に入ると全員立ち上がり、ワラワラと荷台から降り出す。まるで揚よう陸りく艇ていから出撃する軍隊のようで、駐車場にいたお客さん達がビックリしていた。

『ところで和己と林吾は何をしているのだ？』

　トラックには和己と林吾以外の全部員が乗っていた。

　資材の買い出しなのだ。部室長屋に置いてある資材だけでは足りないと小森が言うので、みんなで仲良くＤＩＹショップに行くことになったのである。

「センパイとお兄ちゃんは、学校で稽けい古こです。お兄ちゃんも本気になったし、センパイはまだまだ初心者だからマンツーマンで演技指導なのです」

『それは頼もしい。林吾の情熱は燃えさかる炎のようだからな』

「……あの時は、すみません」

　ぺこりと頭を下げる桃。

　そもそも片桐兄妹がガーゴイルと知り合うきっかけになったのは、彼らの家のボヤ騒ぎだった。原因は林吾が小道具を作る際に、シンナーに引火させてしまったことだ。その一件以来、ガーゴイルは林吾を「燃える演劇人」というイメージで見ていた。

「ちょっとメールしてみますね。そっちはどうかって」

　桃が取りだした携帯電話には、筋肉が盛り上がったウサギのストラップがついていた。

『その面めん妖ような兎うさぎは何者だ？』

「あ、これですか？　和己センパイにもらったんです。えへへ」

　パワーウサギを顔の前に掲かかげる桃。とても嬉うれしそうだった。センスとは無縁のガーゴイルが見ても、そのウサギは悪趣味なのだろう。

「よし……それじゃあ木材売り場に行こう」

　小森の号令で、作業着姿の高校生がゾロゾロとＤＩＹショップに入って行く。

　その勇ましさは、本当に軍隊のようだった。

　激励メールを打ち終えた桃が、その後ろにひょっこり着いていく。




　一方、菜々色高校の教室では、苛か烈れつな戦闘が繰り広げられていた。日曜日なので、静かな教室だった。外で活動している運動部のかけ声がわずかに聞こえるだけだ。

「では市長、あなたはこの工場を自みずからの力でここまで発展させたというわけですか」

「そうです。どうですかこの工場！　素晴らしいでしょう！」

　ジャン・バルジャンが過去の罪から逃げて市長に就任し、安あん穏のんと暮らしていた所にジャベール警部がやってくる。ジャン・バルジャンは警部の質問から巧たくみに逃のがれようとする……というシーンだ。

「時給いくらですか？」

「時給は八百円で、能力に応じて昇給も……って、ちょっと待って林吾！」

「なんだよ、どうした？」

　遠とお野のに代わってジャベール警部役をこなす林吾を、慌あわてて止める和己。

「こんなの台本にないよ！」

「ああ、今のはアドリブだ」

「いきなりやらないでよ……ビックリしたよ」

「前もって決めてたらアドリブになんないだろ。つーかおまえちゃんとノッてたじゃねーか」

「あ、あれはつい……」

「そのついを期待してるんだよ、俺は」

「変な期待だなぁ……」

　頭を掻く和己に、

「まぁそれ以外は素人しろうとだからな。和己、おまえそんなにキョロキョロしても何も見えないぞ。さっきから言ってるだろ。役者に集中しろ」

　そう言って、この教室にただ一人の相手役者――自分を指さす林吾。

「あと、照れるな。お客さんはそういうのに敏びん感かんだぞ。恥ずかしいって気持ちはわかるけど、それを忘れなきゃ本当に恥ずかしい思いするぞ」

　わかってる。

　林吾の言うことは全部的を射いている。それでも和己にはどうしようもないのだ。目が動く癖くせも、時々思い出したように恥ずかしくなるのも、頭ではわかっているのだ。

「ったく、なんで桃はこんなヤツ……」

「え、何？」

「なんでもねーよ。よし決めた、和己聞け」

　台本を閉じる林吾。

「いいか。お前はジャン・バルジャンだ。んで俺はジャベール警部だとする」

「……？」

「やあ市長、景気はどうですかね？」

　突然、ジャベール警部の口調で林吾が話しかけてきた。こんな台詞は台本にはない。

　瞬時に和己は林吾のやりたいことを察知し、ジャン・バルジャンの声で返す。

「う、うん……いや、えっと、ああ、うまくやっているよ。なんだい突然に、警部？」

「ちょっとおたくの工場のトイレを貸してもらえないかな？」

　この台本では、市長はトイレに麻薬を隠している設定になっている。原作はそんなことはしない市長なのだが、今は悪の市長という設定なのだ。

「え、えっと……トイレは駄目だ！」

「何な故ぜかね？」

「トイレには私の大事な……いや、なんでもない」

「エロ本でもあるのかね？」

「ないよそんなの！　あそこには麻薬が……！」

「自分から言うなよ市長！　よーし、タイホだルパーン！」

「私はルパンじゃなーい！」

　追いかける林吾に、逃げる和己。教室をトムとジェリーのように回り出す二人は、警部と市長の役を演じながらコントを演じていた。

「えいやっ！」

　林吾から後ろから和己にタックルをかまし、そのままマウントポジションを取る。

「どうだ和己、今みたいな感じで話せばいいんだ！　ジャン・バルジャンだって、生きた人間なんだ。小こ粋いきなジョークの一つでもはさみたくなるだろう！」

　つまり随ずい所しよにはさまれる、というか林吾がむりやりはさんだギャグは、客を喜ばせるためだけではなく、役者の緊きん張ちようを落ち着かせる作用もあるのだ。

「難しい台詞は独特の間まがあるけど、ギャグだったら普通の会話のテンポがいいからな！　やりやすいだろう！」

「うん……ちょっとこの台本のジャン・バルジャンに近づけた気がする……」

　馬乗りになりながら、荒い息いき遣づかいの林吾。

　走り回ったせいで、和己も息が荒かった。

　そしてその時、ちょうどよすぎるタイミングで、

「センパイ、お兄ちゃん、ちゃんと練習してる～？」

　元気にドアが開かれ、桃がぴょこんと顔を出した。

「あ」

　現在の和己は、林吾に押し倒されている。さらに荒い息のおまけつきだ。

「いや、違う桃！　これは――」

　林吾が弁解する間もなく、

　パシャッ！

　なんと桃は携帯電話のカメラで和己たちを撮とった。

「みんなー！　見て見てー！　お兄ちゃんと吉永先輩のラブシーン！」

「何ーっ！」

　廊下からやってくる演劇部員達に写真を見せびらかそうとする桃。

　林吾も和己も飛び起き、桃から携帯電話を奪うために全速力で駆かけ出だした。和己たちが追いつくまで、桃は鬼の首を取ったように携帯電話を振りかざして笑っていた。携帯電話は資材を倉庫に置いてきた部員達の手から手へと渡り、結局、和己たちの手に渡る頃には顧問の六山先生にまで見られていた。




「あ～もう、一生の恥だ……」

「この恥ずかしさに比べたら、舞台なんて屁へでもねーぞ……」

　げっそりしながら教室へ帰ってくる和己と林吾。その後ろでは桃を始めとする部員達が笑いを押し殺している。

　完全にふっきれた状態で教室の扉を開けると、そこにはガーゴイルが座っていた。

『遅かったな』

「あ、ガーくん！」

　和己に続いて教室に入ってきた部員達は、ガーゴイルの姿を見るやいなや、

「ガーゴイルさん！　ありがとうございましたっ！」

「助かりましたー！　もうホントどうなるかと……」

　まるで神でもあがめるような態度でガーゴイルに平へい伏ふくするのだった。

　ＤＩＹショップで何があったのかと推測する和己に、桃が教えてくれた。

「ガーゴイルさん、すごい鑑定眼で木材とか選んでくれたんですよ。それに五人でも運べないパネルとか、簡単に運んでくれたんです！」

『我には造ぞう作さもないことだ』

「ガーゴイル様～！」

　本当に正座して手を合わせ始める部員達。ガーゴイルは素そっ気けない口調だが、実は声が照れていることを、和己は知っている。

「よーし、全員揃ったから、練習始めるかー！」

　ぱん、と手を叩いて林吾が合図すると、ガーゴイルを崇あがめていた部員達ものっそりと起きあがり、教室の隅に置いてあったカバンに台本を取りに行く。和己と林吾が残って練習していたのは、荷物番の役目もあったのだ。

　部員達がそれぞれカバンを開き、中のものを取り出そうとした時。

「……ん？」

　カバンを漁あさる手を止める者がいた。

「なんかあるぞ？」

　誰かがカバンを持ち上げる。どうやら積まれたカバンの下に、何かが置いてあるようだ。ほかの部員もカバンを退のけて、下にある物を引っ張り出す。

　なんのことはない、一枚の紙切れだった。

「なんだろう、これ……」

　遠野が紙を拾い上げ、文面を読む。

『どうした、皆の者？』

　ガーゴイルの声に、遠野が無言で紙を見せる。

『これは――！』

「おい、これって……！」

　異変に気づいた林吾がその紙切れをひったくり、中身を読む。すぐにほかの人間も集まり、その紙の文面を目にした。




　――８ネン　マエ　ノ　ジャンバルジャン　ハ


　　　　　オマエタチ　ノ　シバイ　ヲ　ミトメナイ






『……馬鹿な』

　さきほどまでのバカ騒ぎはどこへ消えたのか。

　押しつぶされそうな沈黙の中、声を出したのはガーゴイルのみ。

　しかし皆、ガーゴイルではなく遠野の手にある第二の脅迫状に心を奪われている。

『我が不ふ審しん者しやに気づかぬはずはない。今日の朝から、この教室に不審物を入れた者はいなかったはずだ』

「じゃあ、これはどういうことなんですか！」

　遠野がガーゴイルに脅迫状を突きつける。

「やめなよ遠野君、ガーくんは――」

　和己が止めようとすると、

「やめて……遠野君も、和己センパイも……」

　しゃくりあげる桃の存在に、その時みんな気づいた。

「せっかくみんなまとまったんでしょ……それなのに……いきなりバラバラになっちゃうの……ダメだよ……」

『そのようなことは我がさせぬ。だから桃よ、案ずるな』

　ガーゴイルの瞳から赤い光線が照射された。それは体温を高め、気分を落ち着かせることができる「癒いやし光線」だった。赤い光線は桃の身体を包み込み、桃はガーゴイルに小さくうなずいてその場にへたりこんだ。

『考えられるとすれば――我がこの学校へ来る前に、あらかじめ仕込んでおく事か。我が来たのは昼前だから、それほど難しいことではあるまい』

　しかし朝からあらかじめカバンの下に紙を置くということは、その後にみんながカバンを置く時に気づかれてしまう。

「ちくしょう……誰がこんな事しやがったんだ！」

　教室の壁を殴なぐりつける林吾に、和己がビクッとする。

　林吾の怒りはわかる。しかし脅迫者はいまだ演劇部をつけ狙ねらっているのだ。

　どこにいるかわからないという恐怖は、演劇部の中にもじんわりと浸しん透とうしていた。

『むう……姿を見せぬ敵か。厄やつ介かいだ』

　ガーゴイルの広い知覚範囲でも探知できない敵。

　それは今までにない脅きよう威いだった。

「もう……やめましょうよ……」

　誰かがそんなことを言った。

「今はまだ脅迫状で済んでるけど、そのうち怪け我が人にんとか出るかもしれないんですよ？」

「……うん。俺もやめた方がいいと思う」

「なんか……怖いし、先生もきっと駄目だって言うし……」

「ガーゴイルさんが犯人を捕まえてからだって……」

　消極的になる部員達。

　静かな教室に響く桃の泣き声が、その気分を一層沈ませている。

　和己も彼らに同意見だ。たしかに危険だし、見えない敵は怖い。

　だけど――

「みんな！　待ってよ！」

　和己が大きく叫んだ。

　それまでの沈痛な雰囲気を全すべて飛ばすような大声で、注目を集める。

「センパイ……？」

「たしかに相手はどこにいるかわかんないし、何考えてるのかもわかんない」

　和己は教室の真ん中に立ち、そこにいたガーゴイルの頭に手を置く。

「でも、これ以上はガーくんがさせないから。絶対に」

『その通りだ』

　ガーゴイルも力強く返事をする。

「僕は手伝いで入っただけだけど、公演を成功させたいと思うのはみんなと一緒だよ」

　和己は今まで、これほど強い言葉で誰かに主張したことはなかった。

　それも誰かの意見に対する反論ツツコミではなく、自分の意見だ。

　不思議なことに、恥ずかしさは全まつたくなかった。

「それに――僕は、桃ちゃんを泣かせた奴に一ひと泡あわ吹ふかせてやりたい。それだけでも、公演を続ける理由にはなると思うんだけど」

　和己が言い終えると、また教室に沈黙が戻った。

　しかしそれは、先ほどまでの重苦しい雰ふん囲い気きではなかった。

「吉永先輩……」

　微かすかに口を動かしたのは、ジャベール警部役の遠野。

「先輩……そんなに桃ちゃんのこと好きなんですか」

「ええっ!?」

「カッコイイです！　桃ちゃんを守るんだーって！」

「ちょっと待ってよ！　僕そんなこと言ってないよ！」

「いや見直しました先輩！　おい桃！　ちゃんと聞いたか吉永先輩の告白！」

「違うって！　告白じゃなくて！」

　慌てて桃を見る和己。桃はとっくに泣きやんでおり、頰に手をあてて顔を赤らめている。

　勘違いなのかわざとなのか、遠野の言葉を皮切りに部員達は色めき立って騒ぎ始める。

「よーし、俺達も吉永先輩を応援するぞ！」

「俺達は馬の足だ！　吉永先輩と桃の邪魔する奴を蹴けり殺ころすぞーっ！」

「うおおーっ！」

　拳こぶしを天てん井じように向かって突き上げる演劇部員達。

「和己ぃ！　俺の可か愛わいい桃はやらんぞーっ！」

「林吾までぇっ！」

　今朝以上のまとまりを見せるこの集団の中心で、和己は情けなく訂正の言葉を繰り返していた。しかし和己が叫べば叫ぶほど団結力が強くなる。

　その輪のはじっこにいたガーゴイルが、隣にいた桃に尋ねた。

『単刀直入に訊くが、汝らは馬鹿か？』

「だって、お兄ちゃんが部長やってるんですよ」

『非常によく飲み込めた』

　桃以上に泣きそうな声で教室を走り回る和己だが、彼のおかげで部員がまとまったことは、もちろんこの場にいる全員が承知している。これが演劇部流のお礼なのだ。

　和己にしてみればはた迷惑なお礼だったが。
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　雨降って地じ固かたまった演劇部に対抗するのは、見えない敵ではなく大場先生だった。

「続けられるわけないだろう」

　あの騒ぎに六山先生が混じっていたのはまずかった。いくらノリのいい演劇部の顧問といえど、二度目の脅迫があったことは職務上報告しなければならない。

　月曜日の朝、さっそく林吾が生徒指導室に呼ばれ、和己がついていく。

　生徒指導室の主、大場先生が憮ぶ然ぜんとして放はなったのが、この言葉。

　当然といえば当然だ。

「平気です！　もう危険はありません！」

　先日と同じように主張する林吾だったが、そう簡単に受け入れられるはずもない。

「馬鹿者！　なにがもうだ！　すでにもう一度事件が起きてるじゃないか！」

「ですから、これが最後です！　もう心配はないんです！」

「あのなぁ片桐！　そう言いきれる根こん拠きよはなんなんだ!?」

『我だ』

　と、大場先生の目の前に何の前触れもなくガーコイルが出現した。

　いきなりだったので、和己ですら飛とび退のいてしまう。大場先生に至っては椅い子すから転ころげ落ちてしまった。

「な、なんだアンタは……」

『我はガーゴイル、吉永家の門番也。そして菜々色高校演劇部を守護する者也』

「しゅ、守護？」

　ガーゴイルは生徒指導室の机から大場先生を睨にらみつけるように座っている。

　その眼光は怒りに燃え、まるで今にも光線を発射しそうな勢いだ。

『我を出し抜こうとする脅迫者を許すわけにはいかぬ。脅迫者の要求に乗ってしまっては、相手の思うつぼだぞ』

「し、しかし生徒の安全は……！」

『我が守る。もう誰にも邪魔はさせぬ』

　これほど怒りに燃えるガーゴイルは、和己も久しぶりに見た。門番としてのプライドを傷つけられたのだろう。

　ガーゴイルが一番嫌うのは家族の危険だが、次に嫌うのが自尊心を傷つけられることだ。いつもはその二つが合わさってガーゴイルに降りかかってくるのだが。

『頼む、大場殿。我にも機会をくれぬか』

　大場先生は退ひけた腰でガーゴイルを見つめていたが、すぐに落ち着きを取り戻し、椅子に戻った。小さく息を吐いて、ガーゴイルに告げる。

「……御色町のガーゴイルの噂は私も知っているけどね」

　苦笑する大場先生に、和己と林吾が喜びの声を上げようとするが、

「しかしだ……安全については理解したがね。私が止やめさせようとするのは、それだけじゃないんだよ」

『安全以外にも、何かあるのか？』

　大場先生はガーゴイルの隣に置いてあった「超・ミゼラブル」の台本を手に取る。

「この台本のメッセージ性だね。八年前の事件を蒸し返そうとすることを好まない人もいるんじゃないかって事だ。いや犯人だけじゃなくてね、それ以外にもいると思うんだ。特に先生方にとって辛い事件だったからね」

　唇くちびるを嚙かむ大場先生を見て、和己も先日の話を思い出す。

　大場先生も当時の先生の一人だった。

　生徒の死と、それにまつわる噂や事件が彼らを疲労させたのだ。それだけでなく生徒を疑ったり、自分の教育方針に疑問を持った先生もいただろう。関かかわった全ての人間が被害を被こうむった、悲しい事件だったはずだ。

「あの、大場先生」

　部屋の隅すみで立っていた和己が、手を挙げる。

「僕――その事件のこと、もっと詳しく知りたいんです」

「なんだって？」

「和己、お前何考えてるんだ？」

　大場先生だけでなく、林吾まで驚いている。

「あの、えっと、当時の事件のことがわかれば、その、犯人や被害者の気持ちもわかるかなって。そうすれば今回の事件のこともわかるかもしれないし」

　それに脅迫状を書いた犯人――八年前のジャン・バルジャンとやらが本当にいるならば、演技の参考にもなる。あまり気は進まないが、悪いことをする人間の気持ちを知りたかったのだ。よこしまな考えであることはわかっているが、和己は少しでも多くのことが知りたかった。

「調べるのは勝手だが――私もそんなに知らないぞ。当時は、どちらかと言えば事件の蚊か帳やの外にいたからな」

　面おも白しろくなさそうな顔で大場先生が答える。本当は調べることすら禁止したかったのだろうが、ガーゴイルが両眼を光らせていては強気に出られないのだ。

「じゃあ、ほかに知っている先生はいますか？」

「みんな転任したからな……うちの学校だと……」

　大場先生は少し考えて、

「……内ない新あら先生なら」

　その名前を聞いて、和己は凍りついた。

　林吾も固まっている。

『どうしたのだ？』

　事情を知らないガーゴイルだけが、きょとんとしていた。




　数学教員室には、常に黒い空気が立ちこめている。数学教師全員が陰気なわけではない。悪いことがあったわけでもない。それなのに、この部屋の扉をくぐる者全てが左肩に何かを乗せて帰っていく。

　全てはこの教師――内新蘇そ手て婦ぷ先生のせいだ。

「八年前ノ、事件……？」

　窓まど際ぎわに立っていた内新先生は、顔だけ振り返ってこちらを凝ぎよう視しした。

　腰まで届くソバージュの毛に、上半身がほぼ覆い隠されている。わずかに見える左目だけが彼女が人であることを確認できる証拠だ。「月つき影かげ先生と貞さだ子こを足して２で割れば内新先生が生まれる」とは、生徒が彼女を表現する時によく使われる言い回しである。

「そ、そうです……八年前の事件を調べてまして……」

　背中に隠れる桃をかばいながら、和己は必死に答えた。過去に何があったのか、林吾は内新先生の名を聞いた途端に逃げ出してしまい、代わりに桃がついてきた。彼女も八年前の事件に興味を持ったらしい。

「――何故、私ニ？」

「内新先生が詳しいって聞いたから……」

　健けな気げに答える桃の震えが、和己の背中に伝わってくる。別にただ質問をしただけなのに、どうしてここまで怯おびえなくてはならないのか、和己にもわからない。

『むう……何やら既き視し感かんを感じる女によ人にんだな。双葉の学校で見た気がするが……』

　気がつけば机に座っていたガーゴイルも、ちょっとたじろいでいる様子だ。

　内新先生はヒールを鳴らしながらゆっくりと近づき、ガーゴイルの顎あごを撫なでながら視線をあらぬ所にさまよわせている。本当に、なんでこんな教師がこの世に存在しているのだろうか。

　すると内新先生は突然全ての動作を止め、

「八年前――森一海ノ事件カシラ――」

「もり、かずみ？」

　ガーゴイルの腹に、指でその名前を書く内新先生。

　一瞬、和己の胸が高鳴った。

　初めて見る名前だが――名前の読み方が同じだったから。

「屋上カラ落下シテ、天界ゲヘナへノ階段ヲ登ッタ――」

「そう、それです！　その人です！」

「嗚ア呼ア、ソウ……」

　内新先生はそれっきり黙りこんでしまう。

　教員室にいたほかの先生も停止した内新先生を怪け訝げんな目で見つめている。何しろ、まばたきすらせずに人形のように止まっているのだ。死んだのではないかと怪しむほどだ。

「あの、内新先生？」

　内新先生の肩に手を置く和己。

　冷たかった。

「うわっ！」

　反射的に飛び退く和己と、内新先生の目が合う。

「嗚呼……御ゴ免メンナサヰ。考ヱ事ヲ……」

「そ、そうですか……」

　本当に死んだかと思った。周りの先生方も安あん堵どの息を漏もらしている。

「虐イジメ……」

　内新先生がぽつりとつぶやく。

「イジメ？」

「ソウ……森モリ一カズ海ミハ、虐メニ遭アッテタ……其ソレガ高コウジテ殺サレタノ……」

「本当ですか!?」

　強い口調で聞き返したのは、和己ではなく桃だった。

「本当にその人は、突き落とされたんですか!?」

　――まるで台本のジャン・バルジャンが司教を突き落としたように。

「真実ハ当人シカ知シラナヰ……」

「だけど、殺されたかもしれないのに、調べなかったんですか!?」

　強い口調で責める桃。突然の豹ひよう変へんぶりに、和己もガーゴイルも、内新先生ですら軽く驚いていた。

　内新先生は緩かん慢まんな動作で、なおも強く責めようとする桃の肩を摑つかむ。

　その瞳をじっと凝視して、彼女は小さくつぶやいた。

「――御免ナサヰ。虐メトヰウノハ推測……」

「……先生」

　一体どのような効果があったのか、桃は先生の言葉と視線で黙ってしまった。しかし怪しげなマジックは使っていないようだ。桃は自分の意志で自省したように見えるから。

「デモ、ソノ説ガ一番有力ナノハ事実。ソレハ客観性ニ基ヅクモノ」

　そして、内新先生はこう続けた。

「私ハ、生徒ヲ信ジテヰルワ。デモ当時ハ、誰ヲ信ジ、誰ヲ疑エバイイカスラ、ワカラナカッタ――」

「そうですか……」

　桃の落ちた肩を抱き留めながら、和己が代わりに尋ねる。

「内新先生、その虐めていた――と思われる生徒の名前は知らないんですか？」

「私ハ……違ウ学年ノ担任ダッタ……」

「そうですか……」

　それきり内新先生は黙ってしまった。

　さらに、また機能停止してしまった。

　和己や桃やガーゴイルが何を話しても内新先生は無言だった。




『ふむ……汝も知らぬと言うか』

『いかにも！　だが吾わが輩はいとて本ばかり読んでいたわけではない！　これでも吾輩、不審な人達は全て見ておる。むむう、手が出せぬのが口くち惜おしい！』

『ならばこれからは不審な者を見かけたら我を呼ぶといい』

『なるほど、名案である！　しかし今回の事件に限らず、八年前のあの事件も吾輩の死角で起きた事件故ゆえ、詳細を貴殿に説明することがかなわぬ！　許せ！』

　校庭の端はしっこに立っている古ぼけた二にの宮みや金きん次じ郎ろう像と会話しているのは、ガーゴイルだ。端はたから聞く人にとってはガーゴイルの独り言にしか聞こえないが、これもガーゴイルの特殊能力の一つなのである。

「そっか、ガーくんって石像とお話しできるんだよね」

　ガーゴイルの後ろに立っていた和己が、思い出したようにつぶやいた。話す所をしばらく見ていなかったので、本当に忘れていたのだが。

「すごいですねー、なんでもお話しできるんですかー。メルヘンチックですねー！」

　桃も驚いていたが、どちらかといえばワクワクしているようだ。

『どんな物でも話せるわけではない。魂が宿った物でないといかん』

「魂の定義ってなんなんですかー？」

　無邪気に難しい質問をする桃。

『我もよく知らぬ。錬れん金きん術じゆつ師しが半生をかけても為なしえなかった事例もあるが、近所の子供の人形と普通に会話できた時もあるのだ』

「気の持ちようなんですかねー」

『誰の気なのかよく分からぬが……想いが宿るのに時間や方法は関係ないのだろう』

　この二宮金次郎像はかなり長い時間をこの場所で過ごしてきた。生徒や先生、そして学校そのものの想いが宿っている、ということか。

『いずれにせよ……我はこのくらいしかできぬ。人の情報は人に訊くのが一番だろう』

　悔しそうにガーゴイルは言うのだった。
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　内新先生や石像たちの話では当時の生徒に関する話題はあまり得られなかったが、森一海という名前がわかっただけでも収穫だ。そこから色々調べていける。

　事件のことについて調べるのは明日に回すとして、当面の問題は公演の成功だった。

　たとえ脅迫者に対する危険がなくなったとしても、肝心の芝居ができなくては意味がない。脅迫者もそんな演劇に興味はないだろう。

　というわけで、和己は夜の講堂で黙々と金かな槌づちを振るっていた。

　あと十二日。もう二週間を切っているのだ。本当に間に合うのだろうか。

「先輩、あともう一本クギ打っといた方がいいです」

「うん、わかった」

　遠野が押さえるパネルの端はしにクギをあてる和己。役者だろうが大道具だろうが演出だろうが、こういう時は全員で作るのだ。小森がいくら巨漢でも、講堂のステージに収まる舞台装置を一人で作れるはずがない。その小森曰いわく、大道具の一番の仕事は舞台を考えることなのだそうだ。

　とん、とん、とん、とん……。

「これでいいかな」

「上出来ですよ、先輩。ボクの美しい演技もこれで映はえるってモンです」

「そ、そう……」

　遠野がパネルをゆっくりと立てる。

　高さ２メートル弱、幅１メートル強のパネルを並べて立てて、そこに絵を描けばアラフシギ、立派なフランスの町並みが再現されるという仕組みだ。さすがに高校生の演劇に巨大な舞台装置は望めない。しかし場面転換がそんなにある台本でもないので、細かい所は照明や小道具でカバーだ。

「ところで先輩、どうですか演技の方？」

「うん……なんとか追いつこうとはしてるんだけどね」

　主役のジャベール警部をはる遠野は、必然的に和己とよく組む。今こうやって訊いてくるのはつまり、和己の演技の上達を待っているということだ。

「先輩の場合、素質はあるんですから、あとはボクと普通の会話ができればそれで上手くいくはずなんですよね」

　ボク、というのはこの場合ジャベール警部を指すのだろう。昨日、林吾が言っていた通り、役になりきって普通の会話をするのが極ごく意いなのだ。

　わかってはいるのだが。

「……がんばる」

「ああ、すいません。別に責めてるわけじゃないんですよ」

　慌てて弁解する遠野。

「まぁこのボクに言わせれば、この部の役者は全員ダイコンですからね。先輩だってちょっと練習すれば追い抜けますよ。カンタンです」

　鼻を鳴らして前髪を掻き上げる遠野。これでも励はげましているつもりなのだろう。

　実際、遠野の演技は上手だから、和己の劣等感も増えるのだ。

　公演までにどこまで追いつけるかが勝負だ。

「あ、クギがなくなりましたね」

　遠野の言葉に和己も周囲を見回す。

「ちょっと取ってきます。先輩、そのパネル押さえててください」

「うん」

　和己がパネルを支えているうちに、遠野は舞台の中央まで走って行く。そこでは作業中の人達が固まっていた。そして遠野はその中の一人に話しかける。

「双葉ちゃん、ちょっとそのクギ箱貸してくれる？」

「おー、持ってけ持ってけ」

　固いポニーテールの小学生が遠野にクギ箱を投げる。













「ぶっ！」

　ずっこけた和己の上に、パネルが覆おおい被かぶさってきた。

　ばたーん、と倒れたパネルに部員達が集まってくる。

「どうした和己！」

「センパイ、大丈夫!?」

「何やってんだよ兄貴……」

「その最後のセリフの人！」

　パネルを押しのけて、和己が立ち上がる。

　声に向かって指を突きつけると、そこにいたのは正しよう真しん正しよう銘めい、和己の妹の双葉だった。

　オーバーオールがそのまま作業着になっているので、違和感がない。

「なんで双葉ちゃんがここにいるの!?」

「ヒマだから」

「ヒマだからって、ここ僕の学校だよ！」

「なんだよ、あたしが来ちゃいけねーのかよ！」

　食ってかかる双葉の後ろに、林吾や桃が張りつき、

「まぁまぁいいじゃねーか和己。双葉ちゃん、なかなか有能だぞ」

「そうですよセンパイ。猫の手も借りたいって最初に言ったじゃないですか」

『案ずるな和己。我が責任を持って守る故、双葉に危険はない』

「それはそうだけど……」

　ガーゴイルにまで言われて、立場のない和己。

「先生！　いいんですか!?」

　舞台の端っこに六山先生がいたので、最後の賭かけとばかりに頼みこんでみたが、

「んー、いいんじゃないか？　みんながんばれ～♪」

　六山先生は何も考えずにギターをかき鳴らしていた。

　その姿を見て、

「アンタも働けよ！」

　部員全員の総スカンを食らい、渋々ギターを片づけに行く六山先生だった。




　ガーゴイルが面倒を見るという条件付きで、双葉の参戦は許可された。もちろん遅くなったらガーゴイルが家まで送り届ける。双葉は小学生なのだから、遅くとも八時には家に着くようにと厳げん命めいする。和己を含めた部員達は、このまま講堂に泊まりこみである。そうでなければ間に合わないのだ。

　学校前のコンビニまで買い出しに出かけるのは、和己と桃。公正なジャンケンの結果決まったコンビだが、昨日の寸劇を思い出すと、どうしても何らかの作為を感じてしまう和己だった。

　両手にいっぱいの袋を持って、和己と桃は校舎へ戻る道を歩いている。

「センパイは大丈夫ですか？　家の方」

「うん。さっき電話で言っておいたから。双葉ちゃんのこともＯＫだって」

　なんともお気楽な家族である。まあガーゴイルがいて危険も何もないのだが。ママは特に何も言わなかったが、もちろん、あまり遅くならないように配はい慮りよするつもりだ。

「ウチは演劇部のことになると、怒るんですよねー。ちゃんと勉強はしてるのかって、あと危険はないのかって」

「林吾がいるからね……」

　一度ボヤ騒ぎを起こしたからには、両親から信頼されなくなっても仕方ない。

　桃は関係ないのだが、林吾のそばにいることが心配なのだろう。

「でもあたしがいるから、お兄ちゃんの抑よく止し力りよくになってるんですよ。だから親も認めてくれるんです」

「そういうことなんだ……」

　まったくもって、林吾の立つ瀬がない。

「だけど今の演劇部があるのは、お兄ちゃんのバカみたいなパワーのおかげですから、まぁ持ちつ持たれつと言ったところですか」

「そうなのかなぁ……」

「台本さえ書かなきゃ立派な演出なんですよ、お兄ちゃん」

　林吾の演技指導はスポーツマン顔負けの熱血ぶりだし、後輩にもそれなりに慕われている。台本については……桃の言う通りだと思う。

「台本で思い出したけど、作者、まだ見つかってないね」

「……そうですね」

「桃ちゃんが拾ったんでしょ？　何か心当たりはない？」

「全然です。台本だったら、お兄ちゃんに聞いた方がいいんじゃないですか？」

　しかし林吾のあの性格だ。

　我が道を行く林吾に、校内にいるはずの脚本家の存在を察知できているはずがない。

　公演までに許可を取らないと、上演もできない。しかしキツキツのスケジュールの中、脚本家を捜すことができるのは休み時間くらいだろう。

「センパイはどうですか？　お兄ちゃんに何かされてません？　セクハラ以外で」

「別にセクハラもされてないよ……それに、迷惑かけてるとしたら僕の方だよ。いまだに遠野君についていけないし」

「そんなことないですよ！」

　両手に持った袋を振り回しながら、頰をふくらませる桃。

「センパイ、どんどんジャン・バルジャンの演技をつかんでますよ！　ずっと芝居を観てきたあたしが言うんです！　間違いありません！」

「そうかなぁ……」

「そうです！　それに八年前の事件だって調べてくれてるじゃないですか！」

「あれは僕の好奇心だよ。司教を窓から突き落としたジャン・バルジャンの気持ちがわかるかもしれないからね。それに、脅迫者に怯えながら演技するなんて、嫌じゃない？」

「……そう、ですね」

　脅迫者のことを思い出したのか、ちょっと顔を伏せる桃。二度目の脅迫状は部員のカバンの下敷きになっていたのだ。怖がっても不思議ではない。

　そう、いまだ脅迫者の姿は見つからないのだ。ガーゴイルも必死に捜そう索さくしているが、いまだに発見できない。しかし脅迫者の方にも動きはない。ガーゴイルが見つけずとも、このまま何も起こらなくなればいいのだ。

「……思ったんだけど」

　和己は今までの自分の考えを口にする。

「脅迫して、何か得するのかな」

「……どういうことですか？」

「いや、得じゃなくてもいいんだ。八年前の事件を蒸し返されて、損をする人なんてこの学校にいるのかなぁ――」

　和己の質問に、若干考える時間を経へて桃が答える。

「それって、少なくとも八年前の事件を知ってる人ですよね」

「事件を知ってる人…………先生？」

　六山先生はともかく、大場先生のあの焦あせりよう。内新先生の態度。人が一人死んだ事件だ。今頃、芝居という形で暴ばく露ろされて得をする教師なんていないだろう。

　教師という立場を使えば、そしてその立場が複数ならば――

「でも、もしかして――」

「どうしたんですか、センパイ。顔色悪いですよ」

　恐ろしい考えだった。

　菜々色高校の教師が全員、演劇部の敵に回る事なんて、あるのだろうか。

「ゴメン、桃ちゃん。なんでもない」

　頭を振って、その考えを消去する和己。

　もしもそうだとしたら、ただの生徒に手の打ちようがない。

「もう、心配させないでくださいよ」

「ゴメンゴメン……そうだ、心配と言えば、双葉ちゃん、本当に居ても迷惑じゃない？」

　落ちこみそうな桃を見て、和己は話題を変えることにした。

　すると桃は元気な顔に変わり、

「大丈夫ですよー。双葉ちゃん、とっても元気ですね」

「う、うん……元気すぎるのが困りものなんだけどね……」

「そうなんですか？　かわいい妹さんじゃないですか」

「うーん……」

　これに関しては桃の認識を改めないといけないと、和己は痛感した。

「ドロップキックで舞台壊さないといいんだけどなぁ……」

「双葉ちゃん、ドロップキックなんてするんですか？」

「ほぼ毎日ね……いつもターゲットは僕かガーくんなんだけど」

　最近では慣れてきたのか、ぬるいキックは大抵避けるか受けることが可能になった。悲しい成長ぶりだが、避けたら避けたで本気のドロップキックが来るので、和己は被害を最小限に抑えるため立ち回るという、プロレスラーのような感覚が養われていくのだ。

「仲がいいんですねー」

「そんな言葉で片づけていいのかなぁ……」

　話していて泣けてくる実情だった。

「まぁまぁセンパイ、あたしだってお兄ちゃんのことで毎日頭抱えてますから、気持ちはわかりますよー」

「それはなんとなくわかるけど……」

　厄介な兄に、攻撃的な妹。

「いっそのこと、取り替えっこしようか？」

　ぽつりとつぶやく和己。

「え、え、えっ!?」

　何気ない冗談のつもりで言ったのに、なぜか桃は顔を真っ赤にして慌て始めた。

「だ、ダメですよ！　双葉ちゃん可か哀わい想そうですよ！　センパイ、あたしだって、ほら、ドロップキック出るかもしれませんよ!?」

「い、いや……そんな本気にならなくても。ていうかドロップキックは出ないでしょ」

「そ、そうですよね、アハハハハハハハハ」

　合計四キロほどの袋をブンブン振り回しながら照れ笑いをする桃。

　何かまずいことを言ったのだろうかと和己が首をひねった時、和己の携帯電話が鳴った。荷物を持っているのでポケットから取り出すのに苦労したが、なんとか取れた。

「もしもし……」

　しばらく待っても返事がない。

「あ、ママか」

　電話の向こうで何かが返事をしたようだ。

　さっき電話した時に、言い忘れたことでもあっただろうか。

「どうしたの？　え、部員のためにおにぎりを作ってくれたの？」

　それを聞いた桃の顔が明るくなる。

「うん、じゃあガーくんに取ってきてもらうよ。みんな喜ぶと思う……うん、もうすでに喜ばれてるみたい」

　桃は音が鳴らないように小さな拍手をしていた。

「うん、双葉ちゃんももうすぐ帰すから。それじゃ、またね」

　和己が電話を切ると、桃はすでにいなかった。

　どうやら部員に報告するために、速攻で講堂に戻ったらしい。

　そんなに嬉しかったのだろうか。




　さて、和己と桃の帰りを兵隊のような気分で待ちながら作業をしている演劇部員達は。

「おおーっ！」

　ステージ以外の電灯は消されているため、全体的に暗い講堂だが、逆に考えれば舞台がライトアップされているとも言える。

　そして照らされた舞台の中央には、双葉とガーゴイルが。

「どうだー？」

　ジャン・バルジャンの衣装を着た双葉が、くるくる回っていた。サイズが合わないので足と腕はまくっているが、それでも凜り々りしさは和己以上かもしれない。

「可愛いわよー！　やっぱり着せて正解だったわ」

　と、衣い装しよう担当の古こ賀がが手をすりあわせて双葉に近づく。彼女はジャン・バルジャンが世話をするファンティーヌという女の役もこなすのだが、同時にデザインの才能を買われて衣装やメイクもこなしている影の立たて役やく者しやの一人だ。

　ちなみにジャン・バルジャンの衣装は、古びた背広だ。当時はこんな服ではなかったはずだが、予算と技術の都合でこんな形に落ち着いた。ジャン・バルジャンが市長であるとわかればいいのだから。ちなみにジャベール警部は茶色いトレンチコートと帽子。完全にどこかの怪盗を捕まえる警部を意識している。

『……なぜ我が？』

　そのコートを着ているのが、ガーゴイルだった。

　悪を捕まえる正義の刑事という役柄を考えればピッタリだが、コートが床を引きずっていては笑いを誘うだけである。

「いやー、ガーゴイルさん！　イケてるイケてる！」

　客席に座った林吾が拍手する。彼は演出家として、観客の視点で舞台を眺めていたのだ。遠野にコートと帽子を返すと、ガーゴイルは林吾の隣に座った。それを皮切りに各おの々おのの作業に戻る部員達。

　客席から見る舞台は、工事中の家のようだった。パネルを立てかける骨組みや平台が無造作に置いてあり、これがどう変わって舞台になるのか想像もつかない。

『むう……林吾よ、遊んでいる暇はないのだぞ。こうしている間にも、どこかで脅迫者が我らを見ているかもしれぬ』

「え、ガーゴイルさんでも気づかないンスか？」

『そのようなことは間違ってもないが、万が一ということもある』

「どっちなんだかわからない言い方だなぁ……そんなに不安なんですか？」

『むう』

　不安ではないといえば噓うそになる。ガーゴイルは優すぐれた感覚器と最高の火力を兼ね備えている。だからこそ、それを出し抜かれた時にショックが大きくなる。

『姿を消す敵とは、以前、一度だけ相あいまみえたことがある』

「マジッスか!?」

『うむ。非常にいけすかぬ自動石像であった。全身を黄金に塗りたくっている悪趣味な奴でな、奴は対象の自らに対する知覚のみを消すことが可能だというのだ』

　東ひがし宮みやはそれを「心理ステルス機能」と呼んでいた。その上、件くだんの自動石像――ケルプは光の屈くつ折せつ率りつを変えて本当に姿を消すこともできた。だが、それはガーゴイルの手によって破られた技だ。

『同じ手は二度と喰わぬはずだったのだが……』

「聖闘士セイントほど便利じゃないんスね」

　ガーゴイルと会話を続けながらも、林吾は台本に何やら書き続けている。まるでそうしないと死んでしまうかのように、台本は文字でびっしりと埋め尽くされていた。

『汝は他の者とは違い、恐怖を感じていないのだな。脅迫者が怖くないのか？』

「あんま」

　一言で切って捨てた林吾。

『しかし何か事件があれば、一番困るのは汝であろう』

「そッスね。だけどガーゴイルさんいるし、そっちはなんとかなると思ってますから」

　ボヤの時に助けられた恩もあるのか、林吾はガーゴイルに絶大の信頼を置いているようだ。そのガーゴイルを自信満々で薦すすめた和己への信頼も大きい。

「俺にとっちゃ、お客のアクビの方がよっぽど怖いッスよ」

　双葉のように歯を見せて笑う林吾。

「桃の言う通り、俺はアングラしか書けないヘッポコ脚本家だけど、本当はもっとお客さんが喜ぶ台本を書きたいんスよね。演劇人ってのはみんな、お客さんの笑顔を食って生きる人種ですから」

『――笑顔を糧かてにしているのは我も同じだ』

　門番としての一番の報ほう酬しゆうを、双葉によって教えられたガーゴイル。もしもこの報酬がなければ、ガーゴイルはただの戦闘兵器に成り下がっていただろう。

「そんじゃ、ま、とりあえずがんばりますか」

　舞台の配置を見終え、立ち上がる林吾。

『うむ。我も負けぬぞ』

　ガーゴイルも林吾も手段は違うが、最終目的は同じ。

　演劇人と門番の間に、なにやら奇妙なシンパシィが生まれつつあった。

「みんなー！　大変―！」

　そこへ大きな袋を持った桃が走ってくる。

「和己センパイのママさんが、おにぎり作ってくれたんだってー！　ガーゴイルさん、取りに来てって言ってるよ」

『そうか。ならば皆の者、しばし待て』

「うおおおおおおーっ！」

　講堂に大歓声が巻き起こる。

　その歓声が倍にふくれあがったのは、ガーゴイルが運んできたおにぎりを一口食べた次の瞬間だった。

　次の日から演劇部では、毎日決まった時間になると吉永家の方向へ向かって五体投地するという習慣がついたという。




　食事も済み、作業が再開される。

　和己はいつも以上に練習に気合いを入れ、部員たちも最高のテンションで金槌や喉のどを振るわせる。体力以上に、気力の勝負だった。

　ガーゴイルは双葉を家まで送り届けたあと、危険がないように講堂を監視し続けた。

　そして――

『何をしているのだ？』

　講堂の外。

　照らされるライトに向けて、ガーゴイルは尋ねた。

　それは懐中電灯を持って見回りに来ていた大場先生だった。

「いや……危険がないかと思ってね」

『安心するがよい。我がいる』

「そうか。まぁ異常がないことを確認するのも仕事だ。君の仕事を疑っているわけじゃないよ」

　大場先生は懐中電灯の光を講堂に向ける。灯あかりのついた講堂から、演劇部の面々が怒鳴りあう声が聞こえてくる。

「……八年、か」

　しみじみとつぶやく大場先生。

　大場先生が八年前にどんな気持ちだったのか、ガーゴイルにはわからない。ただ、その悲しそうな目だけが何かを語っていた。































　運良く寝ることができた者は、早朝六時に起床して朝あさ練れん。そうして運動部用のシャワー室で汗と眠ねむ気けを払ってから登校していく。

　和かず己みもその一人だった。元気に発声練習する役者達を見ていると、彼らはサイボーグなんじゃないかと思えてくる。だが彼らがサイボーグなら、講堂に残って徹てつ夜やで作業をしていた連中はなんなのだろう。

　そんな生活を二日ほど続けて、公演まで残り十日。

　台本は完全に頭に入ったし、演技の方は徐々に完成させていけばいい。大道具は小こ森もりの裁量でうまく行けそうだ。あとは照明と役者の位置を合わせて、舞台に出たり入ったりするタイミングなどを練習して――と考えていると、やっぱりギリギリのスケジュールのようだ。

　桃ももが言っていたが、普通ここまでできる高校生はなかなかいないらしい。大抵は先生任せにしてしまうそうだ。それを自分でやることに意義がある、というのが菜な々な色しき高校演劇部の伝統なのだそうだ。

　始業ベルが鳴ってから、水中にいるような気け怠だるさを感じつつ授業を受けていたが、それも二限目で力尽きた。春の日差しを受けながら睡すい魔まと戦うのは、地獄の責せめ苦くを受けるというよりも天国の階段を昇る感覚に近いのだ。

「あっ！」

　目を閉じて、もう一度開くとチャイムが鳴っていた。

「あぁ……二限目、寝ちゃった……」

「もう昼休みだぞ」

「うそっ!?」

　後ろの席の男子に教えられて黒板の上の時計を見ると、とっくに正午を過ぎていた。

　二時間近く寝ていた計算になる。

「なんで起こしてくれなかったの!?」

「起こしたよ思いっきり！　先生も呆あきれてたぞ」

「うあ～……」

　机の上にはヨダレの染しみがついていた。見れば回りのクラスメイトも口々に「おはよ～」と呑のん気きに挨あい拶さつしている。穴があったら入りたい気分だった。

　視線を巡めぐらすと、林りん吾ごは上を向いたままアイマスクをして豪快に眠っていた。さすがにここまで破は廉れん恥ちな真ま似ねはしなかったと思うが、実際はどうなのだろうか。よく見れば林吾の机の上に、クラスメイトのイタズラだろう、ガンプラが何体も乗せられていた。

「まぁ、演劇部は特例だろ」

　後ろの男子が苦笑する。

「なんで？」

「決まってるだろ。脅きよう迫はく状じようにも屈しない、男おとこ気ぎ溢あふれるやつらだからだよ！」

「ええっ!?」

「もう学校中で噂うわさになってるぜ。俺も観に行くから席あけといてくれよ」

「う、うん……」

　知らなかった。いつの間にそんな大おお事ごとになっていたのか。最初の脅迫状の時は、たしかに学校で話題になっていたが、それがまさかこんな形にふくれあがるとは。ある意味、脅迫者のおかげで有名になったようなものだ。

　教室のスピーカーからクラシックの音楽が流れ始める。

『お昼の放送の時間です。えー、先日から毎日放送してほしいと頼まれてるんですが、演劇部の片かた桐ぎり林吾くんからのお願いで――月末に上演する「超・ミゼラブル」の脚本家を捜しているそうです。お心当たりのある方は３－Ａの吉よし永なが和己くんまでご一報下さいと――』

「なんで僕なの!?」

　思わず立ち上がって林吾の方を見るが、彼はまだ寝ているようだ。寝ているから応対できないと言いたいのだろうか。それとも作者が来たら、和己に起こして欲しいと暗に言っているのだろうか。

「うおっ！　誰だ俺の机の上でビグザムとマンダラガンダム戦わせてる奴は！」

　ようやく起き出してきたらしい林吾の反応を見て、クラス中が爆笑した。

　演劇部がどんなに有名になっても、林吾の扱いはいつも変わらないらしい。

　そして昼休み中ずっと待っていたが、やっぱり作者は現れなかった。




　廊ろう下かを歩いていても、なんだかジロジロ見られている気がする。

　気がするだけではなく、実際に和己を指さす生徒までいた。

「そこまで有名になったのかなぁ……」

　どこも変な箇か所しよはないはずなのに、自分の制服を見直してしまう和己。そんな仕草を見て、また女子生徒がクスクス笑いながらこちらを見る。

　そもそも和己は演劇部員じゃないはずなのに、どうしてこんなに見られるのか疑問に思いながら歩いていると、掲示板の前にできている人だかりが目に入った。

「うわっ！」

　そこには炎を背景にジャン・バルジャンに扮ふん装そうした和己と、ジャベール警部の恰かつ好こうをした遠とお野のが大きく張り出されていた。まるでＫ－１の試合のようなポスターだ。衣装合わせをしたのは昨日の夜のはずなのに。

　たしか昨日、桃がデジカメを持ってうろついていたのを思い出す。あの時撮った写真を使ってポスターを作ったのか。しかしこんな短時間で作るとは、恐ろしい技術だ。

　写真の下に「脚本家ＷＡＮＴＥＤ」と書いてあった。こういうところでも作者を探そうとするあたり、なかなか見つからないことがうかがえた。

「あ、ジャン・バルジャンだ！」

　誰だれかが和己を指さして大声で叫ぶ。

　反射的に和己は逃げ出してしまった。

「がんばれー！」

「脅迫状に負けるなー！」

　激励の声を背に受けながら、和己は顔を真っ赤にして走る。

「おう、吉永。あまり無理するなよ」

　通りがかった体育教師にまで激励されて、和己はさらに照れる。

　そして、その後に思い出す。

　――もしも、教師が犯人だったら。

「いや……それはないよ。たぶん」

　あの体育教師だって、一昨年この学校に赴任してきたのだ。事件のことは知らないはず。変な考えは捨てよう、と心で誓うものの、なかなか疑念が払ふつ拭しよくできない和己だった。

　ちょうど近くに図書室があったので、急いで中に入った。そこは受験生か暇ひま人じんしかいないので、誰も和己を目に留めなかった。ここなら落ち着くことができそうだ。

「……そういえば」

　図書室にならぶ蔵書を見て、和己は考える。

　もしかしたら八年前の卒業アルバムがあるかもしれない。

　そこには森もり一かず海みのことも――

「あの、すいません」

　午前中の和己のように机に突つっ伏ぷしている図書委員を起こして、アルバムのありかを訊きく。図書委員は眠たげな目をしながらも、和己の質問に答えてくれた。

「ジャン・バルジャン、頑張ってくださいね」

　小さく手を振る図書委員の声援に照れながら、和己はアルバムの棚に向かう。

　そこであっけないほど簡単に八年前のアルバムを発見した。

　当時は生徒がもっと多かったのだろう、十一あるクラスから森一海の名前があるかどうか調べてみる。機密文書でもあるまいし、まさか削さく除じよされているなんてことはないだろう。

　果たして、その生徒は見つかった。

　一人だけ写真写りが違っていた。集合写真から切り取られたような、ぼやけた輪りん郭かくで笑っているその生徒は――とても明るく、元気そうで、綺き麗れいな男子だった。どう考えてもいじめられているようには見えなかった。

「この人が、森一海……さん」

　生きていれば二十六歳。社会人として立派に働いている歳としだ。

　アルバムをパラパラとめくってみたが、森一海が写っている写真はこれだけだった。

「人が死んだのに……なんにもないんだ」

　追つい悼とうの一文すらなかった。学校や生徒たちの、一刻も早く森一海の事件を忘れたいという気持ちの表れなのだろうか。

　今までは先生達の話でしか知らなかった森一海。

　和己は――初めて、彼のことを可か哀わい想そうに感じた。それまでの人生で、学校のアルバムに残したものがこんなぼやけた写真一枚だなんて、あまりにも不ふ憫びんすぎる。

「あれ？」

　森一海の下に写っている生徒。当たり前のようにそこにいる、普通の一生徒。もちろん輪郭のはっきりした写真だ。のんびりとした顔で微笑ほほえんでいる。

　その名前は――

「っ！」

　和己はアルバムを強引に棚に戻すと、急いで図書室を出た。

　急げば、予鈴に間に合うかもしれない。

　森一海のクラス写真の下に写っていた生徒の名は――「六ろく山やま雅まさ之ゆき」とあった。

　他人なわけがない。そんな珍しい名字、二人といないじゃないか。




　しかし彼の担当する世界史の教員室に姿はなく、ちょうど昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴ったので、和己は渋々教室に戻った。

　疲れてはいたが、とてもじゃないが寝られなかった。

　それから午後の授業を悶もん々もんとした気持ちで過ごし、帰りのＨＲが終わると、和己はもう一度世界史の教員室に駆け込んだ。しかし六山先生はすでにいなかった。まるで逃げられているようだ。

　とぼとぼと歩く和己。

　六山先生が森一海の事件のキーマンだと思ったのだが――

「吉永先輩、どうしたんですか？」

　廊下にかけられてある大きな姿見の前でポーズを取っている男がいた。

　ジャベール警部役の遠野瞬しゆんだ。相変わらず自分の姿を見てウットリしている。これが演技になると、自分をいっさい見ずに役に集中するからすごい。なんだかんだで、公私の区別はきちんとしている真ま面じ目めな男というのが、和己の印象だった。

「遠野君……」

「美しさの秘ひ訣けつでも聞きに来たんですか？」

「ちがうよ！」

　そもそもこんなところで遠野は何をしているのだろうか。もう放課後だし、そろそろ練習に行かないとまずいのではないか。

「遠野君、六山先生見なかった？」

「いいえ、見てませんよ。それよりも吉永先輩――ずいぶんと落ちこんだ顔をしてますね？」

「……そう見える？」

「演技のことなら気にしないでいいですよ。順調に良くなってますから」

「そうじゃなくて――八年前の事件について、ちょっとわかったから」

「ああ、それですか……正直、ボクはあまり興味ないんですよね」

　と、遠野はつまらなさそうな顔をする。

「どうして？」

「ボクは演技にしか興味ありませんから。この台本が誰の手によって書かれたのか、八年前に何があったか――なんて、ボクの知ったことじゃないですよ」

　と、遠野は前髪をかきあげながら、爽さわやかに毒を吐いた。

「――だいたい八年前のことがわかったところで、演技がうまくなるわけでもないでしょう。それで誰かが助けられるというわけでもないし。そういう非効率的な事って、ボクの主義に反するんですよね」

　早口になる遠野。

　嫌味なことを言っているのだが、和己にはどこか違和感を感じる。遠野が普段あまりこういう事を言わないからだろうか。それとも、彼がなんだか焦っているように感じられるからだろうか。

「効率で思い出しましたけど、ひょっとして部長の策略なんじゃないかって思う時もありますよ」

「なにが？」

「全部ですよ。台本から脅迫状から、全部。あの人、なにげにそーいうところはキレますからね」

　冗談なのか本気なのかわかりにくい笑みを浮かべる遠野。

　林吾がそんなことをするだろうかと、一瞬考える和己。

　しかし林吾の普段の性格から鑑かんがみて、絶対にないと思うのだ。林吾ならば脅迫状など使わずに、もっと直接的な手段をとるに違いない。

　すると遠野はばつが悪そうにそっぽを向き、弁解するようにこう言う。

「まぁ……でも、演劇部の存亡の危機ってのはわかるんですよ。でも、ボクが演劇部のためにしてあげられるのはそこじゃない。ボクは顔も演技もサイコーですから、舞台の上で役に立ちたいんです――それしかできませんから」

　最後に遠野はいつもの自信過か剰じような笑顔を見せた。

　彼は彼なりに思うところがあるのだろう。しかし彼は調べることを捨て、演技に専念することにしたのだ。それが彼の精一杯の「演劇部の守り方」なのだと、和己はわかった。

　しかし和己は、遠野とは違う。

　事件を調べて、作者と脅迫者を知ることが、どうしても必要だと思ったのだ。

「僕は……遠野君たちの役に立つ方法がわからないから、いろいろ手探りなだけなんだよね。それに、そうした方がいいって、僕が勝手に思ってるだけだから」

　すると遠野は映画俳優のように大おお仰ぎような動作で肩をすくめる。

「さすが吉永先輩ですね――桃ももちゃんがご執しゆう心しんなのも理解できます」

「え？」

　和己が聞き返す前に、

「それじゃあ、ボクはボクなりに演劇部に貢こう献けんしてきますよ。先輩は六山先生を捜してから練習ですよね。桃ちゃんに伝えておきます」

「あ、ありがとう……」

　指を二本立ててビシッとポーズを決めたあと、廊下を走り去っていく遠野。なんとなく先月見たお祭り騒ぎが大好きな集団に通ずるものを感じる和己だった。

　少しだけ遠野の考え方がわかり、ちょっと心が満たされる和己だが、雑談しているヒマはなかったのだ。六山先生を捜して、真実を聞かなければ。

　そう思い直して歩き出すと、

「おっと」

「あ、すみません！」

　下を向いていたので、廊下で誰かとぶつかってしまった。

　――生活指導の大おお場ば先生だった。

　その姿を見た途端、反射的にムカッときた。

「大場先生！」

　生徒と教師の立場も忘れて、和己は大場先生の肩を摑つかんだ。

　激怒する和己の目が、大場先生をわずかにすくませる。

「どうして六山先生が森一海さんと同級生だったこと、教えてくれなかったんですか!?」

「……調べたのか」

「あの時、どうして教えてくれなかったんですか……？」

　生徒がジロジロ見るのも構わずに、和己は責めた。

　大場先生は和己に肩を摑まれたまま、うなだれている。

「すまん……六山先生をかばったのは、私の個人的な感情だ。もしも彼が当時の生徒だと知れば、君たちは六山先生を責めただろう。彼だってそれは辛つらいと思ったからだ」

　あの時はなんの情報もなかった。だから、森一海に関係があると聴いただけでも、何か聞きだそうと六山先生を問いつめただろう。あの事件に関係する人達は例外なく、周囲からの質問攻めを嫌うはずだから。

「そうですね……そうかもしれない」

　この際、遠慮なく訊きいてしまおう、と和己は思った。

　かねてからの疑問を口に出してみる。

「あの……先生方で、演劇部を陥おとしいれようとしてるなんて事、ないですよね？」

「はぁ？」

　ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔で驚く大場先生。

　しかし生徒の悩みを聞くのには慣れているのだろう、すぐに和己の言わんとしていることを理解し、

「いや……それはないよ。事件のことを知っているのは、私と内ない新あら先生と六山先生くらいだ。仮に脅迫者が我々の誰かだとしても、先生全員で共きよう謀ぼうするなんて事はしない」

「そうですか……」

　きっと本当なんだろうと思う。もしも噓うそをつくならば、もっとマシな噓をつくだろう。

　途端に、恥ずかしい質問をしてしまった自分を責めたい気持ちに駆かられた。

「すいません……疑ったりして」

「なーに、生徒に嫌われるのは慣れてるからね。これでも生活指導の先生だ」

　大場先生はにっこりと笑い、

「そろそろ離してくれるかね？」

「あ、すいません！」

　感情に身を任せたとはいえ、なんという真似を。停学になってもおかしくない無礼だが、大場先生は笑って許してくれた。

「あの……迷惑ついでに訊きたいんですけど、六山先生は今どちらへ？」

「彼は今、森一海の実家にいると思う。毎年この時期になると墓参りにいくそうだよ」

「墓参り……」

　まだ日は落ちていない。

　場所によっては、今から行けば間に合うかもしれない。

　和己は大場先生にもう一度礼をすると、事務室に走った。あそこなら昔の生徒の住所がわかるはずだから。

　携帯電話を取り出し、すばやくメモリーを操作する。

「あ、桃ちゃん？　ごめん、今日の練習休みたいんだけど……」
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　和己の応対をした事務室の人も菜々色高校に長くいるらしく、森一海の名前を出した途端に態度が変わった。八年前の事件で一番大変だったのは、この事務室だったという。最初に電話を受けるのがここの電話だったため、ノイローゼにかかるほどの大量の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを聞いてきたそうだ。

「もっとも、今でもそういう電話はゼロじゃないけどね」

　と苦笑する事務員のオバサンの顔には、和己が一つも持っていない小こ皺じわが無数にあった。この皺の一つ一つに、当時の思い出が刻まれているように……少なくとも和己にはそう見えた。

　森一海の住所などはプライバシーに関かかわるので教えてもらえなかったが、代わりに彼の骨が眠っている墓地への行き方を教わった。ここから電車で一駅だという。

　そうして和己は電車に揺られて、森一海の墓へと向かう。

『ここまでする必要があるのか？』

　夕焼けを浴びてオレンジ色に染まる電車。和己の隣に座っていたガーゴイルが尋ねた。

「ある……んだと、思う」

　あの「超・ミゼラブル」は八年前のジャン・バルジャン――森一海を突き落とした誰か――を断罪するものだ。だから主人公がジャベール警部なのだ。

　八年前のジャン・バルジャンが六山先生だとは思っていないが、もしも本当に森一海を突き落とした犯人が居るのなら、それを突き止めるべきだと思う。演劇部の公演のためだけでなく、森一海本人のためにも。

『して、その事件を調べてどうするつもりなのだ？』

　探偵ごっこをするつもりはない。

　だけど、どうしても気になるのだ。

「……もしも森一海さんを突き落とした犯人が、今でものうのうと暮らしていたら、ガーくんはどうする？」

『罰する。法の名の下もとに』

「うん、だよね……」

　ガーゴイルの意見は正しい。ジャベール警部の行動理念とまったく同じだ。

　だけど――本当にそれでいいのか。

　和己がその犯人ジヤン・バルジヤンに同情してしまうのは、その役を演じているからだろうか。

『着いたぞ』

　ガーゴイルの言葉と同時に身体からだが揺れた。

　慌あわてて和己はカバンを持って席を立った。




　曲がりくねった山道を数十分ほど歩いて、その墓地にたどり着いた。学校の校庭ほどの広さで、遠くまで墓石が見渡せる。平日ということもあり、人影はない。

　もうすぐ日が落ちる。六山先生はまだいるだろうか。

『和己』

　ガーゴイルの視線の先を見ると――そこに小さな人影が見えた。迷路のような道をなんとかたどり、その墓まで近づく。

　墓石の前でタバコを吸っていたのは、まさしく六山雅之先生その人だった。ギターケースを持っていたので、すぐにわかった。

「よっ」

　タバコを持った手を軽く挙げて、和己に挨拶する六山先生。













　いつも授業や練習で見る、のんびりとした、フォークの似合う先生のままだった。

「遅かったな、吉永」

「来ること、知ってたんですか？」

「うん、大場先生から電話あったぞ。だから帰らないで待ってたんだよ」

「す、すみません……」

「まぁとりあえず、手でも合わせてけ」

　六山先生に勧すすめられるまま、和己はその墓の前に立つ。

　花を買ってくるのを忘れた。しかし今さら買いには戻れないので、手を合わせるだけにとどめておいた。

　――これから、あなたを見せ物にするような演劇をやります。どうか許して下さい。

　瞳ひとみを閉じ、和己は心の中で懺ざん悔げした。

『汝なんじの魂たましいが安らかに眠らんことを……』

　石像なので手を合わせられないガーゴイルは、和己の隣で祈りの言葉を捧ささげていた。

『――ケルプに教わったのだ』

　何もたずねていないのに、恥ずかしそうに答えるガーゴイル。

「八年も経たったんだなぁ……」

　煙を吐きながら、小さな声で六山先生がつぶやいた。

　振り返った和己が何か言う前に、六山先生はギターケースからアコースティックギターを取り出した。

「話の前に、まぁ一曲歌わせてくれ」

　鎮魂歌レクイエムのつもりなのだろう。周りには人も家もない。誰にも迷惑はかからない。

　六山先生の手が弦げんに触れた。

　それはいつも授業で鳴らしているようなフォークのたぐいではなかった。クラシックだ。いつも明るく笑って、生徒に「授業を進めてください！」と怒られるフォーク先生が奏かなでるような楽曲ではなかった。

　五分ほどの演奏を終えた時、和己は拍手すべきか迷った。

　迷っている間に、演奏の余よ韻いんが遠くなってゆく。

「なぁ……吉永」

　ギターを手でもてあそびながら、六山先生が尋ねる。

「僕が一度も屋上でギターを弾いたことがないこと、知ってるか？」

「……知りませんでした」

　言われてみれば、屋上の方が気持ちいいはずだ。授業中や部活動の時に弾くよりも、人に迷惑もかからない。

「もう知ってると思うけど、僕は森の同級生だった」

「……はい」

　ギターをしまい、立ち上がる六山先生。

　遠くの山の向こうに、日が落ちて行く。

　森一海の墓にそっと手を置き、六山先生ははっきりとこう告げた。

「そして――僕はあの事件の時、一緒に屋上で遊んでいた」

　墓石に置かれた六山先生の手が、ぎゅっと握られる。

　彼の脳裏で、八年前の光景が蘇よみがえっているのだ。
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「焚たきつけといてなんなんだけどさ、おまえもっとほかに場所選べなかったのか？」

　公園で子供と一緒に遊んでいた一海をひっぱりながら、学校への道を戻る。

「仕方ないじゃない……学校の回りで練習する方がもっと恥ずかしいよ」

「まーな。観に来るのはほとんどウチの生徒だもんな」

「でしょ。ちょうどいい場所があの公園くらいしかなかったんだよ」

　演技が子供にウケたせいか、一海はちょっと上機嫌だった。

　女みたいな顔で微笑ほほえまれると、こっちまで恥ずかしくなる。いつも思うのだが、こいつの制服だけ女子用に変えた方がいいんじゃないだろうか。

「でもね、いつもよりも収穫はあったよ！」

　手をバタバタ振って、嬉うれしそうに語る一海。

「ほー、羞しゆう恥ちプレイに目覚めたか」

「違うってば！　ロックはどうしてそういうエロいことばかり言うの？」

「エロは男子高校生のアビリティだろ。お前がおかしいんだよ。で、何が収穫なんだ？」

「ああ、そうそう、あのね、子供達に見てもらってわかったんだけど、やっぱり演劇って楽しいね！」

「なんだそりゃ」

「やっぱりね、お客さんの笑顔が一番だと思うんだよ！　あの子達の楽しそうな顔を見てて思った！　全すべての役者さんって、あの顔のために頑張ってるんだなぁって」

　曇くもりのない顔で笑いかける一海。

　まったく純真なこの顔――自分が持っていなかったものだ。

　普通の奴が言ったところで、ただのクサイ男だと言われるだけだが、一海の口から出るその言葉は妙な力を生む。よくはわからないのだが、それは魅力に近い何かなのだろう。だからクラスでも人気があるのだ、こいつは。

「なーにクサイ台詞せりふいってんだよ、おまえは」

　ちょっと羨うらやましくなったので、ヘッドロックをかましてみた。

「痛い痛い痛い！」

　なまじ顔が可か愛わいい分、イジメ甲斐もあるのだ、こいつは。

　テキトーに締しめたあと、介かい抱ほうしてやる。ちょっと顔が赤くなっていた。

「イタタ……痛いよ、ロック」

「あ、悪い。ちょっと締めすぎたか。大丈夫か？」

「うん、平気平気」

　パタパタ手を振りながら、それでも一海は何か言いたそうにしている。

「……なんだよ」

　すると一海は急に真面目な顔でこちらに指を突きつけ、

「ロックなんてあだ名がついてるのに、クサイ台詞満まん載さいのフォーク好きとはこれ如い何かに」

「てっめぇ！」

「あはははははー！」

　それから学校に着くまで、追いかけっこを続けた。

　あんなにはしゃぐ一海は久しぶりだった。

　朱しゆに交まじわって赤くなったに違いない。




　人気者だったはずだ。

　クラスの誰とも通じる話題があったし、性格もいいし、気のつく奴だ。それをやっかむようなバカがいなかったこともある。それでもあまり目立たない方だった。あいつ自身が話題の中心にいることを好まなかったのだろう。

「よっ……と」

　その日、たまたま屋上でメシを食った集団の一人に、一海がいた。

　一海は購こう買ばいで買ったパンをモソモソ食べながら、いつものようにバカ騒ぎに混じっていた。

「ロック、まだー？」

「うるせーな、ちょっと待ってろよ」

　一海に急せかされて、ギターの調弦を急ぐ。

「今日はどんな曲にするんだ？」

　ほかのクラスメイトがそう訊くので、テキトーに答える。どうせ言っても知らない曲名だ。

　曲名は知らずとも曲には興味があるようで、よく屋上ではリサイタルを開いたものだった。それがまたウケるもんだから、調子に乗っていたふしもある。

「よーし、オッケー」

　ギターをかき鳴らし、昨日覚えた曲を歌う。

　メシの後のささやかな休息だ。こっちは働かされているわけだが。

　屋上で歌うのは、風ふ情ぜいがあると思っていた。なにより開放感があるし、風に音を運んでもらうようなセンチメンタルな気分もあったと思う。一番の理由は、ほかに弾く場所がなかったからだが。

　当時、フェンスは一メートルほどの高さだった。

　高校生にもなって登るようなバカはいないと学校は思っているようだ。

　だけど、バカはここにいた。

「おい、危ないって！」

　一海がいきなりフェンスに登り出したのだ。

「降りろバカ！　一海！」

「へっへー、大丈夫だよー！」

　フェンスの頂上に座って、優雅に風を浴あびる一海。

　まるで綱渡りをするピエロのように危なっかしくて、楽しそうだった。そんな姿を見て、クラスメイトがさらに高こう揚ようする。フェンスの上で楽しそうに笑う一海の姿が、フォークソングと綺麗なほどにマッチしていた。

　根拠のない自信は若者特有のものだが、この時は自信を通り越して慢まん心しんと言えた。喝かつ采さいを浴びせるクラスメイトに、ギターの音が高鳴り、一海も身体を揺すり始める。

　あの時、誰か一人でも一海を止めていれば――




　一海の遺い影えいは、怖こわくて見られなかった。

　だからあいつを最後に見たのは――屋上から見た姿だった。

　屋上にいた連中を、教師も友達も責めなかった。通夜で泣き叫ぶ演劇部の連中や、親族達の声が、何よりの責め苦だった。

　騒ぎが大きくなったのは、あの通夜の時に聞いた母親の一言だったと思う。

「誰よ！　うちの子を突き落としたのは、誰なの!?」

　――そんな奴がいたら、こっちが教えて欲しいくらいだ。

　息子を亡なくした気持ちは、わからない。

　自分の息子が、自分の不注意で死ぬはずがないと信じこみたいのだ。周りにいる親族が「あれは事故だ」といくら言っても聞いてくれなかった。

　だが、その母親の問いを信じる者が出始めた。あまりの強い叫びに、心を動かされたのだろうか。そいつらは、事故という前提をも覆くつがえそうとした。




　あの時、屋上にいた生徒が口くち裏うらを合わせて事故に見せかけているのでは――




　見えない殺人者を捜し始める動きが出てきた。

　あの時屋上にいた生徒は、否定するしかなかった。事実をありのままに説明しても、歪ゆがんだレンズでものを見ている人間には通じない。

　幸いなことに、教師は信じてくれた。普段からバカをやって迷惑をかけているから、一海が突き落とされるような生徒ではないと確信しているのだ。

　責めるのは、何も知らない人間達ばかりだ。

　噂うわさが噂を呼び、やがてマスコミに嗅かぎつけられる。

　存在しない罪人を求めて、噂という正義の味方が押し寄せてくる。




　それから先のことは知らない。

　ずっと家の中で布団にこもっていたから。
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　昼間はあんなに晴れていたのに、雨が降り出していた。

　フロントガラスに当たる雨粒あまつぶがベース音のように聞こえ、せわしなく動くワイパーが指し揮き棒ぼうのように見えた。それを背景に聴く旋律せんりつは、六山先生の昔話だった。

　後部座席に座っている和己もガーゴイルも、一言もしゃべらなかった。

　もちろん口をはさむべき所じゃないのもあるが、六山先生の話が物語のように整然としているからだった。

「まぁ……そんなわけで、僕はのうのうと生きてるよ」

　右手でハンドルを握りながら、六山先生はタバコに火をつけた。これで話は全て、ということなのだろう。

　それからも車は無言で走り続けた。

　訊きたいことはいっぱいあるはずなのに、和己の唇くちびるが動かなかった。

「吉永ん家ちって、こっちでいいんだよな？」

　赤信号で停とまった時に、六山先生が尋ねる。

「あ、はい。そうです」

　やがて信号が青に変わり、雨の中を車が走り出す。

「……何か訊きたいことがあるんじゃないのか？」

「はい……」

　バックミラーから見える六山先生は、無表情だった。何から訊こうか逡しゆん巡じゆんしていると、ガーゴイルが先に質問した。

『では我われから訊かせてもらおう。まず森一海は本当に事故で落下したのだな？』

「ああ……思い出したくもないが、フェンスの上ではしゃぎすぎて、そのまま勢い余って……本当に、マヌケな奴だった」

　本心で言っているのではないだろう。

　最初に囃はやし立たてたのは、先生のギターなのだ。自責の念は一番強いはず。

『では次の質問だ。あの台本を書いたのは、汝ではないのか？』

「えっ？」

　この質問は和己にとって意外だった。

　あの「超・ミゼラブル」は、言うならば八年前の罪を責める作品だ。そんなものを六山先生が書いてどうするというのか。

「そうだね。あの台本が八年前の事件をモチーフにしているのなら、僕はまさしくジャン・バルジャンということになる。自みずからを悔くいる意味で台本を書いたとしても不思議じゃない」

　と、いうことは六山先生は懺ざん悔げのつもりであの台本を書いたというのか。

「……でも、書いたのは僕じゃないよ。僕はあくまでジャン・バルジャンだ。ジャベール警部じゃない」

『そうか』

「だけど、あの台本を上演するのは賛成だ。僕の――僕以外の人達の罪も、それで裁さばいて欲しい」

『むう……』

　ガーゴイルは神妙に唸うなっている。

　その六山先生の言葉で、和己は確信する。彼は八年前の事件に一番近い人物だが、彼が演劇部を脅迫するような真ま似ねは絶対にしないと。もしも六山先生に罪があるとするならば、今まで和己たちに黙っていたことくらいだ。

　森一海が転落したのは――本当に、ただの事故なのだ。

『我は汝を裁けぬ。汝は咎とが人びとではない』

「ガーゴイルくん……」

『我が裁くのは、罪を背負う者のみだ。仮に汝が森一海の死を防げなかったことが罪だとするならば、汝はそれを償つぐなっている。我の出る幕はない』

　ガーゴイルはいつものような冷静な口調で、淡々と告げる。

　裁くことと許すことは、相あい反はんするものである。ガーゴイルが悪人を裁く者だとするならば、同時に許す力も持っていなければならない。

　ガーゴイルの許す力とは、守る力だ。

『故に、我は汝の味方だ。怯おびえる必要はない』

「怯える……僕が？」

『裁いて欲しいと言ったな。しかしそれは噓だ。汝は裁かれるのが怖いのだろう？』

「……かも、しれない」

　六山先生の溜ため息いきが聞こえた。

「裁いてほしいのなら、自分から言い出せばよかったんだ。それを僕はずっと待っているだけで……君たちに隠し事までしていた。だからこそ、今度の演目はチャンスだと思ったんだ。教師として、情けないねホント」

　寂さびしそうに笑う六山先生に、和己もガーゴイルも言葉がない。

　今の六山先生は、どんな慰なぐさめの言葉も必要としていない気がしていた。

「――僕が教師になったのも、あいつの死がきっかけなんだ」

　御ご色しき町ちようを通る国道を走る車。知り合いの東ひがし宮みやの家を通り過ぎた。そろそろ我が家にたどり着く。そうすれば質問タイムも終わりだ。だけど和己は質問するつもりはなかった。

「あの一件で身をもって知ったよ。言葉は力だ。どんな力にもなる」

「力……ですか」

「会話のキャッチボールって言うけど、キャッチボールにもいろいろあるだろう、ボールの種類もあるし、投げる力も違う。捕ほ手しゆの取りやすい球を投げる人もいれば、中にはグローブを持っていない奴にトゲつきのボールを全力で投げる奴だっている」

　表現は奇妙だが、六山先生の言いたいことはわかった。

「一海が目指していた言葉の力は、あの時の嫌な噂とはまったく正反対のものだった。あいつは芝居のメッセージ性をお客さんに精一杯伝えようとしていた。だから僕も、言葉の正しい使い方を、これからの子供達に伝えたかったんだ」

『それで汝は演劇部の顧こ問もんをやっているのだな』

「そうさ。本当はギターも捨てたかったんだけど――歌もメッセージだからね。大事な力だ」

『そうか――』

　本物の攻撃力しか持っていないガーゴイルにしてみれば、色々な力の重要性を知っている六山先生が羨うらやましいのだろうか。声が少し寂しそうだった。

「だから、君達も公演を成功させてくれよ」

「はい」

『うむ。任せるがよい』

　あの角を曲がれば、もう吉永家だ。

　車がゆっくりとスピードを落とし、狭い角を曲がる。

「それと――」

　ハンドルを切り替えしながら、六山先生。

「もしも脅迫状を書いた人が見つかったら、僕に教えて欲しい」

「どうするんですか？」

「決まってるだろう――叱しかるのさ。うちの演劇部に何をする、ってね。それが教師の仕事だ」

　笑った後につけ加えて、

「その後、じっくり話をしたい。八年前の六山雅之としてね」

　車が吉永家に着いた。

　後部座席から降りて、丁てい寧ねいに礼を言う和己。

　運転席から手を振る六山先生は、いつも通り、呑のん気きな笑顔だった。
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　その日の夜。吉永家の子供達の共有部屋で、和己はクッションに埋うもれながら考えこんでいた。しかし色々なことが頭の中をよぎり、考えがまとまらない。

　双ふた葉ばは和己が練習を休んでも、舞台作りに勤いそしんでいた。なかなか素質があると林吾に言われたそうだ。和己と違い、ウジウジ悩むよりもハンマーを振るっていた方が似合うのだろう。スッキリとした顔でいつもより早くベッドに潜もぐりこんでしまった。

　和己は眠れない。

　六山先生のこと、森一海のこと、台本のこと。

『考えても始まらないと思うが』

　共有部屋のテーブルの上からガーゴイルの声がするが、和己は振り返る気力もなかった。

「でも……このままじゃダメだよ」

　病人のような声で返事をする和己。

『それはそうだが』

「六山先生はずっと逃げたままだったんだ。原作のジャン・バルジャンと一緒で、仮釈放から逃げて、怯えて過ごしてたんだ」

『しかし六山殿は脅迫者ではない。和己も分かっているだろう』

「うん……裁いてほしいって言ってたもんね。あれは噓じゃないと思う」

　だから六山先生は演劇部の顧問として、今まで協力してきたのだ。

　脅迫状が届いた時は、さすがに顧問として止めなければならなかったろうが、それさえなければ六山先生は救われていたに違いない。ひっそりと、自分だけが。

「六山先生も、被害者なんだよね……」

『うむ。だから我は困っている』

「どうして？」

『敵がはっきりしたからだ。今度の敵は――実体がない。噂や台本に込められた言葉、それらの見えない想いが演劇部と六山殿を苛さいなんでいるのだ』

　ガーゴイルは悔しそうに唸っている。

　存在しない敵に光線を打つことはできない。

　どんなにガーゴイルが強く、硬くてもどうにもならないのだ。

『だから今度ばかりは和己の力が必要になる』

「僕の？」

『前にも言ったが、我は戦うことと守ることしか出来ぬ。だが汝は我に出来ないことが出来る。人として、人の悩みを解決することが出来る。それが六山殿の言うところの、力なのであろう？』

「……でも、僕に何ができるかな」

　和己にはガーゴイルのような武力はない。それに漫画に出てくる少年探偵のような頭脳もない。林吾のような行動力もない。

　ところが、

『汝はすでに実行しておる』

「え――？」

　どういうことか質問したかったのだが、和己の記憶はそこでぷっつりと途切れている。

　なぜかというと、ママが部屋に乱入してきて、パワーボムで和己をベッドに叩たたきつけたからだ。これでも疲れている和己の身を案じてのことらしい。母の愛も様々である。




　　　　　[image: ]




　一夜明け、放課後。あと九日。

「そうか、わかったぞ！　奴がバルジャンだと突き止める方法が！」

「よーし、そこまで！」

　林吾が手を叩き、フランスの警察署は講堂のステージに戻る。

　舞台でジャベール警部になりきっていた男も、合図と同時に遠野の顔に戻った。

　講堂から軽い拍はく手しゆが起こる。バスケ部とバレー部の連中だ。演劇部が使っていいのはステージだけなので、必然的に室内運動部の視界に入ってしまうのだ。キャプテンに怒られながらボールを拾いに行く運動部は、なんとなく面おも白しろかった。

「遠野、今の言い方、もっと溜ためられるか？」

「はいはい、どのくらい溜めましょうか？」

「そうだな……たとえるならば、ゲージ満タンまで溜めたメンズビームかな」

「……さっぱりわかりませんが、努力します」

　言葉のニュアンスで理解しようとさせる林吾も林吾だが、やろうとする遠野も遠野だ。

　和己は舞ぶ台たい袖そでからそんなやりとりを笑って見ていた。同時に、自分の台本とずっとにらめっこしている。

　今のシーンは和己扮ふんするジャン・バルジャン市長が、娼しよう婦ふファンティーヌを騙だまし、殺してしまうシーンだ。たびたび断っておくが、原作のジャン・バルジャンはそんな真似はしない。

　ファンティーヌの死に怒りを覚えるジャベール警部だが、ジャン・バルジャン市長は立場にものを言わせて、裁判すらもはねのけてしまう。その裁判で、ジャベール警部はヒントを得るのだ。

「うおーっ！　ガーゴイルさんサイコーッス！」

　何事かと見てみれば、ガーゴイルが数本の材木を宙に浮かせていた。しかもその材木を組み合わせて、椅い子すを作ってしまう。ちょうど椅子が一個足りないと悩んでいた所らしい。ガーゴイルが組み立てた椅子を、部員達が釘打ちして固定する。果たして出来上がった椅子は、片足で乗っても倒れないほど重心の安定したモノになった。

「ガーくん、こういう技術ばかり上手くなって……」

　だが戦闘技術ばかり上達するよりは、はるかに嬉しい和己だった。

「いいかガーゴイル！　絶対に押さえてろよ！」

　そしてできあがった椅子に乗った双葉が、高いところのパネルに釘を打ち始める。なるほど、足りない椅子とは双葉用の昇しよう降こう台だいのことだったのか。

『わかったから早くするのだ』

「うおりゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　頭にバンダナを巻いてクギを打つ双葉。男子よりも様になっていて、女子部員から可愛がられていた。げっそりと演技練習をしている和己から見れば、ストレスが発散できそうでうらやましい。

　すると和己の後ろを通りがかった大道具担当の小こ森もりが、ぼそりとつぶやく。

「吉永先輩。あの子、正式にうちの部員にする気はないですか？」

「それは双葉ちゃんに訊いてよ……」

「勿もつ体たいない。あれほど金槌ナグリが似合う子は、なかなかいないのですが……」

　真剣な顔で双葉を見つめる小森。

　まったくもって否定のしようがないのが、兄として複雑だった。

「ハーイみんな、ちょっと休憩しましょー！」

　桃の合図に、部員達が元気に返事をする。

　バラバラと散る部員を見送った後、桃は首から提さげたタイマーを確認し、そして和己の元へ走り寄っていった。

「センパイ！　おつかれさまー！」

「桃ちゃんの方こそ、おつかれさま」

「あたしは全然ヘーキですよ！　センパイとは鍛きたえ方が違いますからね！」

「頼もしいなぁ……」

「でないと舞台監督なんてやってられません！」

　きっぱり言い切る桃。双葉に似て、働く時は勇ましい子だ。

　しかし双葉と違い、ピンチには弱いようだ。脅迫状が来た時など、本当に怖い時には女の子らしく泣いたりもする。

　だから部員にも人気があるのかなと、和己は思う。

　少なくとも和己は、彼女の泣き顔を見たくないから頑張っているのだ。演技も、事件の調査も。

「センパイ、さっきの演技良かったですよー。まさに悪役！　って感じで。あたしだったら背中向けて逃げますね」

「うーん、ほめられてるんだか……」

「ほめてるんですよー。本当はセンパイ、すごく優しいって知ってますから」

「え……」

　ぽんぽん、と和己の肩を叩いて、桃は走っていってしまう。おかげでツッコミを入れることもできなかった。

　雑談する者、ジュースを買いにコンビニに行く者、作業を続ける者など様々だったが、林吾は相変わらず台本に書きこみを続けていた。

「林吾、ちょっといい？」

　そんな林吾のそばに座る和己。

「おう、和己。おまえやっぱりだんだん演技上手くなってるな。遠野が生き生きしてたぞ」

「え、そう？」

「ああ。二人とも演技しやすそうだった。会話が弾はずんでたぞ」

「そっかなぁ……」

　意外と林吾はほめ上手だ。彼にそう言われると、信じてしまいそうになる。

　その期待に応こたえるように頑張らねば、と思ってしまうのだ。

「で、どうしたんだ？　桃なら買いだしに行ってるぞ」

「なんでそこで桃ちゃんが出るの？」

「いやぁ……そりゃあお前さん、訊くのはヤボってもんでしょうがヘッヘッヘ」

「林吾！」

「うひゃひゃひゃ！　まぁ兄としては複雑だがな！　がんばれ、優しい和己センパイ！」

「……聞いてたのね」

　地獄耳の林吾を睨にらみつける和己。林吾はわざとらしくおどけるだけだった。

　とりあえず桃のことは置いておき、和己は用件を告げることにした。

「あのさ……この次のシーンなんだけど」

「ああ、そこか」

　和己が台本を開いて、そのページを見せる。

　そのシーンでは、市長がジャン・バルジャンであることを暴あばくため、ジャベール警部は偽にせ物もののジャン・バルジャンを告発する。そこには市長も同席してもらうわけだが、いわれのない罪で終身刑になろうとしている男を、ジャン・バルジャンは笑って見ているだけなのだ。

　だが、そこへ証人として現れた囚人が市長を指して「あいつがジャン・バルジャンだ！」と叫ぶ。その囚人は、八年前までジャン・バルジャンと臭くさいメシを食った仲なのである。かくしてジャン・バルジャンは正体がばれ、一巻の終わり――という流れになっているのだが……。

「僕、やっぱり納得できないんだ。ジャン・バルジャンは過去の罪を悔くいてるはずなんだよ。ここで改心しなかったら、ジャン・バルジャンは本当に悪人になっちゃうよ！」

「ふーむ……悪人ねぇ……」

　林吾は台本をペラペラめくりながら和己の話を聞いている。

「だがよ、この台本だとジャン・バルジャンは悪人なんだろ？　だったらトコトンまで悪の道を突っ走った方がよくないか？」

「ダメっ！」

「……なんだ、やけに自信満々じゃねーか。よし、聞こうじゃねーか」

　林吾が手で示すと、和己はコホンと咳せき払ばらいして話し始める。

「あのね、この台本は八年前の事件がモデルなんでしょ。だったら、八年前の事実にそって役作りした方がいいと思うんだ」

「そりゃそうだけどさ、お前、八年前のジャン・バルジャンって知ってるのか？」

「うん」

「なにぃ!?」

　大おお袈げ裟さに驚く林吾を見て、和己はにんまり笑う。

　色々な人達には悪いが、ちょっと優越感があったりする。

「やっぱり誰かが突き落としたのか!?」

「ううん、違うよ。あれはやっぱり事故だったんだ」

「でも、ジャン・バルジャンはいるんだろ？」

「うん」

「……？」

　真剣に考えこむ林吾の気持ちはわからないでもない。六山先生が八年前のジャン・バルジャンだとしても、本当に罪を犯したのはジャン・バルジャンではないからだ。そもそもジャン・バルジャンは六山先生一人でもない。

「じゃ、じゃあジャベール警部は!?」

「――え？」

「ジャン・バルジャンがいたとして、それを追いかけるジャベール警部は誰なんだ!?」

　八年前のジャベール警部。

　これは和己も答えられなかった。

　八年前の罪――ジャン・バルジャンを追いかける、この台本の主役。

　脅迫者。

「あれ？」

　和己の頭がこんがらかる。

　よく整理してみよう。

「……ジャベール警部は、八年前の罪を追っていて……てことは、この台本の作者は、ジャン・バルジャンを告発したくて……」

　繋つながらない。

　脅迫者が、この公演を止やめさせようとする理由がわからない。

　六山先生以外にもジャン・バルジャンがいるのだとすれば……。

「ねえ林吾。うちの学校に六山先生と同じくらいの歳としの先生っている？」

「なんだいきなり……」

　突然話題を振られても、林吾は律りち儀ぎに考えてくれる。

「音楽の館たて山やまちゃんは？　ほら、あのお嬢様学校で育ったっていう」

「じゃあダメだ……」

　そもそも、どうしてジャベール警部を脅迫者だと思ったのだろう。

　告発したがっている警部と、止めさせたがっている脅迫者では、全然違うじゃないか。

　それに脅迫状の文面を思い出すと――「８ネンマエ　ノ　ジャンバルジャン」という名前が出てくる。つまり脅迫者はジャン・バルジャンとして、自分の罪を晒さらされたくないと考えるのが当然だ。

　だけど――

「おーい！　演劇部！」

　その時、ステージ下でバスケ部の連中が声をかけてきた。

　一番ステージ前面に近かった林吾が応対する。

「おー、どうした？」

「これよかったら使ってくれ！」

　長身のバスケ部員が林吾に渡したものは、一箱分のスポーツ飲料の粉末だった。

「なんだ、どうしたんだ、これ？」

「俺のかーちゃんが懸けん賞しようで当ててさ、かなり余ってるんだよ」

「へー、サンキューな！　おーい、みんな！　バスケ部からお裾すそわけだぞー！」

　林吾がステージ裏に声をかけると、演劇部員がワラワラ集まってきて、

「ありがとうございまーす！」

　と、カーテンコール用の丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしてみせる。

「俺達も応援してるぜ！　脅迫に負けんなよ！」

「おう、観に来てくれよ！」

　林吾とバスケ部員ががっちりと漢おとこの握あく手しゆを交わす。

　その光景を見て、和己はようやく理解した。

「あーそっか……そういう使い方もあるんだ……」

　それならばジャベール警部と脅迫者が繋がる。

　と、すると、あとは誰がジャベール警部なのかさえわかれば――

「なんだ和己、おまえ粉末そのまま飲んでるのか？」

「違うよ！」

　いつものノリで否定する和己に、部員が笑う。

　気がつけば和己のキャラクターは、すっかり演劇部の中に溶けこんでいた。
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『――そうか。よく知らせてくれた』

　講堂の用具室には演劇部全員の荷物が置かれている。

　灯あかりのついていないその用具室の中央に、ガーゴイルが座っていた。

「ガーくん、小森くんが舞台見て欲しいって」

　暗い用具室の扉が開き、差しこむ光の向こう側に和己がいた。

　しかしガーゴイルは和己の言葉に応えない。

「ガーくん？」

『む、すまぬ。少し会話をしていた』

「誰と？」

『――脅迫者を知る者とだ』

　この用具室には荷物しかない。

　しかしガーゴイルには光線を出す以外にも、特殊な能力がある。

『和己よ、少し話していいか？』

「う、うん……」

　ごくりと唾つばを飲みこみ、用具室の灯りをつける和己。周りに誰もいないことを確認して、そっと入ってくる。

『この話をするのは、少々酷こくかも知れぬな……』

「どうして？」

『脅迫者が身近な者だからだ』

　しかし和己は意外に冷静に答える。

「……うん、そんな気はしてた」

『ほう？』

「脅迫者の目的を考えたら……そうなんじゃないかなって。誰かは知らないんだけどね」

　再三にわたる脅迫状は、しかし脅迫に留とどまっていた。演劇部の誰かや何かが直接被害にあったことはない。

　それどころか、脅迫状にも屈しない演劇部に賛同する味方が大勢ついた。

「あれだけ騒ぎになってるのに、ガーくんの出番が来ないっていうのは、嬉しいんだけどおかしいなって、ずっと思ってた」

　普通、脅迫者が公演中止を目もく論ろんでいるのなら、悪さの一つや二つしてもおかしくない。むしろ演劇部の増長ぶりに腹が立って仕方がないのではないか。

「そこで、考えを逆転させてみたんだ。脅迫者は演劇部の公演を成功させたいんじゃないかなって……つまり、脅迫状は話題を集めるための宣伝だったんだ」

『そうだ。この者が話すことも、和己と同じ意見だった』

「この者――？」

　和己はガーゴイルの視線の先にある物を見た。

　そして――

　和己は、いつまでもそれを見続けていた。

『何なに故ゆえそれに魂が宿ったかは、我も分からぬが……和己？』

　膝ひざから力が抜けた。

　受け入れるつもりだったが、いざ知ってみると、その衝撃はあまりにも大きかった。

「ごめんガーくん、ちょっとだけ……」

　和己はガーゴイルの身体を抱きしめた。

　硬い石の感触がした。突起が触れて痛かった。

　それでも今のショックを紛まぎらわせる方法を、和己はほかに知らなかった。































「えー、もうおわっちゃうの？」

「いや……さすがに三時間ぶっ続けはツライよ……」

　あれから少女は毎日公園に通っていた。

　役者のお兄さんはいつも同じ時間に同じ場所で演技の練習を始め、暗くなって少女がお母さんに小こ突づかれながら家に引っ張られるまで続けていた。

　最初は彼女の実の兄をはじめ、みんなが珍しがって練習を観ていたが、やがて誰だれも来なくなった。同じ演目の同じ役の同じ台詞せりふを何度も何度も聞かされては、誰だって飽あきて当たり前だ。

　でも、少女は飽きなかった。

　むしろその同じ台詞が、ちょっとだけ違ったりするのを発見するのが楽しかった。役者のお兄さん本人ですら気づいていない時もあったけれど。

「……なんで毎日来てくれるの？」

　汗をいっぱいかいて、役者のお兄さんが少女に訊きいた。

「おもしろいもん」

「そんなに面おも白しろいかな、僕の演技？」

「うん」

　テレビで観みる役者とは全然違う。

　スポーツだって生で見た方が面白いと言うけれど、それは演技も同じ事なのだと少女は思っていた。そのお兄さんが理由だったと気づいたのは、彼女がもっと大きくなってからだ。

「おにいちゃんも、おしばいたのしい？」

　少女は無む邪じや気きに聞き返す。

「うん！　すごく楽しいよ！」

　お兄さんも彼女に負けないくらい素直に笑って答えてくれた。

「でも、つかれるんでしょ？」

「疲れるよーメチャクチャ。大きな声出して舞台の上を走り回るのって、スポーツに近いからねぇ」

　タオルで汗を拭ふきながら、お兄さんは笑う。

「それに、色々悩むからねぇ。『この演技はどうしよう！』って」

「うんうん。おにいちゃん、いつも『むー』ってなやんでるよねー」

「でもなかなか上う手まくならなくてね……大変なんだよ」

「おつかれさまです」

「これはご丁てい寧ねいに、痛み入ります」

　頭を下げる少女に、お兄さんもわざとらしくお辞じ儀ぎする。

「でもね、それ以上に収穫はあるんだよ。どんなに疲れても、最後にお客さんの笑顔が見られたら、僕はそれだけで満足なんだ」

「えがお……？」

「うん、そう。僕は笑顔を食べて生きる妖よう怪かいなんだ～」

　ふざけて怖がらせようとするお兄さん。面白いからつい少女は笑ってしまう。

　妖怪「笑顔食い」は両手を上げてオバケのように少女の周りをぐるぐる回る。彼女が笑えば笑うほど、お兄さんも元気になる。本当に笑顔を食べているようだった。

　いつの間にか少女も立ち上がって、お兄さんから逃げ出す。追いかけてくるお兄さんから、少女は笑って逃げる。お巡まわりさんが見たら手錠を取り出しそうな光景だったが、彼女達は心から楽しんでいた。

「あ、そろそろ」

　公園の時計は、五時を指していた。

　今日こそちゃんと帰らないと、少女のお母さんに怒られるのだ。

「そうだね。ご両親に迷惑かけちゃダメだよ」

「わかった。またね、お兄ちゃん」

「うん、またね」

　お兄さんは手を振る。

　さっきよりも汗だくだった。こんなに疲れているのに、彼女と遊んでくれたのだと気づき、ちょっとだけ胸が痛んだ。でも、それ以上に遊んでくれたことが嬉うれしかった。

「よっと」

　制服を手に取るお兄さんが何かを落とした。

「おにいちゃん、おとしたよ」

「あれっ」

　少女が拾い上げたそれは、小さなバッジのようなモノだった。少女の親指の爪つめくらいの大きさで、虹にじのマークが書かれていた。それがなんなのか、当時の少女はさっぱりわからなかった。ただその虹がカワイイと思っていた。

「はい、おにいちゃん」

「ありがとう」

　バッジをお兄さんに渡すと、彼は少女の頭をそっと撫なでた。

「おにいちゃん、あしたもいる？」

「うん、ここで練習してるよ」

「わかった。じゃあ、またあしたね」

「うん、また明日」

　手を振って別れる少女とお兄さん。

　――彼女にとっての初恋、だったのだろう。

　お兄さんの演技が見たくて通っているんじゃない。少女は、お兄さんが見たくて通っていたのだ。

　彼女がそれに気づいたのは、次の日の放課後。

　誰もいない公園でひとり、お兄さんを待っている時だった。

　お兄さんは、その日から来なくなった。




　飽きたのだと思った。

　さもなくば演技のコツを見つけて、どこかの舞台で頑張っているのだと、少女は思いこんでいた。

　まさか知らない所で命まで奪われていたなんて、幼おさない少女が気づくはずもなかった。だから、彼女はただただ悲しんで、泣きじゃくった。

　そうして、役者のお兄さんのことは彼女の記憶の内に封ふう印いんされた。想い出の中の人物として心のアルバムにはさんだきり、忘れることにした。

　しかし中学三年の春、菜な々な色しき高校に通うことになった彼女の兄の制服を見た時、あの時のお兄さんの姿が克こく明めいに蘇よみがえったのだ。

　正確には制服ではなく、その校章だった。「菜々色」と「七色」をかけたのだろう、虹にじを模した洒落しやれたデザインの校章だ。そんな珍しい校章は、日本中を探しても少ないだろう。

　菜々色高校は少女の成績より一ランク高かったが、入れない高校ではなかった。ほかにも交通や成績で条件のいい高校はあったが、彼女は菜々色高校の入学願書を書いた。

　そして入学した後、少女はすぐに図書室で過去のアルバムを探した。

　ぼやけた写真の向こうで笑っているのは、あの時と変わらないお兄さんだった。

　そうして、彼女は森もり一かず海みという名前を初めて知る――




　森一海と兄のあとを追うようにして演劇部に入った少女は、それなりに楽しい高校生活を送っていた。しかし一方で森一海の事件を独自に調べていた彼女は、彼を亡くした不幸な事故が、実は事件ではなかったのかという噂うわさに行き当たる。

　最初はバカバカしいと一いつ笑しように付ふしていた。

　だけど徐々に、その噂を信じるようになっていった。

　その噂が噂でないと信じられる根こん拠きよがなかったし、何より、あの「お兄ちゃん」がそんな事故で死ぬわけがないと思いたかったのだろう。

　彼女の理性は、事故だと主張している。

　しかし調べれば調べるほど、森一海を殺した見えない誰かを恨うらむようになっていた。そんな人物は存在しないとわかっていても、森一海の死を理り不ふ尽じんだと思う感情の働きを抑えられなかった。

　その時には、すでにあの台本を書いていた。

　森一海が一生懸命演じていたレ・ミゼラブルを題材に、八年前の事件に関する恨み辛つらみを、少女の森一海に対する想いを吐き出した。

　ほかに想いをぶちまける場所を、少女は思いつかなかったのだ。

　できあがった拙つたない台本は、誰の目にも触れさせず、こっそり捨てるつもりだった。

　少女は、それで全すべて忘れられると思ったのだ――
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　その日は風が強く、和かず己みの長い髪が顔に張りつくほどだった。いい加減切りたいとは思っているのだが、なぜかみんな止めるのだ。そんなに似合っているのだろうか。

　和己が鋼鉄の扉をゆっくり押すと、狭くなった青空が見えた。

　昼休みになっても、屋上はあまり人が来ない。高くそびえ立つフェンスが、気分をぶち壊しにするからだ。緑色のフェンスに囲まれると、脱走を許されない監かん獄ごくにいる気がしてくる。

　そして、その監獄の中心に一人、あぐらをかいて座っている桃もも。

「やあ、桃ちゃん」

　ノートパソコンを広げて何やら書きこんでいた桃は、和己が来たとわかると急いで居い住ずまいを正してスカートを両手で押さえる。

「あ、センパイ！　どうしたんですか？」

「桃ちゃんこそ、仕事？」

「そうですよー。もーちょっとで公演ですからね。スケジュールとか書類とか、いっぱいいっぱいで、あーもー！」

　奇声を上げて立ち上がる桃。よっぽどストレスが溜たまっていたのだろう。和己の方に向き直ると、すぐににっこり笑って、

「でもセンパイが来たから休きゆう憩けいです。そろそろ休まないと死んじゃいます」

「そう。ちょうどよかった」

　和己はフェンスのそばまで歩き、外の風景を見た。

　八年前は、もっと見晴らしが良かったのだろう。

　安全のために立てられたはずの緑のフェンスが、和己には悲しい事件を思い出させる引き金にしかならない。

「誰もいないね、この屋上」

「……もう、誰も落とさないようにするため、ですよね」

「うん」

　金網越しに、御ご色しき町ちようが見える。あの大きなビルは樽たる井いデパートだろう。ここから三駅も離れているのに。それだけ周りにビルが少ないのか。自分の家はどちらだろう。近くで騒いでいるのは、校庭でサッカーをしている生徒達だ。すぐ下の階から、談笑が聞こえる。この真下は家庭科室だから、家庭科部の女子だろう。

　そんな風景を楽しませたくて、六山先生は森一海を誘ったのだ。

　晴れた青空の下で食べるお弁当は、きっとおいしかったに違いない。

「センパイ？　どうしたんですか？」

　和己の背中に問いかける桃。

　金網を握る手が震ふるえた。

　昨日の夜からずっとずっと考えて、ガーゴイルとも何度も相談して決めたのだ。

　今、ここで訊かなければ――

「桃ちゃん」

　胸が締めつけられるようだった。




「……そのノートパソコンで、脅きよう迫はく状じようを書いたの？」




　空白は、一瞬だけだった。

「ハイ、そうです」

　桃はいつもと同じ笑顔で、明るく答える。

「どうしてわかったんですか？」

「聞いたんだ。桃ちゃんが書いてるのを見たっていう子に」

「ウソですよ。だって、誰もいない屋上で書いたんですよー？」

　和己が指さしたのは、不自然なほど元気な桃の脇わきに置いてあるカバンだった。

　桃がカバンを見て、軽く首をかしげる。

「パワーウサギが見てたんだ。ガーくんに話してくれた」

　桃の携帯電話のストラップ。全長五センチにも満たない筋肉質のウサギ。どんなときも桃と行動を共にしていた、和己からのプレゼント。

「……さっすが、ガーゴイルさんですねー」

　軽くおどけて、桃は和己のそばに歩み寄る。フェンスに身体を預けると、二人分の体重で金網が軋きしんだ。そのまま、無言で二人は空を見上げる。

　気が楽になっていくのを感じる和己。溜たまっていたものがスッと吐き出されたようだった。舞台で緊張するのは最初の台詞だけだと、そういえば林りん吾ごも言っていた。

「台本を書いたのも、桃ちゃんだよね？」

「……そうです。それもパワーウサギが言ったんですか？」

「ううん、これは僕の勘かん」

「ではそのココロを聞きましょうか、探偵さん」

「探偵じゃないんだけどね……僕が考えたことだけでもないし」

　最初は遠とお野のの何気ない言葉にひっかかったのだ。

　ひょっとして全部ひとりでやったんじゃないか、と。

　軽く言葉を整理して、和己は話し始める。

「まず、脅迫者は上演を止めようとしてるんじゃないって事。なぜかと言うと、八年前の事件をバラされて困る人が、誰もいないから」

「そう……なんですか」

「うん。内部って事で、ひょっとしたら先生方がグルになって企たくらんでるのかなって思ったんだけど――六ろく山やま先生や大おお場ば先生の話を聞いてる限り、それはなさそうだった。つまり、誰も損をしないんだよ、今回の公演」

　むしろ先生達はこの公演を成功させて欲しいと願っていた。

　だから和己は二つ目の考えに行き着いたのだ。

「それで考えたのが――脅迫状を使って、得をすること。つまり宣伝として使う手口。これだけ学校で騒ぎになってるんだ。きっと今年の公演はお客さん倍増だよ。その線で考えたら、つまり脅迫者はこの台本のメッセージを一番伝えたがっている人――つまり、作者なんじゃないかって」

「……そですね」

「僕もさすがに誰が書いたかまでは知らなかった……パワーウサギの言葉も信じられなかった。だけど、うちのガーくんは、絶対に噓うそをつかないんだ」

　パワーウサギの言葉を通訳するガーゴイルは、それでも辛つらそうだった。しかし和己ならなんとかしてくれると信じ、その真実を託したのだ。

「――桃ちゃん。どうしてこんなことしたの？」

　純じゆん粋すいな悪意から生まれたものではないと、和己は思っている。

　和己の知っている桃は、誰かを陥おとしいれようとするような人間ではなかった。

「途中からは、和己センパイの言う通りです。騒ぎを大きくして、いっぱいのお客さんに八年前のことを知ってもらいたいなぁって」

　桃は空を見上げたまま、ゆっくりと話し始める。

「でも……最初は、違います。この台本、やりたくなかったんです。あたしの心の中にしまっておけばそれで良かったんです。この台本に書かれた事実が本当に正しいかどうかもわからなかったし……誰かを責めるのって、あたし嫌いでしたから」

　桃の自己満足のためだけに書かれた台本。

　だが和己はその台本を拾って、中身を読んでしまった。

　そして――

「……ひょっとして、僕のせい？」

「今頃気づきましたか。そーですよ、和己センパイが部員のみんなに勧めたりするから、あたし、止めなきゃって思って……でもほかに方法も思いつかなくて」

「ごめん、桃ちゃん……」

「ううん、落としたのはあたしのせいだから。それに……途中から、あたしの目的も変わったんです。演劇部のみんながノリにノっちゃって、もう止められなくなったから……だったらいっそのこと、真実を暴いてやろうって気になって。二つ目の脅迫状は意図的に出したんです」

　桃の身体からだがフェンスから離れる。

「貴重品管理も舞台監督の仕事ですから。あの日の朝、みんなのカバンを教室の隅すみにまとめる時に、こっそり置いたんです」

　二枚目の脅迫状の時は、ガーゴイルは昼から来た。だから桃には脅迫状を置くチャンスがいくらでもあったのだ。

「でも、やっぱり怖くて泣いちゃいました」

　和己の真正面に立って笑おうとする桃は、今にも泣き崩れてしまいそうな危うさを孕はらんでいた。

「バカですよね。真実なんて、とっくの昔にわかっていたはずなのに。六山先生が当時の生徒だって事は、ずっと前に知ってました。でも、本当のことを聞く勇気もなくて……」

「桃ちゃん、六山先生は別に――」

「わかってますよ、六山先生は突き落としたりなんかしません。ずっと演劇部であたし達の面倒を見てくれたんですから。そのくらいわかってます」

　二人だけの屋上を、桃は散歩するように歩く。

　フェンスがあるのに、和己はふと、彼女がここから落ちてしまいそうな錯覚に見舞われる。桃はいつもの元気に笑う桃ではなく、怖くて震える弱い桃でもなかった。その中間で綱渡りをしているように見える。

「全部、あたしが悪いんです。脅迫状なんてやめとけばよかった。台本なんて書かなきゃよかったし、落とさなければよかった――」

　そして桃は急にその場に倒れる。

「桃ちゃん!?」

　慌あわてて駆け寄る和己だが、桃は倒れたわけではない。

　その場にうずくまって、泣き声を殺していただけだ。

「……ごめんなさい、センパイ……もう、限界です……」

　抱き起こそうとした和己の制服にしがみつき、桃は身体を震わせて涙をこぼす。声を出さないように、必死に耐えながら。

「……あた、し…………どうしよう、あたし……みんなに迷惑……」

　和己は桃の髪を撫でながら、じっと抱きしめるほかない。

　悪いことだと、人に迷惑をかけると知りながらそれを実行し、その罪深さに気づいた可か愛わいい後輩に和己がなんと言えばいいのか。

「演劇なんて、やらなきゃよかった…………一海お兄ちゃんにも……」

「桃ちゃん……」

　かずみ、という単語が出てきた時、和己は自分のことを指しているのではないと、すぐにわかった。桃は一言も語らないが、森一海と彼女との間になんらかの繋つながりがあったことはすぐに知れた。

　森一海のためでなく、誰のためにこんな真似をするというのか。

　すると屋上の扉が開き、一人の男が現れる。

　ギターケースを背負った、六山先生だった。

「先生……」

「すまん吉よし永なが。出るなって言われてたけど、どうしても片かた桐ぎりに言いたくてな」

　そして六山先生は足下にギターを置くと、子猫のように丸くなっている桃に近づき、そっとその背中に手を置く。桃の身体がビクッと震えた。

「片桐。話はだいたい聞かせてもらった。扉越しだから、あんまり詳しくは聞けてないけどな」

「先生……あたし」

「うん、別に怒るとかそういうんじゃないから。安心しろ」

　その言葉で、ほんの少し桃の緊張が和やわらぐが、

「だけどな片桐。本当はちょっと怒ってる。もちろん脅迫状を書いたことじゃないぞ」

「じゃあ、なん、ですか……？」

　泣いたまま顔を上げない桃に、六山先生は優しく答えた。

「おまえ、一海にも会わなけりゃよかった、って言おうとしただろう？」

「……」

「僕もまだ覚えてるんだけどな。片桐、おまえひょっとして、八年前に一海の練習につきあってた子じゃないか？」

　しばらく桃は身体を震わせて泣いたままだったが、やがて小さくうなずいた。

「八年前……一海は嬉しそうに僕に語ってたよ。いつも自分の演技を笑って見てくれる子がいるって。その子がいるから、練習がんばれるって、ずっと言ってた」

「だけど！　先生はあの時、一海お兄ちゃんを見殺しにしたじゃないですかっ！」

　突然、六山先生の服をつかんで桃が立ち上がった。

　泣きはらして真っ赤になった目で、桃は六山先生のジャケットを摑つかむ。

「その場にいたんでしょ!?　助けることだってできたじゃないですか!?　一海お兄ちゃんの気持ちを語る資格なんかないですっ！」

　どういう情報経路か知らないが、六山先生があの時、あの場所にいたことを桃も知っていたのだ。

「……そうだな。すべて僕のせいだ。あの時フェンスに登る一海を止められなかった僕のせいだ。落ちそうになった一海に手が届かなかった僕のせいだ」

「っ！」

　振りかぶった桃の拳こぶしが、六山先生の胸に当たった。

　拳は六山先生の身体を軽く揺らしただけだった。

　そのまま桃はずるずるとへたり込んでしまう。

「……片桐。もっと殴なぐってくれ」

　桃は返事をしない。

「もっと僕を責めてくれ。一海を助けられなかった僕を、もっと殴って欲しい」

　六山先生が両手を広げるが、桃は子供のように泣きじゃくるだけだった。

「片桐にはそうする権利がある。片桐にこんな真似をさせたから、一海にもぶん殴って欲しいんだけどな」

「わかって……ますよぅ……」

　絞り出すような声を、桃が吐はく。

「六山先生は悪くないんです……全部、あたしの勘違いなんです……」

　幽霊のような仕草で立ち上がり、桃は六山先生から離れる。

　フラフラと頼りない足取りで向かったのは、ノートパソコンが置いてある場所。

「桃ちゃん……？」

　桃はノートパソコンを持ち、和己と六山先生から遠ざかってゆく。

　屋上の角――扉から一番遠い場所のフェンスに頭を近づける桃。

「……ごめんなさい…………先生、センパイ……本当にごめんなさい……」

　そして――

「――桃ちゃん！」

　ノートパソコンを片手に、桃はフェンスをよじ登り始めた。

　気づいた次の瞬間には、和己も六山先生も全速力で走り、フェンスにしがみつく。すでに桃の身体は二メートルのフェンスの頂上に達していた。

　――今、フェンスを揺らすと桃が落下する恐れがある。

　迷っている間にも、桃がゆっくりフェンスの向こう側に降りて行く。

「来ないでください！」

　叫ぶ桃だが、その主張には誰も答えない。

　危険もかえりみず、六山先生もフェンスを登り始める。

「吉永！　君は誰か先生を呼んでくれ！」

「無理です！」

　六山先生が命令した時には、すでに和己の身体もフェンスの上にあった。

　幅三十センチくらいの屋上の縁ふちに着地する和己。六山先生と二人で、桃をはさむ形になる。

「桃ちゃん！　何するつもりなの!?」

　下を見ないように気をつけながら、和己が叫ぶ。

　緑色の格こう子しが取り払われた、純粋な青空が見えた。

　翼を持つ者には自由な空だが、そうでない者には――

「片桐、落ち着くんだ。こんな場所じゃまともに話もできない」

　六山先生が桃に向かって足を踏み出そうとするが、

「来ないでくださいっ！」

　同じ言葉をもう一度叫ぶ桃。

「平気です……飛び降りたりなんか、しませんよ」

　ひきつった笑いを浮かべる桃だったが、その視線は下界に集中している。和己だったら数分で失神しそうな光景だ。

「じ、じゃあ、なんでこんな真似を？」

「これです……これを」

　桃が取り出してみせるのは、ノートパソコン。

「最近のパソコンは軽くて頑丈ですから……ここからなら完全に壊せますよね……」

「桃ちゃん、ダメだよ！」

「これがなければ……脅迫状も、あんな台本も書かなかった……！」

「片桐！」

　六山先生の怒ど声せいに、桃がわずかにバランスを崩す。和己の心臓が高鳴ったが、桃の右手はフェンスをしっかり摑んだままだった。

「それを捨ててどうする？　もう二度と台本を書かないのか？」

「そうですよ！　あたしがこんなモノ持ってたって、悪いことしかできないじゃないですか！　そんな才能ならいりません！」

「誰が悪いことと決めつけた！　一海が望んでいたものを忘れたのか!?」

　六山先生が、片手をフェンスから離した。

　和己もゆっくりと桃に近づく。

「そうだ、先生の言う通りだよ桃ちゃん。桃ちゃんの台本は演劇部のみんなを勇気づけたんだ。脅迫状にも屈しなかったのは、演劇部の団結力もあるけれど、なによりその台本なら上演が成功すると思ったからじゃないの？」

「……センパイ」

　最初、和己が台本を薦すすめた時には八年前の事件なんて知らなかった。

　それでも部員達は「面白い」、「これならいける」と口々に言っていた。事件に関係なく、桃は演劇部に希望を与えたのだ。目的はなんであろうとも、それはゆるぎない事実だ。

　一海が目指していた「誰かの笑顔のため」に、演劇部が一つになれたのだ。

「桃ちゃんは悪いことしかできないわけじゃない。僕が保証する」

「ありがとう……センパイ」

　桃の目から涙がこぼれる。それは先ほどまでの涙とは違う種類のものだった。

　そして桃はフェンスから手を離し――パソコンを両手で頭上高く持ち上げた。

「でも――あたしは……！」

　地面に向かってノートパソコンを振り下ろそうとした時、突風が吹いた。

　フェンスを握っていた和己はいい。六山先生もバランスを取っている。

　しかし、桃は両手にパソコンを持っていた。

　微かすかな風が、その重心を崩くずす。

「あっ」

　桃の左足が、縁からずれた。

　パソコンの重みで、右足も宙に浮く。

「桃ちゃん！」

「片桐！」

　我知らず、和己の腕が桃を抱きしめていた。

　それとほぼ同時に、六山先生の腕が和己と桃を抱き留めていた。

　三人が、空を飛ぶ。

　浮遊感は一瞬だった。

　ジェットコースターのような風圧が身体を軋ませる。

　だが、和己は諦あきらめていなかった。

　それどころか、希望すら持っていた。




「ガーくん！」













　叫ぶと同時に、三人の身体が空中でピタリと制止した。




　慣性による身体の痛みは一瞬だった。

　見えないワイヤーで吊つられているような感覚だった。

「なんだ……？」

　ガーゴイルの力だとわからない六山先生が、辺りをキョロキョロ見回していた。

　桃は和己と六山先生の腕の中で気絶している。

「おーい！　大丈夫かー!?」

　止まった地点がちょうど教室の窓ガラスの手前だったので、そこに生徒達が集まってきている。誰が持ってきたのか、浮き輪付きロープを投げられたので、それを手た繰ぐって教室の中に入った。

『無事であったか』

　教室の机の上にガーゴイルが座っていた。

「うん……ガーくん、桃ちゃんに癒いやし光線浴びせてくれる？」

『承知』

　ガーゴイルの身体から赤い光線が照射される。人体に最適な温度と湿度を提供してくれるその光線は、桃だけでなく六山先生にも浴びせられた。

「ありがと……助かった」

　その風景を見て、ようやく和己の力が抜けた。

　ペタリと床にへたり込む和己にも癒し光線が向けられる。

『汝なんじも無茶をするものだな』

「双葉ちゃんの影響かも……」

　しかし和己はそれほど恐怖を感じていなかった。

　ガーゴイルが助けてくれると信じていたから。

　そう考えると、六山先生は偉大だ。

「先生……大丈夫ですか？」

　六山先生は、倒れた桃のそばで、自分の身体を抱きかかえながら震えていた。

「いや……情けない。無事だとわかってから震えが来ちゃって」

『普通の人間なら当然の反応だ。しかし汝は死の危険をも顧かえりみなかった。誇れる事だぞ』

「ああ、ありがとう、ガーゴイルくん……」

　やがて震えが収まると、六山先生は自分の両手を満足そうに見つめていた。

　両目をしっかりと閉じ、昔を思い出すようにつぶやく。

「今度は守れたぞ――これでいいんだよな、一海」

　ガーゴイルが救ったのは、三人の命だけではなかった。

　八年前に六山先生が背負った十じゆう字じ架かからも解放したのだ。

　普段は呑のん気きな六山先生が、今はガーゴイルと同じくらい恰かつ好こうよく見える和己だった。




　桃を保健室に送り届けると、和己も六山先生もベッドに倒れこんでしまい、保健の先生に迷惑がられる始末。

　そしてチャイムが鳴り、菜々色高校はいつもの退屈な午後に戻るのだった。
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　目が覚めると放課後だった。保健の先生が気を利きかせてくれたのか、和己も六山先生もベッドに綺き麗れいに寝かせられていた。制服がゴワゴワしていたので、上着だけ脱ぐ。六山先生はまだ寝ていたので、起こさないように気をつける。

「おはようございます、センパイ」

　呼ばれて和己が隣のベッドを見ると、桃がいつもの笑顔で座っていた。

「おはよう、桃ちゃん」

　半合宿状態の毎日だったので、何度となく繰り返した挨あい拶さつだった。

「結局、午後の授業サボっちゃいましたね」

「そーだねー……僕、内ない新あら先生の数学もあったんだよなぁ」

　サボったことが知れたら、どんな罰が待ち受けているのか。一度経験者に聞いてみたことがあったが、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものらしい。

「病欠で済むといいけど」

　和己がぽろっと口にすると、

「……そですね。病気みたいなものですよね」

「いや、そういうことじゃなくて……！」

　苦笑する桃を見て、慌てて和己が訂正しようとする。

「ううん、いいんです。なんか、本当に熱病にうかされてたみたい。今はすごくスッキリしてます」

『うむ。憑つき物ものがとれた顔をしているぞ』

　保健の先生の机の上にガーゴイルがいた。

「ガーゴイルさん……すみませんでした」

『謝辞ならば和己と六山殿に言うがよい。我われは汝を守ったに過ぎぬ』

「守ったに過ぎぬって……？」

　守ったのならばそれで充分ではないのか。和己が首をかしげると、

『我は守ることしかできぬが、救ったのは和己たちだ。まずはそのことで礼を言うべきだ』

　その言葉を聞いて、桃は胸のあたりでぎゅっと手を握る。

　桃が言う熱病は、ガーゴイルの言葉で本当に払われたようだ。

　彼女の目め尻じりから、涙が一滴こぼれた。それは今までに見せた悲しみの涙ではなく、もっと透明で美しいものだった。

「ありがとう、センパイ……先生」

　桃はベッドから抜け出ると、ノートパソコンを手に取った。

「あたし、これから講堂に行ってきます」

「何しに？」

「演劇部、辞めます。責任取らないと」

「桃ちゃん！」

　すぐに和己が起きあがり、桃の前に立ちふさがる。

　桃のことだから、そんなことを言い出すのではないかと思っていた。だから和己は考えておいた言葉を桃に告げる。

「……辞めるなら、みんな全部話してからだよ」

　桃は和己の真意を汲くみ取とろうとしているのか、数秒考えた後、

「はい」

　舞台監督の強い顔で、うなずいた。




　講堂では演劇部が完成間近の舞台に情熱を注そそぎこんでいた。

　和己と桃が挨拶すると、全員が作業を止めてすっ飛んできた。彼らのロープレスバンジーはすでに全校の知る所であり、またこれで演劇部の名が知れ渡ってしまった。

　心配する彼らに向かって元気にＶサインする桃は、すでにいつもの舞台監督だった。

「それじゃあみんな、ちょっと聞いてください」

　手を叩たたいて部員の注目を惹ひく。

「大事なお話があります」

　そして桃がこれまでの事件を語る間、和己は桃のそばにずっと寄り添っていた。何も口をはさむことなどなかったが、時折、桃がこちらを見ては自分に気合いを入れようとしているのが見て取れた。そんな桃を、和己は心の中で激げき励れいするしかなかった。

　桃が作者であり、脅迫者であったこと、そうなるまでに至った理由。その全てを桃は包み隠さず話した。最初、部員は冗じよう談だんのように思っていたが、誰も茶化さなかったし、彼女の真剣な目を疑う者はいなかった。

「そうか……あの時の兄ちゃんだったのか……」

　時折、林吾が的確な質問をするが、桃はすんなりと答えた。まるで兄きよう妹だいがする普通の日常会話のように。

「――以上です」

　桃が語り終えると、力が抜けた身体が和己の身体にもたれかかってきた。

「桃ちゃん!?」

「ふぅ～……こんなに喋しやべったの、初めてです」

　和己に抱きかかえられながら、桃はまたＶサインをする。

　すると、それを見た女子部員が、

「ちょっと桃！　状況に任せて吉永先輩を独り占めしない！」

「そーよ！　先輩はあんただけのものじゃないのよ!?」

「最初にツッコむ所がそこなの!?」

　思わず和己もツッコミを返してしまう。

　さらに輪の中心で話を聞いていた林吾が、いきなり頭を掻かきむしり始める。

「うがあああああああっ！　なんでもっと早く言わねえんだよ！」

「ごめんなさい、お兄ちゃん……」

　しゅんとする桃を、林吾はいきなり台本でひっぱたく。

「いたっ！」

「お前の話が本当なら、台本書き直さなきゃならないじゃねーか！」

「え……」

「八年前のジャン・バルジャンは悪いヤツじゃなかったんだな……あーこりゃ台詞かなり変わるぞ……覚悟しとけ、和己」

「う、うん」

　そして林吾は素早く指示を出す。

「となると、だ。公演は来週末だから……桃、今から台本と舞台装置直す余裕あるか？」

「え、あ、イヤ、無理よ、土日も含めて、あと一週間以内に全部直せるなら別だけど」

　反射的に日時まで計算して答えてしまう桃。

「てことは一週間以内に仕上げればオッケーってことか。じゃあ今から俺が台本書き直す。桃も手伝え。そしたら舞台も直すぞ。小こ森もり、余裕あるか？」

「はい。木材は足りています。どのようなものがご希望ですか？」

　ロボットのように淡々と答える大道具の小森。

「ジャン・バルジャンのシーンを増やす。背景の色も変えるつもりだ」

「てことは、僕の照明も……？」

　照明の三み宅やけがおずおずと手を上げ、

「全部とっかえる！」

「うひゃー！」

　丸めた台本を剣のように掲かかげ、林吾が叫ぶ。

「よーし！　今から一週間で『超・ミゼラブル改』いくぞー！」

　その宣言に演劇部員から一いつ斉せいにブーイングが巻き起こる。

「マジっすかー!?」

「最悪だー！」

「終わったらマジで演出ブッ殺す！」

　しかし口では罵ののしりながらも、部員達は楽しそうだった。

　背はい水すいの陣じんで、やけくそになっているとも言えるが。

「ちょっと待って、あたし――」

　桃がみんなを制止しようとするが、その肩を和己が押さえる。

　もう答えは出ているようなものだったが、一応和己は尋ねた。

「桃ちゃん、この状態で辞められる？」

「あたしは……」

　それでも責任を感じているのだろう。

　すると、立ちつくす桃の前にガーゴイルが現れ、こう言った。

『汝にも思うところはあるだろう。しかしこの舞台のように、訂正がきく猶ゆう予よがあるのならば、全力で償つぐなうのが正しい生き方ではないか？』

　すでに林吾は講堂の用具室にこもって台本を直し始めている。その前に指示された部分を、小森たち大道具班が片づけ始めていた。思い立ったら即行動である。

　そんな仲間たちを見て、桃が溜ため息いきをついた。

「……猶予なんてないですよ」

『しかし桃、汝は』

「そうですよ、一週間しかないんですよ！　舞台監督がいなきゃなんにもできないじゃないですかっ！」

　だん！　と床を踏みしめる桃に、全員が振り返る。

　一瞬、静まりかえる舞台に向けて、桃は言い放はなつ。

「あたしがいなければ、間に合うものも間に合いませんよ！　みんな好き勝手に動くんだから！」

　おお、と部員たちの歓声が上がる。

「みんな！　今からお兄ちゃんとデスマーチ用のスケジュール組んでくるから、それまで休憩！　これから忙しくなるから、絶対に身体を休めといて！　奴ど隷れい以上にこき使うから覚悟しといてねっ！」

「了解っ！」

　そうして桃は腕まくりをして、用具室の奥に飛びこんでいく。

　三十秒もしないうちに兄妹の怒鳴り合いが聞こえてきた。

　いつもの演劇部の光景だった。

「……これで、元通りだね」

　和己がにっこり笑うと、

『それは違う。林吾の口調から察するに、これからあの台本はより事実に沿ったものになるだろう。さすれば真実が観客に伝わることになり、結果として六山殿や森一海、そして桃の願いも正しく叶かなえられることになる』

「そっか。元通りじゃなくて、これで完成なんだね」

『しかし、呑のん気きに構えていていいのか？』

「え？」

『一番台詞が変わるのは、汝であろう』

「あ……」

　公演まで、あと八日。練習できるのは、一週間。

　ある意味、本当の騒動はこれから始まるのだった。
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　幸さいわいというか、林吾と桃が手を組んで直した台本は二時間で完成した。たった七千二百秒の間によくもまぁこれだけ、というほど大幅に直された台本がすぐに配られた。

　直された台本は、司教を転落死させた疑いを持つジャン・バルジャンをジャベール警部が追いつめる、という点では一緒なのだが、実はジャン・バルジャンは司教を突き落としておらず、状況証拠だけでジャン・バルジャンが犯人だと決めつけた警察の命令でジャベール警部が動く、というもの。それぞれの立場は一緒だが、背景がまるきり違っていた。

　そして一番違う点は、最初は殺されるだけだった司教が、皆のために尽くした聖人になっているところだ。

　そして、その司教役は――桃がやることになった。

「ていうかこれ、演じる側からしてみれば、まるっきり違う台本ですよね……」

　やはり和己と遠野の台詞が一番変化していた。

　自信家の遠野ですら、冷ひや汗あせを浮かべている。

　同じ台詞でも、立場が違えば言い方も変わってくるのだ。

　しかし文句を言うのは遠野だけではない。その台本に合わせてシーンも増えた。場面的にどうしても今までの大道具や小道具では足りなくなってくる。さらに照明の配置も変わってくる。当然、ＢＧＭも変わる。

　全員が泣き言を言いながらも、誰一人としてやめようとはしない。そこが演劇部の強みである。勝利の美酒の味を知っているからだろう。

　しかし舞台初経験の和己は、泣き言を言う気力もなかった。

　そうして後の演劇部に伝説として語り継がれる「火の七日間」が始まるのだった。




「――では市長。あなたは八年前、とある村で司教様が転落死した事件を知らないとおっしゃるのですか？　あんなに有名だったのに？」

　椅い子すに優雅に座っている市長の周囲を歩き回るジャベール警部。

「ああ、知らないね。八年前はスペインにいたんだ」

「そうですか……ところで市長、これを」

「なんだね、これは？　ペンダントか」

　市長が渡されたペンダントをもてあそんでいると、ジャベール警部はいきなり頭をガシガシと掻かき始はじめ、

「いやウチのカミさんが旅行好きでね。ちょうど八年前もスペインに行ってたんですよ。その時のお土産みやげです。いや～あの時はスペインも司教変死で盛り上がっていたらしいですなぁ～」

　と、ハマキをくわえる真似をするジャベール警部。

「いや君ハマキなんて持ってないだろう！　あとこの芝居の最初の方に独身って言わなかったか？」

　ジャベール警部はさらに頭を掻いてフケを飛ばしながら、

「――しまった！」

「それは違う探偵だろう！」

「まあ今日のところはこれで失礼しますよ……お元気で」

　最初と違うキャラになって舞台から出ていくジャベール警部。

　一人きりの舞台にぽつんと座っている市長。

　照明がゆっくりと暗くなり――

「……いや、私は殺していない。司教様は私の命の恩人だった。だが、結果的に司教様に恩返しもしないまま――」

　そのまま黙りこくる市長。













　ぱん！

「ほら和己、またセリフ忘れてる！」

　林吾の声で、ジャン・バルジャン市長は和己に戻る。

「あーそうだ、恩返しもしないままのうのうと生きていては、罪人と同じだ、だ」

　慌てて台本を見直す和己。

「もう時間ねえんだから、セリフくらい最低限入れとけ！」

「ご、ごめん……」

　切せつ羽ぱ詰つまった演劇部の中で、もはや和己はゲスト待たい遇ぐうではなくなっていた。林吾と遠野の罵ば声せいに耐えながらも、和己はジャン・バルジャンという役をなんとか演じきろうと頑張った。

「だが、ツッコミのタイミングはかなりのものだった。さすが和己だ」

「そこしかほめるトコないの!?」

「いっそのこと、全セリフをツッコミに変えてみるか」

　練習場に爆笑が起こる。どんなに切羽詰まってもジョークを忘れないのが演劇部流らしい。

「なんか、こうしてみると僕すっかり悪役ですねぇ」

　台本を読みながら、遠野が苦笑する。

　ジャン・バルジャンが司教を殺さなくなったせいで、ジャベール警部は無能な警察に騙だまされたとはいえ、無実の人間を追う役になってしまったのだから、あながち的はずれでもない。

「まぁ、ボクにかかればダークサイドだってお手の物ですよ、フフン」

　髪を掻き上げながら鼻を鳴らす遠野に、

「コロンボと金きん田だ一いち耕こう助すけのモノマネするダークサイドがどこにいるのよ」

　と、司教役の桃がツッコミを入れ、また爆笑が起こった。

　笑いは肉体的な疲れも癒いやすのだと、和己は初めて知った。




　本当なら役者も大道具作りを手伝わなければならないのだが、大道具が「ここは俺達に任せろ」ときっぱり言い放つので、なんだか心苦しかった。

　休憩時間に様子を見に来た和己は、大きな用具箱を担かついでせわしなく動いている双ふた葉ばを発見した。和己が手を振ると、双葉も元気に手を振り返す。

「おージャン・バルジャン！　がんばってるかー！」

　顔も服もすっかり汚れ、ポケットにクギや工具をいっぱいに詰めている双葉を見ると、こういう裏の努力が舞台を支えているのだと感じる。

　そう思ったら、感謝の言葉が素直に出てきた。

「ありがとね、双葉ちゃん」

「おおう、なんだいきなり！　気味悪いぞ兄貴！　どっか打ったか？」

　軽く後じさり、工具箱を武器のように構える双葉。

「違うよ！　フツーにお礼言っただけじゃない！」

「だったら全部終わってから言えよ！　いきなり言われたらビックリするだろ！」

　変な理論だが、間違ってもいない。公演終了まで双葉は手伝ってくれるのだ。お礼は成功してからでも遅くない。その時には物品もしくは食物で要求してくるに違いないが。

「でも、これ届けたらあたしは帰るぞ。もう七時だし、明日も学校あるし」

「うん、お疲れさま」

「兄貴もブッ倒れる前に休めよー！」

　走り去って行く双葉に手を振り、言われた通りに和己も休める場所を探して歩く。しかし舞台の方は隅々までが大道具を含むスタッフたちの領域となっており、仕方なく和己はステージを降りて講堂の隅っこで休むことにした。

　座った瞬間に、力が抜けた。全身の乳酸が仕事を思い出したように、一斉に和己の身体をむしばみ始めた。

「おー、おつかれさん！」

　双葉のように大きな荷物を担いでいる、土建作業員の恰好をしたオジサン。一瞬、誰かと思ったが、よく見ればなんと六山先生だった。

「大丈夫か吉永？　なんか悪霊に取とり憑つかれたような顔してるぞ」

　心配そうに問いかける六山先生は、逆に清すが々すがしい顔をしていた。

「先生こそ、もう平気なんですか？」

「ああ。こんなに楽しいのは初めてだ」

　六山先生は重そうな荷物を持ったまま、はっきりと言った。

「八年前の事件を題材にした台本――最初は片桐の情熱だけで書かれたものだったけど、今じゃ事実を正確に伝えようとしてくれている。森一海のことも、事件を取り巻いた悪い噂のことも。それをみんなに伝えるためだったら、僕はなんでもするよ」

「ええ、僕も同じ気持ちです」

「もうすぐ本番だ。風邪ひくなよ、吉永」

　たしかな足取りで荷物を運んでいく六山先生の後ろ姿を見送る。それはいつも呑気にギターを弾いている教師の姿ではなく、八年前の事件を伝えるための活動家の姿だった。

『結局、我の出番はほとんど無かったな――』

　気がつけばガーゴイルが後ろに座っていたが、和己は驚かなかった。

　最近は、いつでも自分のそばにいると感じられるようになったから。

「そんなことないよ。屋上の時に僕たちを助けてくれたし、今でも演劇部の守り神みたいになってるじゃない」

『何を言うか。汝がしてきたことに比べれば、我はただの石像に過ぎぬ』

「どうしたのガーくん、元気ないの？」

　スネているのだろうかと思ったが、そうではないようだ。

『違うのだ。この世には我の持つ攻撃力だけで解決出来ぬ問題もあることは、この前の祭りの時にも証明されている。だが、そんな時に汝のような者が協力してくれると、我は多いに力を発揮することが出来るのだ』

「つまり、一人の力じゃどうにもならないことでも、二人ならできるってこと？」

『そうだ。和己には優しい心がある。優れた頭脳もある。双葉にも明るく前向きな心がある。汝らと協力して、初めて我は誰かの役に立てるのだ』

「ガーくん……」

『どうやら我はまだまだ慢心していたらしい。それに気づいただけでも収穫だ』

　ガーゴイルも桃や六山先生のように清々しい声。

　欠点に気づいて反省しているわけでもないようだ。

「ガーくん、ほら」

　和己はステージを指さす。

　そこでは舞台の配置を考えてウロウロしている大道具や、光の当たり具合を見ている照明担当、そんな彼らと打ち合わせをする役者。あと、端はしでグースカ寝ている演出家。その演出家を木材で殴ろうとしている舞台監督と、それを止める役者たち。

「演劇だって、役者さんと裏方さんが協力してるでしょ。誰が欠けてもダメなんだよ。きっと、家うちもそんな感じじゃないのかな」

『……そうだな』

　思い返してみれば、最初からそうだ。

　双葉がガーゴイルを調教（？）したおかげで、彼女の正義感がガーゴイルにも伝染したのが全ての始まりだったのだ。もしも吉永家に来なかったら、昭和二年に見たあの感情のない石像のままだったろうから。

『では我は双葉を送ってくる。汝も頑張るのだぞ』

「うん。ありがとね、ガーくん」

『――礼を言うのは我の方だ』

　苦笑して和己が振り返ると、もうガーゴイルはいなかった。

「さて……もうちょっとやってみるかな」

　鉛なまりのような身体を起こし、肩を鳴らして舞台に戻る和己だった。
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　改編された台本のジャン・バルジャンは罪に苦悩する善人に描かれているが、結末は変わらない。ジャン・バルジャンは裁判所で、自らの罪を告白するのだ。

「ええ……私はバルジャンです」

　ジャン・バルジャン扮ふんする市長の前で、見ず知らずの男が裁判にかけられている。

「被告人。ではあなたは、八年前にミリエル司教を突き落としたと言うのですね？」

「はい、そうです……」

　傍ぼう聴ちよう席せきからどよめきの声が上がる。

　しかしその告白を聞いていたジャン・バルジャン市長は、真実を知っている。それを告げなければ、目の前の男はジャン・バルジャンとして裁かれ、自分は逃げ回る生活から解放されるのだ。

「違う……彼は司教様を殺してなんかいない……！」

　市長の独白。

　良心のせめぎ合い。

　緊きん迫ぱくした音楽が流れ、そして裁判官が木き槌づちを叩く。

　静まりかえった裁判所に、低い声が流れた。

「では判決を言い渡します。被告ジャン・バルジャンは――」

「待ってください！」

　市長が立ち上がり、舞台の中央まで歩く。

「裁判長！　聞いていただきたいことがあります！」

「これは市長殿。いかがされましたか？」

「……その男はバルジャンではありません！」

　また傍聴席からざわめき。

　その時、舞台袖からジャベール警部が現れ、事の成り行きを見守り始める。

「市長殿。彼がバルジャンでないという理由はおありですかな？」

「……はい。それは――」




　市長がジャン・バルジャンだと知るやいなや、町の人間はこぞって市長を非難し始める。今までの功績をまるで無視したかのように。市長は自分の罪を黙って受け入れ、見かねたジャベール警部が市長を連行する。

　警部のおかげで町の人間から逃のがれることができたジャン・バルジャン。しかし、彼らがこれから行くのは警察だ。もうジャン・バルジャンの人生は終わりだ。

「……なぜ、真実を話した？」

　二人きりになり、冷たい風が吹く中、ジャベール警部が尋ねる。

「彼はジャン・バルジャンではないからだ」

「そうか」

　そして、また無言。

「警部。一つだけいいかい？」

　今度はジャン・バルジャンから話しかける。

「……八年前、私が司教を突き落としていないと言ったら信じるかね？」

「関係ないね。私の仕事は、罪人を捕らえることだ。真実がどうであるかなど、知ったことではない」

　ジャン・バルジャンは悲しげにうつむく。

　ジャベール警部は帽子をかぶり直し、

「だが私の知っている市長は、市民のために身を粉こにして働いた立派な人間だ。それはゆるぎない事実だ」

「――ありがとう」

　そして二人は刑務所への道を歩き出す。

　遠くから、教会の鐘が鳴り響き――




「はい、終了ぉ――――っ！」

　林吾が手を叩き、椅子から立ち上がる。

「おおおおお――――っ！　おつかれ――――！」

「やった―――――――」

　台本が宙を舞い、工具が音を立てる。

　舞台上の役者たちも飛び上がって踊り狂い、スタッフたちが頭上で手を打ち鳴らす。

「間に合ったね！」

　全部員を代表して桃が叫んだ。

　本番を明日にひかえ、音おん響きよう照しよう明めい衣い装しようメイク小道具全て本番仕様でこなす「ゲネ・プロ」が終了したのだ。ハプニングらしいハプニングもなく、充分お客さんに見せられる素晴らしい出来に仕上がった。

　客席から小さな拍手が聞こえた。

　することがなくなった双葉、六山先生が満面の笑みで手を叩いていた。さらにその後ろでは生徒指導の大場先生やなぜか内ない新あら先生まで。

「八年前の事件がモチーフだが、嫌味のない、客観性に富んだ話になっているね」

　と、後で大場先生がにこやかに話してくれた。

「先輩、さっきの演技、今までで一番よかったですよ」

　相方役の遠野が、にこやかに手を差し出す。

　その手を強く握り、和己がうなずく。やれることはやったのだ。あとは本番で全て出し切ればいい。

「ま、その演技が本番で出せる役者は、なかなかいないがな」

　皮肉を言いながら、握った手に自分の手を重ねる林吾。とはいうものの、上手くできて一番ホッとしたのは彼だ。トラブル続きのこの台本を、よくここまで仕上げたものである。

「舞台が喜んでいる。俺も本ほん望もうだ」

　舞台裏から出てきた、大道具の小森も手を重ねてくる。それと一緒に、役者やスタッフたちが続々とステージ上に集まり、手を重ねていく。

「あー、あたしも！」

　さらには観客だった双葉までがステージに飛び乗ってくる。十を越える数の手が重なり、人の輪はどんどんふくれあがる。

『皆の者、明日こそが試練だぞ』

　重なった手の真下には、いつの間にかガーゴイルが。

　そして、大きくなった円えん陣じんを遠くから眺める女の子がいた。

　桃だ。

　右手を押さえながら、迷っている。

「桃ちゃん」

　和己が、そっと手招きした。

　桃は和己の顔と円陣を何度も何度も見比べる。

「あたし――」

　全ては桃が蒔まいた火種が始まりだった。

　しかしそのおかげで演劇部が、菜々色高校が新しい舞台を迎えることができる。八年前の真実が語るメッセージが、明日上演される「超・ミゼラブル改」に込められている。

　悲しい事故で命を落としたひとりの役者の夢が、明日、叶かなえられるのだ。

「片桐」

　六山先生が、輪から外はずれて逡しゆん巡じゆんしている桃を呼んだ。

「ありがとう」

　深々と、頭を下げる。

　桃は六山先生に小さくうなずくと、気がつけば滲にじんでいた目尻の涙を拭ぬぐい、円陣に向かって歩き出した。笑顔で桃を迎え入れる、演劇部のみんな。

　最後の手が、重ねられ――

　林吾が大きく息を吸う。

「明日、お客さんの度ど肝ぎもを抜くぞ――――っ！」

「お――――――――――っ！」

　天井が抜けるほどのかけ声が、講堂に響き渡った。
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　週末は洗せん濯たく物ものを干すのにちょうどいい陽気だった。長なが袖そででは少々暑いと思えるほどの日差しを浴あびながら、菜な々な色しき高校の午後が始まる。

　演劇部にとって、一番長い午後が。

　その日は土曜日で、講堂は暇を持てあましていた生徒たちでいっぱいだった。もともと全校集会をやれる広さのスペースがあるので、収容人数の問題はなかった。講堂で練習をする部活動も、この日は演劇部のために開けてくれて、なおかつお客として見に来てくれる人達もいた。

　開演は一時半。

　ただいまの時刻は、一時十五分。

　そんな講堂の入口に、とある集団が集まっていた。

「あなた方は誰だれですか？」

　異様な集団の先頭――黒髪黒服の美人に向かって、それでも冷静に言い放はなつのは、小こ森もり。

　完成してしまえばヒマになるので、大道具係が受付をやっているのである。基本的に父ふ兄けいの観劇はできないので、不ふ審しん者しやがいないかどうか確かめるのも受付の仕事だ。

　黒縁眼鏡のお姉さんは優雅に髪を掻かき上あげると、にっこり笑う。

「ＯＢよー、演劇部のＯＢ。あ、ＯＧっていうのか」

「……はて。貴女あなたのようなＯＧは見たことがないのですが」

「ずいぶん長いことご無ぶ沙さ汰ただったからね。でも、今回は特別だっていうから観みに来たの」

　小森はずいぶんと思案していたが、やがて折れた。

「どうぞ。もうすぐ開演です」

「ありがとねー」

　笑って手を振り、お姉さんは講堂の中へ進む。

　後ろの集団も、お姉さんに続いて入って行く。なんだか黒い人や白い人や大きいのもいる。

「……あの、あなた方もＯＢなんですか？」

「ああそうだ！　ＯＢだぞ！」

「…………」

「いかにも。この怪――いや、私もＯＢだ」

「ええ、ＯＢです。ところでチップは誰に渡せばいいのかな？」

「イェース！　ワタシ、ＯＢデース！」

『左さ様よう、小しよう生せいもＯＢでございます』

『ルルルルルルル！　オレ、ＯＢ！』

『…………』

　最後に携帯電話を操作している緑色の女性を見送った小森。

　まるで仮装パーティのような集団だ。しかし手伝いの双ふた葉ばが普通に挨あい拶さつして、客席に誘導している。自然な態度だ。

「ううむ……」

　小森は太い腕を組み、長いこと考える。

　そして感心したようにうなずいた。

「さすが伝統ある演劇部だ。いつでも演技の心を忘れないということか」




　特に大きい人達がいるので、なるべく後ろの方の席を勧める双葉だったが、一番前で観みたいというお姉さんの強い要望があったため、異様な集団は最前列に座った。さすがにデュラハンだけは講堂の端はしに待機させたが。

「なんでまた最前列なんだよ？　そんなに目悪かったっけ？」

　小さな女の子の場内整理ということで、在校生にも意外とウケがいい双葉。面倒くさそうに兎と轉てん舎しやのお姉さんたちにパンフレットを渡す。

「だって、和かず己みちゃんが舞台に立ってる時に、ここに座っていれば一目でわかるでしょう？」

「姉ちゃんたちが目の前にいるって知ったら、兄貴緊きん張ちようしてまともにしゃべれなくなるぞ……」

「そこが狙ねらいよ！」

　悪魔のように低い声でフフフフフフと笑うお姉さん。

「なんか今日の姉ちゃん、怖いぞ……」

「今回これしか出番なかったからね！　せいぜい八つ当たりさせてもらうわ！」

　お姉さんの眼鏡がキラーンと光った。




「和己センパイ、どうしたんですか？」

「いや……なんか、悪お寒かんが……」

　身み震ぶるいする和己を、桃が心配そうな顔でのぞきこむ。

　どうも、あの幕の向こう側に悪寒の原因がいそうな気がするのだが……。

「うん、大丈夫」

　本番でぶっ倒れるわけにはいかないが、今の和己は何が来ても倒れない自信がある。心の中は緊張でドキドキしているのだが、身体からだは興奮していて、なんでもできそうな気がしてくる。

　本番前の舞ぶ台たい裏うら。

　あと十分足らずで、今までの全すべてが試される。

　後戻りはできない。途中で立ち止まることもできない。どんなことがあろうとも突っ走るしかない。

　舞台裏から見える幕の向こうに、大勢の人達がいる気け配はいがする。その熱気がプレッシャーとなって襲いかかってくる。

「吉よし永なが先輩、ボクの衣い装しようどうですか？　どこか変なところありませんか？」

　いつもは自信過か剰じような遠とお野のが、心配そうな顔で和己に聞きに来る。もうこれで五回目だ。そのたびに大丈夫だと太たい鼓こ判ばんを押す和己。ジャベール警部は自信に満ちていなければならない。

　そのジャベール警部の上司役である林りん吾ごは、さっきから隅すみっこで般はん若にや心しん経きようを唱となえている。これが彼流の精神統一方法らしい。

　ほかにも共演者に抱きついたり、一人ジャンケンをやっている役者たちがちらほら。気を紛まぎらわせる方法は、個々で大きく異なるようだ。和己はそんな方法を知らないので、どうしていいかわからなかった。

　そんなわけで、同じく役者初経験の桃とおしゃべりをしているのだ。

「……センパイ。これでいいんですよね？」

　照明が落ちているため、今、和己の視界には桃しかいない。

　その桃は司教の衣装に身を包み、不安げに舞台を見つめている。

「うん……森もり一かず海みさんの事件を伝える方法はほかにもあったのかもしれないけど……桃ちゃんも林吾も、演劇部だからね。これが一番いいやり方だと思う」

「センパイには、本当に色々迷惑かけちゃいましたね……ごめんなさい」

「桃ちゃん、違うよ。最初に言ったでしょ？　桃ちゃんを泣かせた奴に一ひと泡あわ吹かせるって」

　桃とは正反対に、みすぼらしい衣装を着た和己。ジャン・バルジャンの衣装だ。

　そんな和己が司教に説教をするとは皮肉な話である。

「八年前の噂うわさを正すこと――それが一泡吹かせるってことなんじゃないかな」

「センパイ……」

　その時、観客席から拍手が響いた。

　誰かが幕の向こうに現れたらしい。

『我われはガーゴイル。吉永家と演劇部の門番也なり』

　そういえば、ガーゴイルが舞台挨拶をするのだった。

『もうすぐ菜々色高校演劇部の「超・ミゼラブル」が上演される。その際に携帯電話の電源は切れ。他の客に迷めい惑わくである。飲いん食しよく喫きつ煙えんも厳げん禁きんだ』

　ガーゴイルが目を光らせたのか、客席の方からざわめきが起こる。きっと急いで携帯電話の電源を切っているに違いない。

『破った者は万ばん死しに値あたいする。覚悟せよ』

「きゃーっ！　ガーゴイルくんカッコイー！」

　客席の先頭の当たりから、どこかで聞いたようなお姉さんの声がした。ものすごく悪い予感がするが、今は無視することに決めた。

『上演に先立って、皆に聞いて欲しいことがある。八年前に起きた、悲しい事件だ――』

　幕の向こうでガーゴイルが語り始める。

　八年前に森一海という生徒がいたこと。

　不幸な事故で亡くなったこと。

　根も葉もない噂や中ちゆう傷しようが飛とび交かい、大勢の人間が悲しんだこと。

　最初はざわついていた客席が、やがて静まりかえる。

『――よって、我らは演劇部としてではなく、菜々色高校の生徒としてこの芝居を見せる義務があるのだ。汝なんじらも心して観て欲しい』

　客席から静かな拍手。

　開演まで、あと二分。

「センパイ」

　桃が、和己の衣装をひいた。

「ちょっと……緊張してきました」

「ガーくん名演説だったからね。お客さんの期待も高まっちゃったかな、こりゃ」

　周りを見ると、遠野の徘はい徊かいスピードが速くなり、林吾の般若心経の声がさらに大きくなっていた。

「先に失敗するとしたら、僕の方だから。桃ちゃんは僕のあとからゆっくりやればいいよ。だいじょぶ、桃ちゃんならできるから」

「センパイ……」

　桃は真剣な眼まな差ざしで和己を見つめ返してくる。

　愁うれいを含んだ表情で、しばらく押し黙っていた桃だったが、

「センパイ――あたし、やっぱりセンパイと一緒にやれてよかったです」

「そうだね……」

　和己もこれまでのことを振り返る。

「やっぱり、みんなで何かをやるのって、楽しいよね！」

「はぁ……」

　がっくりと肩を落とす桃。

「違いますよぅ……センパイじゃないとダメなんですよぅ……」

「え？　それって……」

　ようやく桃の言わんとしていることがわかりかけてきた和己。

　――桃ちゃんは、僕のことを……。

　和己の頰ほおが熱くなるのを感じる。

「い、いやその、ホラ、ダメだよ桃ちゃん」

「……ダメなんですか？」

「う、うん、さすがに僕だって、毎回痴ち漢かんのイケニエにされるわけには……」

「バカ―――――――ッ！」

　ゆったりした衣装を着た桃が両足で飛び上がり、その両足を和己の顔面に突き刺した。鋭さは双葉に劣おとるものの、体格の差と気合いがそれを補おぎなう、見事なドロップキックだった。

「も、桃ちゃん!?」

「フン！」

　そっぽをむく桃に手をさしのべる和己。

　かわりに、ほかの役者陣が「ご愁しゆう傷しよう様さま」と言わんばかりに和己の肩に手を置く。

「ぼ、僕、何か変なこと言った？」

　周囲に問いかけるが、役者達はそろって首を振る。それは不正解ということではなく、処置なしと言いたいのだろう。

　誰も答えてくれない正解を求めて、和己がみんなの顔を見比べていると、







　ビ――――――――ッ！







　ブザーの音が鳴り、客席から明かりが消えて行く。

『それでは開演だ。皆の者、楽しむがよい』

「っしゃ！　みんな、がんばるぞ！」

　小さな声で、林吾が檄げきを飛ばす。

　それに応じて役者たちがうなずく。

　それまでのバカなやりとりのおかげなのか、あれだけ緊張していた和己の気持ちが、驚くほど冷静になっていく。

「ほら、センパイ」

　和己の肩を桃が軽く揉もむ。

「力入れ過ぎちゃダメですよー」

　本当は、肩を揉んでいる手の方が震えていることを和己は知っている。

　でも、和己が自分の演技をしっかりこなせば、みんなも落ち着いてくれる。そう信じている。

「ありがと、桃ちゃん」

　ヒラヒラと手を振る桃に、和己はいつもの笑顔を返す。

　――大丈夫、最初の台詞せりふを言えば、あとは楽になる。

　そう自分に言い聞かせて、舞台への道を歩き始める和己。

　――僕は、ジャン・バルジャンになるんだ。




　そして幕が開き――八年前に見た、森一海の夢が始まる。





おわり　　　





























　あとがき




　ちわッス！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます。




　――太った。

　いつものような前フリを差し置いて、まず読者に伝えようと思ったことが、これ。

　そりゃ去年は一年中ずっと机に向かってガーゴイル書き続けてたわけで。運動もせずに家に引きこもってりゃ、体重も増えるというもの。

　久しぶりに出会った友人なんかは、口を揃そろえて「うわオマエ太った!?」「なんだその顔！」「こっちくんなデブ！」「デブ！」「ぽっちゃり系でも通用するレベルだけど……」「気にするな、まだいける！」「でも不健康そうだよ」「やっぱデブだよ！」

　そしてファミ通文庫編集部にも俺の変へん貌ぼうは伝わっているらしく、「田口くんも、去年から心身共に一回り大きくなって……」などと嫌味を言ってくる編集さんたち。

　いかん。

　このままではデブ・オタ・ヒッキーの三さん拍びよう子しだ。

　それはよくない。健康にもよくないし、なにより見た目がマズイ。

　……いやまて。

　デブにだってメリットはあるな。遭そう難なんした時に生き残る確率が高そうだし、肉の厚みで防御力が高まる！　それから素早いデブになれば人々の度ど肝ぎもを抜ける。中国映画などで、やたらカンフーの強いデブって一目置かれないか？

　だが俺は遭難などしないし、素早くもないし、カンフーもできない。

　やっぱり痩やせるか……。

　うん、今年はダイエットの年にしよう。




　俺のデブ話ばっか書いてもしょうがないので、閑かん話わ休きゆう題だい。

　ガーゴイルもとうとう一周年です。一周年ですよ！

　本来ならばデブネタよりもまず最初に書きたかったことなのですが……それだけショックが大きかったということで。察してください。

　一昨年の夏に賞を取って、去年の今頃に一巻が出て。んで気がついたらもう六冊も出してる。去年は「ガーゴイルの年にするぞーっ！」って意気込んでたら、本当にガーゴイルの年になってしまいました。そろそろ新作も考えないといけませんねぇ……。

　はたして今年はどうなるんでしょうか……もしも個人の幸運が絶対量だとしたら、確実に今年か来年に死にます。

　あ、そうそう。なんかコミック化するそうで。マジキュー１月号から。ますます俺の死亡率がアップしそうです。でも読んでください！　死んでもいいです！




　今回も買ってくださってありがとうございます。

　ファンレター、ちゃんと読んでます。ありがとう。お返事書けなくて申し訳ない。でも応援の言葉は俺の原動力です。この本に書かれてある文字の半分はインクではなく皆様のパワーによって刷すられています。もう半分は凸版印刷さんの汗と血と涙で刷られています。感謝！




　感謝の嵐はまだまだ止やまない！

　いつもギリギリを走っているミスタータイトロープ日ひ向むかい悠ゆう二じさん！

　年末進行お疲れさまです、スーパー編集Ｍ女史！

　コミック版の玉たま岡おかかがりさん！　そして編集部の伊藤さん！　これからよろしくお願いします！

　あと今回はいろいろと参考にさせていただきました、劇団ダブルスチール！　あーでもこの本が出る頃には公演終わっちゃってるのか……宣伝にならないなこりゃ。




　さーて、次回は！

　春に出せたらいいなぁ……いや、出そう！　がんばります！

　次回の内容は――双ふた葉ばが謎なぞの巨大ロボットに乗ったり、和かず己みが水をかぶると女の子になっちゃったり、ガーゴイルとケルプが南極でたくましく生きたり、怪盗百ひやく色しきがライヘンバッハの滝から転落したり、双葉のクラスの三バカが清きよ川かわ八はち郎ろうに反発して独自の自じ警けい集団を立ち上げちゃったりと、もう波は瀾らん万ばん丈じよう！

　って、そんな内容だったら俺が読みたいわっ！

　そんな感じで、また次回！







　追伸　かなりの頻ひん度で尋たずねられるのでお答えすると、怪盗百色はガンダムとは無関係ですよ……。




　参考文献　「レ・ミゼラブル一～五」ヴィクトル・ユゴー／著　佐藤朔／訳　新潮文庫刊
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高校時代は弓道部だったりする。遠的という60メートル先の的に当てる練習をする時は、グランドの真ん中に陣取っていた。そしてその周りのトラックでは陸上部がランニングをしており、流れ矢がムチャクチャ危険だったんじゃないかと振り返ってみる。陸上部の皆さん、すいませんでした。県大会で３位取れたから許してください。







イラスト

日向悠二

Yuuji Himukai




学生時代は陸上部だったりする。グランドは常に他の運動部に占拠されており、我々はその１／４も使わせてもらうことができなかった。その上野球部やサッカー部、テニス部の流れ弾が雨あられと降り注ぐ場所だったので、さらに弓道部なんかがいたら陸上部は壊滅していたのではないかと振り返ってみる。県大会で決勝に残れたからいいけど。







電子版　ファミ通文庫

吉よし永ながさん家ちのガーゴイル6




著者／田た口ぐち仙せん年ねん堂どう

イラスト／日ひ向むかい悠ゆう二じ




2014年11月4日電子版ver.1.0発行



発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　沼田里奈




(c)2005 Sennendou Taguchi

本電子書籍はファミ通文庫『吉永さん家のガーゴイル6』（2008年6月30日発行　第7刷）を元にして制作しております。













item/image/cover.jpg
| BOES =






item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p251.jpg
BEEF
H# S #iR

AR g —

ARV RDNRP
[ RS KU YN Y]
T O a0 &

TIRINELT oL 2
BLOF 954

RS NE
S A0S

LK O SRbHn
XQEL YRV






item/image/p252.jpg
IR ) \
SREEN y
: o SBhY
[

. \
iR RN

-
ey

2






item/image/p250.jpg
&

=

DDDE

oy

T - e
S g e

SIS 2N NN
RRRHIIRSH
AR RS

\

=

= EA) Sy

e
///JMM%W
, , ,

BRE U OV &0

paR-NvR% )
wé#%¥ﬁévﬂw






item/image/tobira03_p130.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p253.jpg
RS REfPa
R O \Vaped 529
s 5 Q8%

,,,// /

Y@y NREgY
S50






item/image/tobira03_p131.jpg





item/image/p254.jpg
C 5
o N
3 2
e
57
AT
hes
’t-






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		舞台挨拶



		第一幕　欲望という名の部活動



		第二幕　春の夜の夢



		第三幕　バルジャンを待ちながら



		第四幕　ああ無情



		カーテンコール



		あとがき



		巻末マンガ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/tobira01_p012.jpg





item/image/tobira01_p013.jpg
fn nmoleur Thenlﬂecll
Named Deri






item/image/p149.jpg





item/image/p083.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/p244.jpg





item/image/p003.jpg
-
o

o efloal(yl()y/e/ s |
the ﬁ/%cit)a,gﬁ'q’e,ué





item/image/p245.jpg
—— K] IR S AL O

#61 JULHSDRAIOT NS H644°

KEGEP OO OV uS—






item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
(SIS Sl S
KRB FOR

Noy






item/image/kuchie-002.jpg
K RaR R
M40
HIRAS IR f —

BRoOMINLL






item/image/kuchie-003.jpg
But could you tell

the way to the TARUI
department store?

Do you know the joke?

—Two blondes were going to Disneyland
when they came to a fork in the road.
The sign read: "Disneyland Left."

So they went home.






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/icon04.jpg





item/image/icon03.jpg





item/image/kuchie-008.jpg





item/image/tobira04_p181.jpg
SNCUCEEHEU=NEN /7 N = Di s W - 6






item/image/kuchie-006.jpg
u
IIA‘
-y

/

7 /





item/image/kuchie-007.jpg
IR D74n | #93,0°
PO R T Ebee -

08 QISR
38V B RHGIR A G R0 S HKE

NGRSO’
B SHIRE WO UL KO
B U508k






item/image/p059.jpg





item/image/p218.jpg





item/image/tobira02_p067.jpg





item/image/tobira02_p066.jpg





item/image/tobira04_p180.jpg





item/image/icon02.jpg





item/image/icon01.jpg





item/image/p205.jpg





item/image/midashi02.jpg





item/image/midashi01.jpg





item/image/p045.jpg





